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IAMASの 晴 れ や か な と き
Most　 festive　 time　 at　IAMAS

横 山 正/YOKOYAMATadashi

lAMAS卒 展の カタログ は、いつ もア カデ ミーDITコ ースのひ とたちを中心 と した皆

さんの ご尽 力で編 集 制 作 される。 毎年、それ ぞれに趣 向 を凝 らした出来 栄 えで、今

年 は どんな ものか と、それ を心 待 ちに されてい る方 も多 か ろう。 サイズ、形 式 な ど

まった く自由で、その年の担 当 者のア イデ ィア次 第だが、何 分 予 算の制約 あっての こ

となので、いろいろ苦 労 も多い と思 う。 まず今 年の担 当の方 々に心 か ら感 謝 の意 を表

したい。

「1AMAS2005」 とい うふ うに、すっ きり した簡 明 な名 称 に して、これで2度 目の卒

展 だが、だいたいこの新 しい名称 が一般 に定 着 してきたの ではないかと思 う。 今 年 度
はユニー クなポス ターの登 場 もあって、地 元の認識 度 も高 かったようだ。 卒展 は、卒

業 生の祭 典であ るとともに、 同窓 生の懐 か しい再 会 の場 でもあるが、また地 元 は もと

よ り、遠方 か ら必ず毎 回 欠 かさず訪 ねて くだ さる方 もあ ったり して、学 校 と しては一

年で もっとも晴 れがま しい時 期 である。

昨 年 は、 「お おが きビエンナ ー レ2004」 と同 時 開催 だ ったので、た しかに相 乗 効 果

はあ った けれ ど も、皆 の苦 労 は大 変 な もの だった。 今 年 はそ うい うことは無 かった

が、いっぽ う、昨 年9月 の 「ア ルス ・エ レク トロニカ」に招 待 されてのキ ャンパス展 示

が大がか りだ ったの で、そのために少 し気が抜 けないか と心配 だったが、そ うい うこ と

はいっ さい無 く、設営 もスムーズで、全体 として良 くま とまった展 示が行われ ていて、

この点、はほっ とした。

lAMASは 今年 で創 立 以 来十 年 目にあたるので、卒 展 は今 回で8回 目となる。 私 がは

じめて見たのが3期 生のものだったか ら、これで6回 、見 たことになる。 そのはじめのこ

ろの会 場は、もっとインタラ クティブ系の大 がかりなインスタレー ションが多 くて、会 場

の構 成 もダイナ ミックで、その中で派手 なパ フォーマンスが行われた りしていた。 それ

に比 べると、この二 、三 年は会 場 もどちらか というとスマー トに構成 され、インスタレー

シ ョンも減って、作 品 もそれなりの 完成 度 を追 うものが多 くなってきた印象 を受 ける。

もちろんその なかにも、いかに もIAMASら しい考 え方 の筋は見えてい るの だが、何 と

いってもお となしい感 じであ る。 もちろん創設の頃 と今とでは時 代全 体の動 きも違 うが、

ただ インスタ レーションで試 されるような空間の構想 力 は自らの身 体感 覚 として備えて

欲 しい し、何 事 に よらず、たとえ完成 に至 らず ともまず時代 に対 峙 していこ うとする気

概があ って欲 しい。 学校 にいるいま、それをや らなかったらつ まらない と思 うのだ。

とはい うものの、会 場 を巡 ると、今 回 もそれぞれに興 味深 い発 想の作 品 にいろいろ出

会 えて楽 しかった。IAMASの ひ との育 て方 が間違 っていないということは、 「アルス ・
エレク トロニカ 」の キャンパス展 示の ような複 雑 な課 題 を短期 間 にあ ざやかにや って

の けたこ とにも示 され ているが、卒 展の作 品の ありかたか らも、それは充 分 うかがえ

るよ うに思 う。 これ をさ らにど うい った形で発展 させてい くか。 学 校 もまた次 なる成

長 を求め られ てい るところである。
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Every　 year,　 the　 IAMAS　 Graduate　 Exhibition　 catalogue　 is　 produced　 and　 edited　 by

mainry　 by　 Academy　 DIT　 Course　 students.　 It　is　always　 put　 together　 elaborately,

and　 I'm　 sure　 there　 are　 many　 people　 waiting　 expectantly　 to　 see　 what　 the　 team

will　 come　 up　 with　 this　 year.　 There　 is　no　 set　 size　 orform　 for　 the　 catalogue,　 and　 it

is　 left　 up　 to　 those　 responsible　 in　the　 particular　 yearto　 give　 expression　 to　 their

ideas.　 Budgetary　 restrictions　 mean　 that　 their　 task　 is　 not　 easy,　 and　 I　wish　 to

express　 my　 gratitude　 for　 all　their　 hard　 work.

IAMAS　 2005was　 the　 second　 graduate　 exhibition　 to　 be　 given　 this　 succinct　 title,

and　 I　think　 that　 the　 new　 name　 has　 now　 become　 generally　 accepted.　 This　 year,

we　 also　 had　 a　 unique　 poster,　 and　 there　 was　 a　 high　 degree　 of　 awareness　 about

the　 exhibition　 inthe　 community.　 The　 graduate　 exhibition　 is　both　 an　 event　 for　 the

students　 who　 are　 newly　 graduating　 as　 well　 as　 a　chance　 for　 formergraduates　 to

reunite　 and　 share　 memories.　 As　 well　 as　 visitors　 from　 the　 local　 area,　 the　 IAMAS

graduate　 exhibition　 always　 attracts　 people　 from　 far　 away,　 and　 is　 the　 most

festive,　 colorfulevent　 inthe　 school　 calendar.

Last　 yearthe　 graduate　 exhibition　 coincided　 with　 Ogaki　 Biennale　 2004,　 which　 had

asynergizing　 effect,　 but　 at　 the　 same　 time　 it　required　 double　 the　 work.　 Although

this　 was　 not　 a　 factor　 this　 year,　 the　 Campus　 Exhibition,　 which　 IAMAS　 was　 asked

to　 present　 at　 Ars　 Efectronica　 in　 September,　 involved　 a　 huge　 effort,　 and　 I　was

concerned　 that　 this　 may　 have　 taken　 some　 of　 the　 tension　 out　 of　 the　 graduate

exhibition.　 Fortunately,　 this　 did　 not　 happen　 at　 all.　 The　 setting　 upwent　 smoothly

and　 overall　 the　 exhibition　 waswell-organized,　 so　 this　 was　 pleasing.

This　 year　 is　 the　 tenth　 year　 since　 IAMAS　 was　 established,　 and　 the　 graduate

exhibition　 was　 held　 for　 the　 eighth　 time.　 The　 first　 exhibition　 I　saw　 was　 for　 the

class　 of　 1999,　 so　 this　 was　 my　 sixth　 time.　 The　 early　 exhibitions　 had　 many　 large-

scale　 installations　 of　 a　 more　 interactive　 type,　 and　 the　 layout　 was　 dynamic.

Flamboyant　 performances　 were　 also　 held　 within　 the　 exhibition　 hall.　 In　contrast,

exhibitions　 held　 over　 these　 past　 2-3　 years　 have　 had　 more　 of"smart"kind　 of

composition　 with　 fewer　 installations,　 and　 I　get　 the　 impression　 that　 the　 number

ofworks　 aiming　 to　 achieve　 more　 of　 a　finished　 quality　 has　 increased.

Of　 course,　 typical　 IAMAS　 concepts　 are　 evident　 within　 recent　 works　 as　 well,

but　 the　 works　 still　 feel　 too　 tame.　 It　is　true　 that　 societal　 trends　 are　 different

now　 from　 when　 IAMAS　 was　 founded,　 but　 I　would　 like　 students　 to　 develop　 their

physical　 sense　 and　 conceptualization　 of　space,　 which　 is　required　 in　 the　 creation

of　 installations,　 and　 in　 all　 cases　 students　 must　 have　 the　 courage　 to　 challenge

existing　 norms,　 even　 if　theirwork　 has　 not　 attained　 a　 state　 of　 completion.　 I　think

students　 need　 to　take　 this　 opportunity　 nowwhile　 they　 are　 at　 school.

Be　 that　 as　 it　may,　 looking　 around　 the　 exhibition　 hall　 this　 year　 I　was　 able　 to

encounter　 many　 works　 with　 interesting　 concepts,　 and　 had　 an　 enjoyable　 time.　 I

could　 be　 secure　 in　 the　 knowledge　 that　 our　 education　 philosophy　 here　 at　 IAMAS

is　not　 mistaken,　 both　 from　 the　 way　 students　 were　 able　 to　 do　 such　 a　 fine　 job　 of

tackling　 difficult　 tasks　 in　a　short　 time　 for　 the　 Ars　 Efectronica　 Campus　 Exhibition,

as　 well　 as　 the　 standard　 of　 the　 graduate　 works.　 How　 should　 these　 strengths

be　 enhanced?We　 are　 now　 at　 a　 stage　 where　 IAMAS　 as　 a　 whole　 needs　 to　 show

further　 growth　 and　 development.
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10 Cyclo

『Cydo』 は、球 体デ ィスプ レイでもあ り立 体 カメ
ラで もあ る。

周 囲全 方位 を球 面 に立 体 映 像 と して表 示 す る。
立 体 映 像 の実 現 は、 回転 とい う、視 線 をくぎづ
けに して しまう一種 魔 術 的 な魅 力 を持つ運 動 に

よって実 現 した。

外 向 きで半 円 弧 状 に並べ たLEDと 、それ と対 に
並 べた赤 色カ ラー センサ とが一体 とな った円 状の

ユニ ッ トを回 転 させ るこ とで、 立 体 像 を生 み出

す。 このギ ミ ックは、 身体 的 な眼 球 を暗 示 して
いて、まるで自 分の眼 球 を取 り出 し、 見 つめてい
るかのよ うに思 えて くる。

視 覚 においては、眼 球 と脳 の メカニ ズムのなかで

日常 的 に多 くの 無 意 識 が存 在 し、それ に よって
「見 えている」というこ とを、この作 品 を鑑 賞す る
ことで、実 感 しても らいたい。

Cyclo　 is　both　 a　spherical　 display　 and　 a　3D

camera.

It　displays　 the　 surroundings　 in　360　 degrees

on　 its　spherical　 surface　 as　 a　3D　 image.

The　 3D　 image　 is　produced　 by　 rotation.　 This

movement　 has　 a　kind　 of　magical　 attraction,

so　that　 one　 cannot　 remove　 one's　 gaze.

The　 3D　 image　 is　generated　 by　 rotating　 a

circular　 unit　 that　 combines　 LEDs　 arranged

in　the　 form　 of　a　semicirculararc　 facing　 out-

ward,　 with　 red　 color　 sensors　 on　 the　 oppos一

ing　side.

This　 device　 is　suggestive　 of　 the　 human

eyeball　 and　 it　gives　 the　 sensation　 that　 the

viewer　 has　 taken　 out　 his/her　 eyeball　 and　 is

looking　 at　it.

Vision　 comprises　 many　 processes　 within　 the

mechanism　 of　the　 eyeball　 and　 brain,　 which

we　 are　 not　 ordinarily　 conscious　 of,　so　 by

viewing　 this　 work　 I　want　 people　 to　experi-

ence　 the　 fact　 that　 these　 processes　 are　 what

enable　 usto　 see.

DSP
course 堀 井 哲 史HORIISatoshi

1978年 、 埼 玉 県 生 まれ　 Born　 in　1978,　 Saitama　 Prefecture

http://satcy.net/
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MAPNO.02 LoveLetter
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「LoveLetter』 はゴキブ リの 記 憶 力 を利 用 して
いる。

透 明 なア クリルの箱 に、4種 類 の迷 路 をそれぞ れ

覚 えたゴキブ リを入れる。
それぞれの迷路 の下 部 にセンサー を仕 掛 け、 ゴキ

ブ リの動 きを検 知す る。
ゴキブ リが正 確 に迷 路 を通 過 す るこ とが でき る
と、決め られた文字 がデ ィスプレイに表示 される。
ゴキブ リのランダムな動 きを文 字 に変 換 するの で

はな く、迷路 を記憶 して初 めて文字 が表示 される。

アク リルの箱 は コンピュー タの カバ ー を利 用 し、
中に はセ ンサ ーの配 線 がゴチ ャゴチ ャと走 ってお

り、あ たかも ゴキ ブリが動 か してい るゴキブ リマ
シーンの様 に見 える。

表示 される言 葉 は1時 間 単 位 で見 る ことが でき、
どの 時間 に活発 に活動 しているのか を知るこ とも
できる。



LoveLetter　 makes　 use　 of　 the　 memory　 of

cockroaches.

In　 a　 transparent　 acrylic　 box,　 I　put　 cock-

roaches　 that　 had　 each　 memorized　 one　 of

fourtypes　 of　 mazes.

Each　 maze　 has　 a　 sensor　 on　 the　 bottom　 part

to　 detect　 the　 movement　 of　the　 cockroaches.

If　the　 cockroach　 correctly　 passes　 through

the　 maze,　 a　 predetermined　 character　 is　dis-

Pしayed.

Therefore,　 the　 cockroach's　 random　 move-

ments　 are　 not　 converted　 into　 characters,　 but

rather　 characters　 are　 only　 displayed　 when

the　 cockroach　 correctly　 remembers　 how　 to

get　throughthe　 maze.
Iuse　 a　computer　 cover　 for　 the　 acrylic　 box,

and　 the　 inside　 is　Criss-crossed　 with　 sensor

wiring　 so　 it　looks　 like　 a　kind　 of　cockroach

machine　 operated　 bythe　 cockroaches　 them-

selves.

The　 words　 displayed　 can　 be　viewed　 in　hourly

units　 and　 it　can　 be　 seen　 at　what　 times　 the

cockroaches　 were　 active.

STUD101
前 崎 悦 子MAESAKI　 Etsuko

1977年 、 奈 良 県 生 ま れ　 Bom　 in　1977,　 Nara　 Prefecture

http://www.iamas.ac.jp/‐ronO3/
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03 Heaven's　 Eye‐you　 are　 no　 exception‐

『Heaven's　 Eye』 は床 に置 かれ た箱 形 の装 置 を
動 か してその内 部に映 る映 像 を鑑 賞す るインスタ
レー ションである。

装 置 の中 を覗 き込 む と、3.6m×2.4mに 拡 大 さ

れ た巨 大 な映 像 の、 現 在の 装置 の位 置 に相 当 す
る部 分が床 面に投影 されてお り、装 置 を動 かすこ

とによって あぶ り出 しのよ うに床 に隠 され ている
映 像 全 体 を探 索 するこ とがで きる。 素 材 は展 示

会 場の外 を歩 く人々 を垂 直に見 下ろす監視 カメラ
の ライブ映 像 で、装 置 を動 かすことによって箱 眼

鏡 を用い て魚 を獲 るときの ように人 を探 し、追 う
ことができる。

この一方 的 な監 視 において鑑 賞 者 は多 かれ少なか

れ映像 の中の人に対 して自分 を優 位 に感 じる。 し
か し、 人 を追 いか ける姿 を客観 的に見 る と、その

動 きは全 て映像 の中 の人に よって コン トロール さ
れてい る とい う逆 転 が起 きてい る。 『Heaven's

Eye‐youare　 noexception-』 で はその滑

稽 な姿、 自分 が通 って きたかも しれない外の様 子
を見てい るに もかかわ らず暗 黙の うちに監 視の対

象 から除 外 してい る自身の姿 を装 置の上 方に取 り
付 けてあるも う一 台の監 視 カメラで撮 影 し、まる
で外の空 間に 自分がい るかのよ うに会 場の外 の映

像の中に リアル タイムで合成 する。

Heaven"s　 Eye　 is　an　 installation　 where　 a　visi-

for　moves　 a　box-shaped　 device　 that　 is　placed

on　 the　 floor,　 and　 views　 the　 video　 images　 ap-

pearing　 inside　 the　 device.
When　 you　 peer　 into　the　 device,　 the　 portion　 of

agigantic　 image[enlarged　 to　3.bm　 x　2.4m]

corresponding　 to　the　 current　 position　 of　the

device　 is　projected　 onto　 the　 floor,　 and　 by

moving　 the　 device,　 you　 can　 search　 around

and　 identifythewhole　 image　 that　 is"hidden"

on　 the　 floor　 like　 invisible　 ink.　 The　 mate-

rial　used　 for　the　 image　 is　live　video　 footage

taken　 by　 a　surveillance　 camera,　 pointed

vertically　 down　 at　 people　 walking　 outside

the　exhibition　 hall.　By　 moving　 the　 device,　 you

can　 search　 for　 and　 follow　 people　 as　 though

you　 are　 trying　 to　 catch　 fish　 using　 a　glass-
bottomed　 bucket.

With　 this　 one-directional　 surveillance,　 the

visitor　 feels　 to　some　 extent　 that　 they　 are　 in　a

superior　 position　 to　the　 people　 in　the　 video.

However,　 if　one　 looks　 objectively　 at　the　 visi-

for　trying　 to　follow　 the　 people　 in　the　 image,

the　 reverse　 is　actually　 occurring:the　 visitor'

sactions　 are　 all　controlled　 by　 the　 people

in　the　 image.　 In　Heaven"s　 Eye‐you　 are　 no

exception‐,　 a　second　 surveillance　 camera

is　positioned　 above　 the　 device　 to　film　 this

humorous　 state　 of　the　 visitor,　 that　 is,　the

visitor　 looks　 at　 the　 people　 outside,　 auto-

matically　 excluding　 him　 or　 herself　 from　 the

target　 of　surveillance　 even　 though　 they　 may

have　 been　 walking　 there　 previously,　 and　 in

real　 time　 the　 visitor's　 image　 is　synthesized

into　the　 image　 taken　 by　the　 camera　 outside,

so　it　appears　 as　though　 the　visitor　 is　outside

of　the　 exhibition　 hall.

STUDIO2
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04 Sequence

『Sequence』 は、 羽の 回転 運 動 によ って作 り出
される円 形 の面 を層 状 に前 後 配 置 し、鑑 賞 者 の
インタラクシ ョンによ って、プ ロジェクタ から面

に映 し出 される ビジュアル と回転 面 が変 化 する映

像 インス タレーション作 品です。 鑑 賞 者 は、5つ
に並 ん だスタン ドの上 部 に位 置 す る羽 と対 峙 し、

自 己か ら作 品 までの距 離 間 隔に よ って、 面の組
み 合 わせ や イメー ジ を変 化 させ る こ とが で きま
す。 回 転か ら生 み出される透 明な面 の連続 は、そ

の透 過 の性 質 よ り、 各 面 の発す る情 報 が多元 的
に交 錯 した奥 行 きのあ るレイヤ ー構 造 をもった空

間を形成 します。

本 作 品で は、 モチー フを 「時 計 」と し、 数 字 ・秒
針 ・分 針 ・時 針 といった 時 計 を構 成 す る各 オブ
ジ ェク トを、 断 片 的 な情 報 を示 す もの と して扱

い、 異 なるレイヤ ーと して視 覚 化 しています。 時
を確 認 する とい う何 気 ない行 為の 中にも、針 を見

る順 番 や状 況 ・動 きに呼応 した着 眼 とい うよ う
に、常 に何 らかの意 識 的 な試 みが画 面に対 して作

用 している と考 えられます。 表 現 におい ては、そ

うい ったある順 列 を持 するイメー ジに対 しての意
識 の流れ を、 階 層 とい う空 間の 概 念 に置 き換 え、

変 容 を伴 った視 覚 情 報 として提 示 で きない かと
考 えてい ます。

Sequence　 is　an　 interactive　 installation　 in

which　 circular　 planes　 produced　 by　the　 rota-

tional　 movement　 of　wings　 are　 arranged　 one

behind　 the　 other.　 Avisual　 image　 is　projected

onto　 each　 plane　 by　a　projector　 and　 this　 im-

age,　 as　 well　 as　the　 rotating　 planes,　 changes

according　 to　 the　 interaction　 of　the　 visitor.

The　 visitor　 faces　 the　 wings　 positioned　 on

the　 upper　 part　 of　five　stands,　 which　 are　 ar-

ranged　 in　a　row,　 and　 he/she　 can　 make　 the

combination　 of　planes　 and　 images　 change

according　 to　the　 distance　 between　 him/her

and　 the　 work.　 Due　 to　the　 transparent　 nature

of　these　 planes　 that　 are　 produced　 by　 rota-

tion,　a　sequence　 of　the　 planes　 form　 a　space

with　 depth,　 which　 has　 a　layered　 construc-

tion,　in　which　 the　 information　 emerging　 from

each　 plane　 mingles　 in　multiple　 dimensions.

This　 work　 was　 created　 using　 the　 theme　 of

aclock,　 with　 each　 object　 found　 in　a　clock,

namely　 numbers,　 a　second　 hand,　 minute

hand,　 and　 hour　 hand　 treated　 as　 indicating

fragments　 of　information,　 and　 made　 visible

as　 a　separate　 layer.　 Even　 within　 the　 casual

act　of　checking　 the　time,　 we　 constantly　 make

certain　 kinds　 of　 conscious　 choices　 with

regard　 to　the　 clock　 face,　 such　 as　 the　 order

in　which　 we　 look　 at　the　 hands　 of　the　 clock,

and　 howwe　 focus　 our　 sight　 in　line　 with　 the

circumstances　 and　 movements.　 My　 work　 at-

tempts　 to　express　 the　 flow　 of　consciousness

with　 respect　 to　these　 kinds　 of　images　 that

have　 certain　 permutations　 by　 substituting

them　 with　 the　 spatial　 concept　 of　strata　 and

representing　 them　 as　 transforming　 visual

information.

STUDIO1
柴 田 知 司SHIBATA　 Satoshi
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05 三角演算子によるポリゴンピュータ
PolyGomputer

『三 角 演 算 子 に よるポ リゴ ンピュータ』は、三 角

形 を基 準 と した論 理 的 なル ール にの っとったコン
ピュータ作 品 である。 こ こでい う「コンピュー タ」

とは、 私 たちが日常 的 に使 っているよ うな物理 シ
ミュ レーションやデ ータベー ス管 理、 テキス ト作

成 や映像 編 集 な ど、あ らゆ る記 号 を統 合 して扱
う事の で きる便 利 な汎用 計 算機 械 の こ とではな
い。 実際 の コンピュー タはこれ ら便 利 な機 能 を、

完 全 に論 理 的 に動 作 す る部 品達 の組 み合 わせの

系で実現 している。 私は これに倣 い、 組み替 え可

能 で(つ まりプログラマブル な)、 それぞれ は完 全
に決 め られた論理 的 なルールに従 って動 く物 理 的

な質量 の組 み合 わせの系 を 「コンピュータ」、その

決 定論 的 な動 作の過 程 を 「演 算 」と呼び、作 品 化
している。
ここでは 「コンピュー タ」は何 かの 目 的の ため に

演 算 す るの で はな く、 「演 算 す る」とい う事 そ れ
自体が 自己 目的 化 した存 在 とな っている。

PolyGomputer　 is　 a　 computer　 project　 de-

rived　 from　 logical　 rules　 based　 on　 triangles.

The"computer"Iam　 referring　 to　 is　not　 the

convenient　 generaしpurpose　 computing

machine　 that　 is　able　 to　 integrate　 and　 handle

every　 symbol,　 and　 that　 we　 use　 everyday　 for

physical　 simulations,　 database　 manage-

ment,　 document　 creation,　 video　 editing

and　 so　 on.　 Actual　 computers　 achieve　 these

convenient　 functions　 using　 a　 system　 com-

bining　 a　 variety　 of　 components,　 which　 acts

completely　 according　 to　 logic.　 Following　 this

model,　 I　have　 created　 a　work　 inwhich　 I　use

the　 term"computer"to　 describe　 a　 modifi-

able(programmable)system　 consisting　 of　 a

combination　 of　 physical　 matter　 that　 moves

according　 to　 logical　 rules,　 each　 of　 which

are　 fully　 predetermined,　 and　 I　use　 the　 term
"
calculation"to　 refer　 to　 the　 process　 of　these

deterministic　 actions.

Here,　 the"computer"does　 not　 perform

calculations　 for　 a　 particular　 purpose,　 but

rather"calculation"is　 itself　 the　 purpose.

STUDIO2

小 野 寺 啓ONODERA　 Kei
1980年 、東京都生まれ　Bom　 ln　1980,　Tokyo　Metropolis
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06 AGENT　 DOCUMENT

『AGENTDOCUMENT,」1は 展 覧会 場 の限 られた

空 間で、観 客 と作 家、も しくは作 品 その もの とコ
ミュニケ ーシ ョンを行 うインタラ クテ ィブインス

タレーションです。
『AGENTDOCUMENT』 は コミュニケ ー ション
の二 つの方 法 を競 合 させ ます。 一つ は観 客 自 身

が持 って い る携 帯 電 話 のSMS(シ ョー トメール

サ ー ビス)に よる コミュニケ ーシ ョン。 もう一つ

は限 られた空 間で の、視 認 し発 話 でき る距 離 で
の、 暗黙 の コミュニ ケーシ ョンです。

『AGENTDOCUMENT』 は 互 い に 交 わ され る
SMSの メッセー ジを管理 す るこ とで、参 加 者 同

士の関 係にお いて匿 名 性 に関 するダイナ ミックな
ヒエラルキー を生み出 します。

AGENTDOCUMENT　 is　an　 interactive　 instal-

lation　 forachieving　 communication　 between

thevisitorand　 the　creator,　 orthework　 itself,

inthe　 limited　 space　 of　an　 exhibition　 hall.

AGENT　 DOCUMENT　 makes　 two　 methods　 of

communication　 compete　 with　 each　 other.

The　 first　 is　communication　 by　 SMS(Short

Message　 Service)using　 cell　phones.

The　 second　 is　unspoken　 communication

occurring　 at　 a　distance　 in　which　 visual

confirmation　 and　 speech　 is　possible,　 within

alimited　 space.

By　 managing　 the　 SMS　 messages　 sent　 by

visitorto　 each　 other,　 AGE八ITDOCし1八4ε ～τgen-

erates　 a　dynamic　 hierarchy　 concerning　 ano-

nymity　 inthe　 relationships　 between　 visitors.

STUDIO1
真 下 武 久MASHIMOTakehisa
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07 家庭用民族楽器
Afolk　 instrument　 forthe　 family

この作 品 は、 一 般 的 な社 会 に潜 在 してい る電 磁
ノイズ を増 幅 させ ているもの です。

人 間 は完 全 な静 寂 に 身 を包 まれ る と、 不 快 感、
焦燥 感、 不 安 感等 を感 じる とい います。 生 活 し
てい く中 で最 も耳 に入 って きているで あろ う、こ

のよ うな音 は現 代 人に とって、胎 内で耳 にす る音
に近 いの ではないで しょうか。

システム は、 どの家 にで もある よ うなテ レビ と冷

蔵 庫 に、 電磁 ピックア ップ を4つ 接 着 させ、その
電磁 ノイズ をPCに 取 り込みMax/MSP上 で増 幅

させスピーカーか ら出 力 し、また取 り込 んだ電 磁
ノイズの スペ ク トル分 布 をモニター で表 示 するよ

うにな ってい ます。
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This　 work　 is　designed　 to　amplify　 the　 elec-

tromagnetic　 noise　 that　 underlies　 ordinary

society.

It　is　said　 that　 when　 humans　 are　 surrounded

by　 total　 silence,　 they　 get　 an　 unpleasant

sensation　 and　 feel　 frustrated　 and　 anxious.

The　 sound　 of　electromagnetic　 noise　 is　prob-

ably　 something　 we　 hear　 the　 most　 often　 in

our　 daily　 lives,　 and　 for　modern　 day　 people,

this　 sound　 is　perhaps　 close　 to　what　 we　 hear

when　 we　 are　 stillwithin　 ourmother'swomb.

The　 system　 I　have　 created　 involves　 attaching

fourdevices　 that　 pick　 up　 electromagnetic

noise　 to　a　TV　 and　 refrigerator,　 which　 are

very　 common　 household　 appliances,　 up-

loading　 this　 noise　 to　a　PC,　 amplifying　 this　 on

Max/MSP　 and　 outputting　 it　through　 speak-

ers.　 Further,　 the　 power　 spectrum　 of　this

uploaded　 electromagnetic　 noise　 is　displayed

on　a　monitor.

STUDIO2
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飛 谷 謙 介TOBITANI　 Kensuke
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os お ひ き こ も り さ ま
OHIKIKOMORI-SAMA

生 霊 となって芸 術 に取 り想 いて しまった自 らを供
養 し、 生 まれ変 わって新 たな人生 を歩み 出すべ く

苦 行に励 む、〈私 〉とい う生 命の ひたむ きな姿 を追
う ドキ ュメン ト。BGMはJ.A.シ ーザ ー。

Istrove　 through　 the　 austerities　 necessary

to　put　 to　rest　 the　 old　 me,　 who　 had　 become

possessed　 by　the　 arts,　 and　 I　was　 reborn　 and
took　 on　 a　new　 life.　This　 is　a　documentary

that　 shadows　 my　 struggle.　 The　 BGM　 is　J.A.

Seazer.

STUDIO4

阿 部 由 布 子ABEYuko

1979年 、 宮 城 県 生 まれ 　 Born　 ln　1979,　 Mlyagi　 Prefecture
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囲
09　　　　もののあはれ
　　 　　 mono-no-aware

024 IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBITION　 CATALOGUE

写 真の特 徴 の ひ とつ に は、 目の前 に実 際に存 在
す る現 実 を定 着 した写 真 を鑑 賞 する ことによ り、

その 写真の中 にこれまでに気 がつかなか った新 し
い現 実 を提 示す ることが できるこ とが あげられま
す。 また写真 を鑑 賞す る時 点 では、す でに存 在 し

ない過去 の現 実 を鑑 賞す ることにな り、 世のイ夢さ
を感 じることにもつなが ります。
ポ ジフ ィルム をネガフィルム用 のケ ミカル を用 い

て現像 する と、その ポジフ ィルム がネガに反 転 し
ます。 そ して、その ネガか ら印画 紙 にプ リン トす

る と、色や トーンのコン トラス トが強 く、 粒 子の

粗い写 真 をつ くることがで きます。 この特 徴 を生
か したカラー写 真 とモノクロ写 真 によって、現 実

の中に存 在 する非 現 実性 だ けで な く、この世の中
の僅 さを表 現 しています。



One　 of　the　 characteristics　 of　photography　 is

that　 when　 you　 look　 at　a　photo　 that　 confirms

the　 reality　 that　 actually　 existed　 in　front　 of

you,　 you　 can　 discover　 a　new　 reality　 within

the　 photo　 that　 you　 hadn't　 noticed　 before.

Furthermore,　 at　the　 point　 in　time　 when　 you

look　 at　a　photo,　 you　 see　 a　past　 reality　 that　 no

longer　 exists,　 and　 this　 also　 makes　 you　 feel

the　 impermanence　 ofthings.

lf　you　 develop　 positive　 film　 using　 a　chemト

cal　 designed　 for　 negative　 film,　 the　 posi-

tive　 film　 reverses　 and　 becomes　 a　negative.

Then,　 if　you　 print　 from　 this　 negative　 onto

photographic　 paper,　 the　 colors　 and　 tones
appear　 in　 strong　 contrast,　 and　 you　 can

produce　 a　grainy　 photo.　 Through　 color　 and
monochrome　 photos　 that　 make　 use　 of　this

characteristic,(portray　 not　 only　 the　 unre-

ality　 that　 exists　 within　 reality,　 but　 also　 the

impermanence　 of　things　 inthisworld.

STUDIO2
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村 瀬 康 広MURASE　 Yasuhiro
1971年 、岐阜 県生 まれ　Born　in　1971,Gifu　 Prefecture
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01 ワー クシ ョップ
Workshop

今 回は これ ま で行 って きた子 ども向 けの ワー ク
ショップの中 か ら 「自然 エネルギー による発 電 体

験 ワークショ ップの紹介 」を行い ま した。
この ワークシ ョップでは身 近 なものを使 い風 力発

電 機や太 陽 電池 な どの制作 をし、これ らの活 動 を
通 して電 気 ・発 電 系 の学 習 か ら造 形、環 境 問題

など、 児童 か ら大 人 まで関 心 をもっても らえるよ
うに企 画 しています。

会 場 では これ まで 当 ワー クシ ョップに参 加 した

児童 に よる作 品 や、 参 加 体 験 した児 童 に配 布 す
るワーシ ョップブック(解 説 本)を 中心 に展 示 し、
また来 場 者に は実 際 に風 力発 電機 の制 作体 験 も

しても らいま した。

For　 this　 exhibition,　 I　introduced　 a　"natural

energy　 generating　 experience　 workshop",

which　 was　 one　 of　a　series　 of　workshops　 I

had　 done　 previouslyfor　 children.

In　this　 workshop,　 I　created　 solar　 batteries

and　 wind　 power　 generators　 using　 everyday

items　 in　an　 effort　 to　spark　 interest　 in　both

children　 and　 adults　 in　modeling　 and　 envi-

ronmental　 issues,　 etc.　 by　 learning　 about

electricity　 and　 powergeneration.

At　the　 venue,　 my　 exhibition　 centered　 on　 the

works　 of　children　 who　 participated　 in　this

workshop,　 and　 the　 workshop　 books(expla-

nation　 guides)distributed　 to　the　 children,

and　 I　also　 had　 exhibit　 visitors　 participate　 in

actually　 creating　 a　wind　 power　 generator.

DSP
course

research
student

伊 奈 由 希 子INA　 Uki

1979年 、 愛 知 県 生 まれ 　 Bom　 in　1979,Aichi　 Prefecture

http://www.ukweb.be/
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『ク ラ リ ネ ッ トと コ ン ピ ュ ー タ の 為 の 小 品 集 』は

独 奏 ク ラ リネ ッ トと、 そ の 演 奏 情 報 を基 にMax/

MSPを 用 い て リア ル タ イ ム に 音 響 処 理 を行 う シ

ス テ ム 、 及 び そ の シス テ ム の 為 に 制 作 さ れ た楽

曲 に よ る 作 品 で あ る。 本 作 品 は 「1.Allegro

moderato　 cantabile(程 よ く快 速 に、 歌 う よ

うGこ)」、　「II　.　Lento　 tranquillo(緩 や かLこ、　青争

か に)」 、 「皿.Presto　 agitato(速 く、 激 し く)」 、

「1▽.Adagiotontano　 eperdendosi(遁 ≡く、
遠 くから響 き、そ して消 えるよ うに)」 というそれ

ぞれ内容 の異 なる4曲 の小 品 から構 成 される。 ま
た、演 奏者 の周 囲 に出 力と して4台 のス ピーカー

を配 置 する事 によ り、 時 間 経 過 だけ でな く鑑 賞

者の空 間位 置 により大 きく変 化す る聴 覚 体 験 と、
「『音 楽 』と『音 』の認識 」とい う問 題 を提 示す る。

総演 奏 時 間約12分 。

11 クラ リネ ッ トとコ ンピュータの為の小 品 集
Bagatelles　 for　 clarinet　 and　 computer
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Bagatelles　 for　Clarinet　 and　 Computer　 is　a

work　 that　 comprises　 a　system　 for　perform-

ing　 audio　 processing　 in　real-time　 using

Max/MSP　 based　 on　 an　 unaccompanied

clarinet　 piece　 and　 its　performance　 infor-

mation,　 and　 the　 music　 composed　 for　 this

system.　 The　 work　 is　composed　 of　4　parts

having　 different　 contents,　 namely:1.Aし

legro　 moderato　 cantabile(moderately　 fast,

in　singing　 sty回,　 IL　 Lento　 tranquillo〔slowly

and　 quietly】,1皿.　 Presto　 agitato〔fast　 and　 in　a

restless　 style),　 and　 N.　 Adagio　 lontano　 e

perdendosi(slowly,　 as　 from　 a　distance,　 and

dying　 away).　 Further,　 by　 placing　 4　speakers

around　 the　 performer　 as　 outputs,　 listeners

are　 given　 an　 audio　 experience　 that　 changes

dramatically　 not　 only　 according　 to　the　 pas-

sage　 of　time,　 but　 also　 according　 to　their

physical　 location.　 My　 intent　 is　to　 present　 is-
sues　 concerning　 the"awareness　 of`musiご

anポsound'".　 The　 complete　 performance

lasts　 12minutes.

DSP
course

松 岡 和 彦MATSUOKA　 Kazuhiko
1982年 、岐阜県生まれ　Bom　 in　1982,　Gifu　Prefecture
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12 AD

コン ピュー タは我 々に とって概 念 の領域 で しか計
るこ とので きない機 械 となって しまった。

私 はその機 械が うま く操 るこ とがで きない。 人間
とコン ピュー タの関 係 とは何 か。

答 えの 出ない探 求 を行 うことを決 心 した とき、私
の頭に降 って きた形 たちである。

For　 us　 today,　 computers　 have　 become　 ma-

chines　 that　 can　 only　 be　 understood　 in　the

conceptualrealm.

Ifind　 it　difficult　 to　operate　 such　 a　machine.

What　 is　the　 relationship　 between　 humans

and　 computers?

This　 work　 was　 what　 came　 to　me　 when　 I　de-

cided　 to　explore　 this　 unanswerable　 question.

DSP
course 柴 田 悠 基sHIBATAYuki

1980年 、広 島 県生 まれ　 Born　 ln　1980,　 Hiroshima　 Prefecture

http://www.rat-rat.com
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13 element　 hg臼the　 memory　 project

私 のIAMASで の研 究 は、50年 代 に九 州 地 方 に
て環 境 が汚 染 され、 水 銀 中毒 に よ って人々 が亡
くなった水 俣 病の事 件に関 連 した ものです。
リサーチによ って政治 的 や社 会 的な言明 を、 アー

トを通 して表現 する上で一般 的 に存 在 する難 しさ
が示唆 されています。

人 間の手の動 き、それに ともなう軌 道 に敏 感 に反

応す る発 光 する物 体 を設 置 します。 手 のか たち
は記 憶の よ うなもので、発 光す る物 体の内面 か ら
の記憶 を呼び戻 し表 現 し、光 によ って外へ と伝 わ
ります。

My　 research　 at　 IAMAS　 related　 to　 the　 Mi-

namata-disease,　 the　 incident　 that　 occurred

in　the　 south　 of　 Japan　 from　 the　 fifties　 where

the　 environment　 was　 polluted　 and　 people

died　 from　 mercury　 poisoning.

丁he　 research　 shows　 general　 difficulties　 in

the　 expression　 of　 political　 and　 social　 state-

ments　 in　art.

There　 is　 a　 light-emitting　 object,　 sensitive　 to

human　 gestures,　 that　 processes　 movements

and　 traces　 of　 hands.

The　 hands　 form　 a　 kind　 of　 memory,　 which

expresses　 and　 recalls　 a　 memory　 from　 inside

the　 object,　 translated　 to　 the　 outside　 by　 light.
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画囮 ネッ トワーク技術者養成のためのeラ ーニングシステム
e-learning　 system　 for　 creating　 network　 engineer

この作 品 はネ ットワークIT技 術 者 養 成講 座 と呼

ば れるプロ ジェ ク トの ためのeラ ー ニングシステ

ムです。
この システム に よ ってネ ッ トワー クIT技 術 者 養

成 講 座 の受 講 者 は自 宅 か らインターネ ッ トに繋
が っているPCを 利 用 して学 習 をす る事 が可 能 に

なります。

ネットワークIT技 術 者 養成 講座 とは岐阜 県 内のプ
リーターの方 を対 象に行 われたプロジェク トです。

毎 週2回 の講 座 に加 え、 今 回作 成 したeラ ーニ ン

グシステム を使用 す ることによ って短 期 間 でネ ッ

トワークについての知 識 を得 ても らい、就 職 活動
に役 立てて頂 こうとい う企 画 で した。

この システムの役 割 と して、 事 前 知 識 を受 講 者
の方 に得 て頂 くとい う事 が あげ られます。eラ ー
ニ ングに よって基 礎 的 な知 識 を学 習 しても らい、

週2回 の講 義 で は基 礎 知 識 の補 足 ・実践 的 な学
習 を行 うとい う形 態 で進 めて行 きま した。
このプロジ ェク トには実 際 に18名 の方 が参 加 さ

れ、この システムを使 用 して頂 き ました。

Mywork　 is　an　 e-learning　 system　 forthe　 Net-

work　 IT　EngineerTraining　 Course　 project.

Using　 this　 system,　 Network　 IT　 Engineer

Training　 Course　 participants　 are　 able　 to

carry　 out　 their　 studies　 from　 home,　 using　 a

PC　 connected　 to　the　 Internet.

The　 Network　 IT　Engineer　 Training　 Course　 is

aproject　 targeting　 people　 in　Gifu　 Prefecture

who　 are　 not　 in　regularemployment.

In　addition　 to　attending　 the　 two　 classes　 per

week,　 by　 using　 the　 e-learning　 system　 that

Ihave　 developed,　 course　 participants　 can

obtain　 knowledge　 about　 networks　 in　a　short

period　 of　time,　 and　 make　 use　 of　this　 when
looking　 foremployment.

One　 of　the　 purposes　 of　 this　 system　 is　to

enable　 course　 participants　 to　 obtain　 prior

knowledge　 necessary　 for　class　 activities.　 In

other　 words,　 using　 e-learning,　 participants

acquire　 basic　 knowledge,　 and　 then　 during

the　 two　 classes　 perweek,　 this　 knowledge　 is

built　upon　 and　 practicaltraining　 is　given.

18people　 participated　 in　the　 project　 and

used　 my　 system.
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course
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51 イン ターネ ッ ト道 しるべ
Internet　 mapping　 tool

この ソフ トウ ェア は、 インター ネ ッ ト上 のWeb
サイ トの地 図 を作 成 します。

サイ ト同 士 が リンク距 離 的に近 い もの、例 えば1
ク リックでそのサ イ トに移 動 できた り、相 互 リン

クが はられてい るよ うなもの は地 図 上 では近い位

置 に、そうでないものは遠 い位 置 に配置 されます。
また、 リンクも地 図 上に線 と して表 示 され、 相互

リンクと一 方 向 リン クの色 が違 うの で、サ イ ト同
士の リンク状 況 も見て取れます。

配 置 に は遺 伝 的 アル ゴリズム を使 用 し、 最 適 に
近 い配 置 を素 早 く行 います。

で きあがった地 図 上 のサイ トをクリックするこ と

でWebブ ラウザ が起 動 し、す ぐに そのWebサ イ
トのインデ ックスペー ジを閲 覧 できます。

Webサ イ トが含 むWebペ ー ジの一 覧 も表 示で き、
目的Webペ ージ もクリックによって 閲覧で きます。
このソフ トウェア を使 用 して 目的の ペー ジを見 つ

けるのも、 リンクの構 造 を把 握す るの も、 定 期 的

に地 図 を作 って見比 べるの も楽 しいと思 います。
Webは あま りに 広 大 で、その 一 部 分 だ けで も、

膨 大な情 報 量 があ ります。
この ソフ トウェア を使 って、その ごくご く一 部 分

でも垣間 見 れた らうれ しく思い ます。

This　 software　 creates　 maps　 of　 Internet　 Web

sites.

If　two　 sites　 are　 close　 to　 each　 other　 in　 terms

of　 links,　 for　 example　 if　you　 can　 go　 to　 the　 site

just　 with　 one　 click,　 or　 if　each　 site　 contains　 a

link　 to　 the　 other,　 they　 are　 shown　 on　 the　 map

in　 close　 positions,　 whereas　 other　 sites　 are

located　 furtherapart.

Links　 are　 also　 displayed　 on　 the　 map　 as

lines,　 and　 mutual　 links　 are　 in　 a　 different

color　 to　 one-directional　 links　 so　 that　 the

circumstances　 of　 links　 between　 sites　 can　 be

visually　 identified.

The　 layout　 uses　 genetic　 algorithms,　 which

rapidly　 perform　 the　 most　 optimal　 arrange-

ment.

When　 you　 click　 on　 a　 site　 displayed　 on　 the

completed　 map,　 the　 Web　 browser　 is　activat-

・d・hd　 y・u　 can　 imm・di・t・ly・i・w　 th・i・dex

page'.of　 that　 Website.

Alist　 ofWeb　 pages　 contained　 in　the　 particu-

lar　Website　 can　 also　 be　 displayed,　 and　 you

canviewanyWeb　 page　 by　clicking　 on　 it.

lthin旨k　 that　 it　is　enjoyable　 to　use　 this　 soft-

ware'lto　 find　 the　 Web　 page　 you　 want　 to　visit,

learn　 about　 the　 structure　 of　links,　 and　 make

and　 c',ompare　 maps　 regularly.

The　 Web　 is　so　 vast　 that　 even　 just　 a　small

portion　 contains　 a　huge　 amount　 of　informa-
tion.

Iwilll ,be　happy　 if　people　 use　 this　 software　 to
tak

We:.!peek　 at　evenjust　 a　tinysecti°n°fthe

AND
course
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61 コンテンツ ・マネ ジメン ト・シス テム
Contents　 Management　 System

この ソフ トウ ェ ア は、 ソー シ ャル ネ ッ トワ ー ク
サ ービス(SNS)を 個 人 レベルで構 築 し、 運 用 で

きること を目的 としています。 ソー シャル ネッ ト

ワークとは、 知 人、友 人 といった人のつ ながりを
表 す もの で、この ネ ッ トワー クを生 か して交 流 を

支 援 す るシステム をSNSと 呼 んでい ます。　SNS
に必 要 だ と思 わ れ るユ ーザ 管 理 機 能 や、 プロ
フィール や日 記機 能 、掲 示 板 機 能 を搭 載 してい

ます。

また、SNSの ひ とつの特 徴で あるEメ ールによる

招 待 機 能 も搭 載 してい ます。Webを 利 用 してい
るためクライア ン トはWebブ ラ ウザ から操 作 をす
ることでシステム を利用 する ことがで きます。

デザイン協力:池 本貴子

This　 software　 aims　 to　 construct　 and　 operate

asocial　 network　 service〔SNS〕at　 the　 indト

vidual　 level.　 A　 social　 network　 refers　 to　 con-

nections　 among　 friends　 and　 acquaintances,

and　 a　 system　 for　 supporting　 exchange　 using

this　 network　 is　called　 an　 SNS.

The　 software　 is　equipped　 with　 functions　 re-

garded　 as　 necessary　 for　 an　 SNS,　 namely　 a

user　 management　 function,　 profile　 and　 diary

function,and　 a　 message　 board　 function.

Further,　 it　includes　 an　 email　 invitation　 func-

tion,　 which　 is　 also　 a　 characteristic　 of　 an

SNS.　 Since　 it　uses　 the　 Web,　 the　 client　 can

access　 the　 system　 by　 operating　 from　 a　 Web

browser.

design:IKEMOTO　 Takako
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レシピスキャンディスプレイ
Recipe　 scan　 display

IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBI丁10N　 CATALOGUE

スーパーマーケ ッ トにて販 売 されている各生 鮮 食

品 に記載 され ているバ ーコー ド(JANコ ー ド)を
携 帯 電 話 で読み込 む ことによ り、 該 当 商 品 を使
用 した レシピの情 報 を、携 帯 電 話 で閲 覧す る こ

とが出来 るシステムで ある。Docomoの バー コー
ドリーダ搭 載 の携 帯 電 話 に対 応 して お り、バ ー
コー ド読 み込 み はiア プリ、 商 品 情 報 表 示 はブ

ラ ウザで行 っている。 読み込 んだバー コー ドデー
タ を管 理 者 側(サ ーバ)に 送 信 。 そのデ ー タを、

サー ブレッ ト(サ ーバ用 のJAVAプ ログラム)を 用
いてデータベース を参照。 そ して各商 品 のデータ

を携 帯 電 話へ送 信 する。 作 る料 理 を考 えず に買
い物 に来 た ときや、調 理 法が よ く分 か らな い商

品が ある場 合に、その場 で商 品の使 用 方 法(レ シ
ピ)を 提 供 して、利 用者 の買い物支 援 に役 立 てる
こと を想 定 してい る。



This　 is　a　system　 whereby　 a　cell　 phone　 is

used　 to　read　 bar　 codes(JAN　 codes)of　 fresh

foods　 sold　 at　supermarkets,　 and　 information

about　 recipes　 using　 the　 product　 can　 then

be　 viewed　 on　 the　 cell　 phone.　 It　is　compat-

ible　 with　 DoCoMo　 cell　 phones　 equipped

with　 bar　 code　 readers.　 Barcode　 reading　 is

done　 with　 i-app(i,　 and　 product　 information

is　displayed　 on　 a　browser.　 After　 it　has　 been

read,　 bar　 code　 data　 is　sent　 to　the　 admin一

istrator(server).　 This　 data　 is　referenced　 to　a

database　 using　 a　JAVA　 program　 for　a　server.

Then　 the　 data　 about　 each　 product　 is　sent　 to

the　 cell　 phone.　 When　 a　user　 goes　 shopping

without　 having　 thought　 about　 what　 dish　 to

cook,　 orwhen　 a　user　 is　not　sure　 howto　 cook

aparticular　 product,　 this　 system　 provides

immediate　 access　 to　information　 on　 how　 to

use　 the　 product(recipes)and　 helps　 the　 user

with　 theirshopping.

STUD103
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18 net-mon@lamas

今 現 在の ネ ッ トワー クに繋 がってい るホス トコン
ピュー タの 「ネ ッ トワー ク上 の場 所 」を検 索 し、

トラ ブル の原 因 究 明や ネ ッ トワー クの現 状 把 握

な どに役 立 てて頂 くための システムで す。 ま た、
異 常 が発 生 した地 点 であ らか じめ登 録 して いる
メール ア ドレスに メールで通知 する機 能 の実装 も

予 定 しています。

今 まで にも優 れ たネ ッ トワー ク管 理 システムが登
場 してい ますが、 導 入 に対 する コス トの問 題やサ

ブネ ッ トア ドレスの設 定 など、 専 門的 な知 識 を前

提に した もの が少 な くあ りません で した。
この 『net-mon@IAMAS』 で は、 ネ ッ トワー ク

内 に点 在 してい るスイ ッチ ングハ ブとい う装 置か
ら接続 機 器 やア ドレスの情 報 を入 手 して、それ ら

を整理 す ることによ り現在 の ネッ トワー クの現 状

(ネ ッ トワーク上 の場 所 ご との トラ フィ ックや接
続 機 器 の一 覧)をWebサ イ トや メール な どで提

供 するこ とを目的 としてい ます。

This　 is　a　system　 that　 searches　 the"network

location"of　 the　 host　 computer　 that　 is　con-

nected　 to　the　 network　 at　the　 time,　 and　 aids

in　troubleshooting,　 determining　 the　 current

status　 of　the　 network,　 and　 so　 forth.　 Further

plans　 include　 implementing　 a　function　 that
sends　 a　notice　 to　pre-registered　 email　 ad-

dresses　 each　 time　 an　 irregularity　 occurs.

There　 are　 excellent　 network　 administration

systems　 available,　 but　 often　 such　 systems

are　 costly　 to　introduce,　 or　 require　 special-

ized　 knowledge　 to　set　 up　 subnet　 addresses,

etc.

The　 object　 of　net-mon@IAMAS　 is　to　access

and　 manage　 address　 information　 and　 con-

nection　 devices　 from　 the　 switching　 hubs

scattered　 within　 the　 network　 in　orderto　 pro-

vide　 the　 current　 status　 of　the　 network(traffic

foreach　 network　 location　 and　 list　of　connec-

tion　 devices)via　 emailoraWebsite.

STUDIO3
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葱いて離れない女
Ghost　 Girl

lAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXH旧ITION　 CATALOGUE

心 も身 体 もそっ くりな二 人の少 女 「エイダ」が一
人の男 の子 を巡って骨肉の争 いを繰 り広 げ る物語。

主 人 公 の 「エイダ」は髪の つ なが った、 顔 も声 も

感 情 も同 じ二 人 の少 女。 他 の人 は二 人 をま とめ
て 「エイダ」と呼ぶ。 共に笑 い、 共 に泣 く彼 女 達
は寄 り添 うように育 ち、 二 人 を区別 する必要 の な

い生活 を送 っていた。 ただ二 人 が同 じ人 を愛 した

瞬 間にその生活 は崩 れていって しま った……。
「シンデ レラ」の物 語の 中で王 子 様 は片 方の ガラ
スの靴 だけで多 くの娘 達の中 か らシンデ レラ を見
つ け出 した。

もしシンデ レラと靴 のサ イズ が同 じ娘 がいた と し
た ら、 王 子様 はどの娘 を 「シンデ レラ」と して お

城に連れて帰 ったのか?
シンデ レラ と他 の娘 を分 け隔 てる もの は靴のサ イ
ズだけだったの だろうか?



Astory　 in　which　 two　 girls,　 who　 are　 identical

in　bodyand　 mind,Aida,fight　 overaboy.

The　 heroines,　 Aida,　 are　 two　 girls　 who　 are

joined　 to　 each　 other　 by　 the　 hair　 and　 have
identicalfaces,　 voices　 and　 emotions.　 People

call　 them　 by　 one　 name,　 Aida.　 They　 laughed

together,　 cried　 togetherand　 grew　 up　 always

side　 by　 side,　 so　 there　 had　 never　 been　 any

need　 to　distinguish　 between　 them.　 But　 when

they　 both　 fell　in　love　 with　 the　 same　 person,

this　way　 of　life　fell　apart.

In　Cinderella,　 the　 prince　 picks　 Cinderella　 out

from　 many　 women　 with　 the　 help　 of　just　 one

glass　 slipper.

What　 if　there　 had　 been　 anotherwoman　 with

the　 same　 shoe-size　 as　 Cinderella?Who

would　 the　prince　 have　 taken　 backto　 his　castle?

Was　 it　just　 shoe-size　 that　 distinguished　 Cin-

derella　 from　 the　 others?

CGI
course
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人の部屋の物で本をつ くる。
items

IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBITION　 CATALOGUE

この作 品 は、 「人の部 屋 の物 」の写 真 のみ で作 ら

れた本です。

1つ の家 につき1冊 作 り、 合 計6冊 の本が あ りま
す。 家 にあっ た物 は、大 きさ、 価 値 な ど関 係 な

く、すべて1ペ ー ジに1枚 の写真 と して載 せ、ペー
ジ数=物 の個 数 となってい ます。 つ まり、 厚 さや

重 さで物の量 を可 視 化す ることに最 も重 点 を置い
てい ます。

他 に も、個 人の価 値 観 に よ って大 き さを変 えた
り、見 開 きで掲 載 した り、1ペ ージに ま とめ て掲

載 したりと、 ページの流 れと共 に変化 をつ ける と
い う方 法 もあ るで しょう。 しか し、これで は物 の

数 が、本 を開いて読 まないことにはわかりません。
この本で は細 かいもの も一つ一 つ撮影 す ることに

よ って、 本 を開 か ず とも数 の多 少 が見 て取 れ ま
す。 これが新 しい見 方 になればと考 えています。

協力:部 屋の持ち主
FlipBookMaker制 作:谷 口貴志
イラストレーション:阿 部由布子



These　 are　 books　 that　 consist　 only　 of　photo-

graphs　 of"objects　 found　 in　people's　 rooms".

Icreated　 one　 book　 per　 household,　 producing

six　in　total.　 Regardless　 of　the　 size　 or　value

of　the　 item,　 each　 page　 has　 only　 one　 picture

on　 it,　so　 that　 the　 number　 of　pages　 is　equal

to　 the　 number　 of　 items.　 In　other　 words,

Iplaced　 emphasis　 on　 making　 visible　 the

quantity　 of　items　 through　 the　 thickness　 and

heaviness　 of　the　 book.

These　 books　 could　 have　 been　 created　 in

other　 ways　 such　 as　 arbitrarily　 varying　 the

size,　 putting　 photos　 on　 a　two-page　 spread,

putting　 them　 together　 on　 one　 page,　 or　ar-
ranging　 the　 order　 of　pages　 to　show　 change.

However,　 these　 methods　 do　 not　allow　 some-

one　 to　 get　 an　 idea　 of　the　 number　 of　items

without　 opening　 upthe　 book.

With　 my　 books,　 by　 photographing　 each　 and

every　 little　thing,　 a　person　 can　 gain　 a　pic-

ture　 of　the　 general　 quantity　 without　 actually

opening　 the　 book.　 I　wanted　 to　portraythis　 as

anew　 method　 of　perception.

thanks　to:owners　 of　room
creator　of　Rip　Book　Maker　application:丁ANIGUCH【Takashi
illustration:ABEYuko
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12 いつみ本
Itsme　 book

2003年 から2004年 にか けて制 作、 展 示 された作

品 『いつみ 』を題 材 に、 本 にま とめた もので す。
いつみ とは、 ライフスライスカメラ を内 蔵 し、 イ
ンターバ ル撮 影 をお こな う立 体 作 品 で、作 品 に

接 した人の任 意 によって別の場 所へ移動 される と
いう作 品 です。

人と作品 との繋 がりをコンセプ トに制作 されました。

本の 内容 も、 人 と作 品 との繋 が りが伝 わる よ う、
以下 のよ うな構成 にな ってい ます。

○いつみ 日記　Itsmediary
いつみが移動した各場所の展示風景を撮影 した再現写真
と、展示中の作者の日記。

○い つ み の 目 線 　Throughtheeyeofltsme

作品 に内蔵 されたライフスライスカ メラで撮影 した画 像。

○いつみが出 来 るまで　Themakingofltsme
作品制作中の作者の日記。

著者:野 路千晶

This　 is　a　book　 based　 on　 the　 work　 Itsme　 that

NOJI　 Chiaki　 created　 and　 displayed　 from

2003-2004.Itsme　 was　 a　3D　 work　 equipped

with　 a　Life　Slice　 Camera　 that　 performed　 in-

terval　 photography.　 It　was　 moved　 from　 place

to　place　 according　 to　the　 will　 of　people　 who

passed　 by　and　 picked　 it　up.
The　 concept　 she　 was　 interested　 in　investigat-

ing　was　 the　 relationship　 between　 people　 and　 a

work.　 I　arranged　 the　 contents　 of　the　 book　 as

follows,　 to　portray　 this　 relationship　 between

people　 and　 thework.

Itsme　 diary

Photos　 taken　 of　the　 exhibition　 environment　 at　each　 place

where　 Itsme　 moved　 and　 my　 diary　 during　 the　 period　 of　exhi-

bition.

Through　 the　 eye　 of　Itsme

Photos　 taken　 with　 the　 Life　Slice　 Camera　 installed　 in　the

work.

The　 making　 of　 Itsme

Her　 diaryduring　 the　 making　 ofthiswork.

author:NOJI　 Chiaki
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22 DIGITAL　 LIBRARY

電 子 書 籍 とはなん だろう?

電 子 書 籍 とは 「本 」とい う一つ の物 体 で はな く、
デ ジタルデー タとい う形 を とり、パ ソコン、 携帯

電 話、PDAな どの端 末 に配 信 し、それ らの端 末
で読 書 がで きるコ ンテ ンツの こ とであ る。 電 子

書 籍 には たくさんの メリッ トがあ り、私 は人々に
も っと電 子 書 籍 の便 利 さを知 っても らいた い と

思った。
この ウェ ブで は、 電 子 書 籍 を実 際 に体 験 して も

らう為、専 用 端 末 と連 動 した もの にな って いる。
ダウンロー ドした り、読 書 を した りして実 際に電

子 書 籍 に触 れて も らい、 少 しで も電 子 書 籍 とい

うものに興味 を持 って もらえたら嬉 しい。

協力:棚 瀬千佳

What　 is　an　 electronic　 book?

An　 electronic　 book　 is　not　 simplya"book"but

also　 the　 readable　 content　 on　 terminals　 such

as　 personal　 computers,　 cellular　 phones,

PDAs,　 etc.　 in　 the　 shape　 of　 transmitted　 dig-

ital　 data.　 There　 are　 many　 merits　 to　 these

electronic　 books,　 and　 I　wanted　 to　 tell　 people

about　 how　 convenient　 they　 are.

Specialized　 terminals　 are　 linked　 to　 thisWeb-

site　 in　 order　 to　 give　 a　 firsthand　 experience

of　 electronic　 books.　 Through　 participants

coming　 into　 contact　 with　 electronic　 books

by　 downloading　 and　 reading　 them,　 I　hope　 to

spurinterest　 in　 electronic　 books.

thanks　 to:TANASE　 Chika
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23 sound　 fragments

「普 段 我 々が 自 分の 行 動に対 して視 覚 的 な情 報
だ けでは な く聴 覚 的 な反 応 も受 け取 って いる よ

うに、 音に よ って その反 応 は現 実 味 を帯び、 具
体 的 な もの と な り、 音 が 発 生 す れ ば 出 来 事 は

単 なる 想 像 では な く身 体 ご と現 実 の も の だ と
受 け止 め られる よ うに な ります。」(ジ ョン前 田
『MAEDA@MEDIA』 デジタローグ、2000年)

この作 品 は複 数 のユーザ で リアル タイムに音 を楽

しむマルチユ ーザ サウン ド トイです。

052 IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBITION　 CATALOGUE

各 々のユーザ は音 階が割 り当て られ ているサウン
ドセル を選 び、 画 面に現 れるサ ウン ドオブジェク
トを異 なるオ クター ブを持 つ オブジェ ク トに当 て
る ことで音 を鳴 らします。 オ ブジェク ト間 の衝 突

の強 弱によって音量 が決 まり、 鳴った音 は各ユ ー
ザの持つ サウン ドセル に登 録 され てい き、ユ ーザ

間 で共 有する シーケンサ によって和音 となって奏
で られます。

音楽:柴 田悠基



"A
s　we　 always　 receive　 not　 only　 visual　 infor-

mation,　 but　 also　 aural　 reactions　 to　ourac-

tions,　 those　 reactions　 take　 on　 realitythrough

sound,　 becoming　 something　 concrete.　 When

accompanied　 by　 sound,　 we　 perceive　 events

not　simply　 as　 imagination　 but　 as　 something

actual."(John　 Maeda,　 MAEDA@MEDIA,

DIGITALOGUE,2000)

This　 work　 is　a　multi-user　 sound　 toy　for　sev-

eralusersto　 enjoysound　 in　real-time.

Each　 user　 chooses　 a　sound　 cell　 that　 has

an　 allocated　 scale,　 and　 makes　 a　sound　 by

bringing　 into　contact　 a　sound　 object　 that　 ap-

pears　 on　 the　 screen　 with　 an　 object　 that　 has
adifferent　 octave.　 Depending　 on　 the　 degree

of　force　 with　 which　 the　 objects　 hit　each　 other

the　 volume　 of　the　 sound　 is　determined,　 and

the　 sound　 that　 is　made　 is　entered　 in　the

sound　 cell　 held　 by　 each　 user.　 These　 sounds

are　 turned　 into　 chords　 using　 a　sequencer

shared　 among　 users,　 and　 played.

music:SHIBATAYuki
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24 in-form

『in-form』 は、 影に よ ってつ くり出 される像 や

文 字 で情 報 を提 示 す る吊 り照 明 で ある。 この照
明 に は、LEDラ ンプの他 にLCD、 レンズ、 制 御

機 構 が組 み込 まれ てい る。 照 明 と しての機 能 を
果 た す とともに、そ れとな く知 らせ を提 示 す る。

生 活 環 境 に おいて長 期 的 に使 用 するこ とを想定
し、 通 常の照 明 よりインテ リジ ェン トなものにす
ることを目標 と したQ

本 制 作 で は、情 報 家 電 な らぬ情 報 家具 と して照
明 に着 目することに した。 これ は、個 人的 に日頃
使 用 してい る室 内照 明が あま りに も無 機 質 に感

じているか らある。 人の視 覚は、 空 間すべて光 を

通 じて認 識 され る。 それに よ り空 間 を理 解 し行

動 を行 う。 照 明 は、 当 たり前 であ るが太 陽 光 に
比べ る と極 端 に情 報 量 が少 ない。 人 が生 活 して
い く中で、「光 」はパンや水 や空 気 と同様 に重 要

な もの であるに もかか わ らず、それほ どその重要
さが認 識 されていない。 暗 くなれ ばスイッチ を入

れて、 電灯 をつけ る。 毎 日異 常 な程 まで に安 定

化 され た同 じ光 の環 境 で生 活 している。 漠 然 と

使 用 してい る照 明に対 し、 少 しでも動 的 なシステ
ムが組 み込 まれ れば、これまで とは異な る生 活 が

送 れるので はないだろ うか とい うこ とがベ ースに

ある。

in-form　 is　a　hanging　 lamp　 that　 produces

information　 in　the　 form　 of　characters　 and

images　 formed　 from　 shadows.　 This　 lamp

comprises　 an　 LED　 lamp　 as　well　 as　 an　 LCD,

lens　 and　 control　 mechanism.　 As　 well　 as

functioning　 as　 a　light,　 it　also　 displays　 the

news.　 Assuming　 long-term　 use　 in　a　living

environment,　 I　aimed　 to　produce　 something

more　 intelligent　 than　 an　 ordinary　 lamp.

For　 this　 work,　 I　focused　 on　 a　lamp　 not　 as

an　 information　 appliance　 but　 as　 informa-

tion　 furniture.　 This　 was　 because,　 to　me,　 the

lamp　 I　was　 using　 in　my　 room　 on　 a　daily　basis

seemed　 so　 inorganic.　 The　 human　 sense　 of

sight　 enables　 the　 recognition　 of　a　space　 only

by　means　 of　light.　Through　 this　 recognition,

we　 comprehend　 space　 and　 act　 accordingly.

Artificial　 light　 is　a　taken　 for　granted,　 but　it　is

far　 less　 discussed　 than　 sunlight."Light"　 is

just　 as　 important　 for　humans　 as　 bread,　 wa-
terand　 air,　but　 it　is　not　 recognized　 as　 having

such　 importance.　 When　 it　gets　 dark　 we　 hit

Composition　 ofthe　 system

the　 switch,　 turning　 on　 the　 lamp.　 Every　 day,

we　 live　 in　this　 same　 light　 environment　 to

which　 we　 have　 grown　 eerily　 accustomed.

Therefore,　 I　thought　 that　 if　some　 kind　 of

moving　 system　 could　 be　 incorporated　 into

this　 light　 that　 we　 use　 without　 thinking,　 it

could　 make　 possible　 a　way　 of　life　different

from　 the　 current　 norm.
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25 箱
the　 cube

1.7m四 方の立 方体 の中に鑑 賞 者が入 り、 中に設

置 された小 さな立方 体 に触 れます。

そ して小 さな箱 の上 面 に触 れれば上 面か ら、右 の
面 に触 れ れ ば右 の面 か ら、 鑑 賞 者 を取 り囲 む大

きな立 方 体 から小 さな箱が感 知 した音が聞 こえま
す。 自分の入 っている箱 をさらに誰 かが触 れてい
るよ うな、また自 分の触 れてい る箱 の中に誰 かが

いるような感 覚を得 ることができるかもしれません。

以 前に制 作 した もの は、 空間 と場 所 を自 由に移動
し利 用 しなが ら発 展 してい くもので したが今 回は

限 られ た空 間の中 にいなが ら、広 さ、奥 行 きを感
じるもの を制 作す るとい うこ とが 自分の関 心 にあ

りま した。
わず か1フm四 方の もので すが改 良 を しなが ら結

果 的には広 いの か狭 いの か、 感 覚が まひす るよ う

なお も しろい空 間 をつ くりだ していければ と考 え
ています。
さまざまな箱 の もつ本 来 の魅 力が少 し増 している

私の箱 です。

The　 visitor　 enters　 a　1.7m　 square　 cube　 and

touches　 a　small　 cube　 that　 is　placed　 inside.

Then,　 the　 visitor　 hears　 a　sound　 emanat-

ing　from　 the　 large　 cube　 that　 the　 small　 box

has　 detected　 his/her　 presence;if　 he/she

touches　 the　 top　 surface　 of　the　 small　 box,

this　 sound　 comes　 from　 the　 top　 surface,　 and

if　he/she　 touches　 the　 right-hand　 surface,　 it

comes　 from　 that　 surface.

The　 visitor　 may　 experience　 a　sensation　 like

someone　 else　 is　also　 touching　 the　 box　 in

which　 the　 visitor　 enclosed,　 and　 at　the　 same

time,　 there　 is　someone　 inside　 the　 box　 that

thevisitortouches.

Previously　 I　created　 a　work　 that　 would　 de-

velop　 as　 a　person　 moved　 freely　 around　 and

used　 the　 space/location,　 but　 this　 time　 I

wanted　 to　create　 something　 where　 people

could　 feel　 a　sense　 of　spatiality　 and　 depth

while　 being　 inside　 a　restricted　 space.

Although　 it　is　only　 1.7m　 square,　 by　 inco卜

porating　 certain　 mechanisms　 I　wanted　 to

create　 an　 interesting　 space　 thatwould　 numb

the　senses　 so　 a　viewerwould　 be　 unsure　 if　it

was　 large　 orsmall.

My　 box　 builds　 on　 the　 various　 appealing　 fea-

tures　 inherent　 in　boxes.
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『まま ごと四 畳 半 』は自分 の操 作 によ って、作 品

内にア クション を起 こすこ とが出来 るFlashア ニ
メー ションです。

画面 に表れる四 畳半 の部 屋 では、女 の子 がひとり

眠 っています。 その周 りに置いてあ る読 みかけの
本や つけっぱ な しのテ レビに触 れると、 何 か しら
の怪 異 が部 屋 に起 こります。

それ は女 の子 の見 る夢なの か、はた また現 実 に起
こっているこ となのか。

女 の子 が目覚 めない限 り、その疑 問が解 けること

はないのです。
この作 品 では四 畳 半 の部 屋 が舞 台 にな ってい ま

す。 この極 めて 日本 的 な空 間 を舞 台に した理 由
は、 私 が 「生 活 」とい うものに大 きな関 心 を抱 い

ているためです。
四畳 半 には 「人一 人が生 活 してい く最 小 の単 位 」

とい うイメージがあ ります。 そこは住 む人 が支 配

する一つの世界 だと言 えるの ではないで しょうか。
この作 品で は他 人に は介 入で きないその人だ けの

「生活 」=「世 界 」を表 現 したいと思 っています。

26 ま ま ご と 四 畳 半
The　 playhouse　 in　a　41/2　 mats-room
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The　 playhouse　 in　a　41/2-mats　 room　 is　a　Flash

animation　 in　which　 the　 useピs　 own　 opera-

tions　 can　 generate　 actions　 inthework.

Agirl　 is　asleep　 in　the　 41/2-mats　 room

that　 appears　 on　 the　 screen.　 When　 the　 user

touches　 the　 things　 around　 her,　 such　 as　 a

half-read　 book　 and　 a　TV　 that　 has　 been　 left

on,　strange　 events　 take　 place　 in　the　 room.

Are　 these　 events　 part　 of　the　 girじs　dream,　 or

arethey　 real?

As　 tong　 as　 the　 girl　 does　 not　 wake　 up,　this

cannot　 be　 answered.

This　 work　 is　set　 in　a　41/2-mats　 room.　 The

reason　 I　chose　 thisvery　 Japanese　 setting　 for

my　 work　 was　 because　 I　am　 very　 interested

inthe　 concept　 of"lifestyle".

A41/2-mats　 space　 has　 the　 impression　 of

being　 the　 minimum　 space　 that　 a　person　 can

live　in.　Maybe　 it　can　 be　 said　 to　comprise　 a

world　 controlled　 by　 the　 person　 who　 lives

there.

With　 this　 work,　 I　wanted　 to　 portray　 the
"lif
estyle"_"world"of　 that　 one　 person,　 into

which　 no　one　 else　 can　 intrude.
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060

RearWindow

IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBITION　 CATALOGUE

本 作 品 は、PCデ ィスプ レイに向 か ってい て 「ど
う して、 マウスカーソル は矢 印の形 を しているの
か」「マウスカーソルが動 かな くなる と、なぜ身 体

まで止 まった様に感 じるの か」とふ と疑 問 に思 っ
たこ とがきっかけで制 作 した。

普段 気 に留めずに操 作 してい るマ ウスカーソルが
主 人公のWebコ ンテ ンツ。

『RearWindow』 とは裏 側 にあ る窓 とい う意 味
で、そこか らは普段 見 えない世 界 が見 える。 この

Webサ イ トでは、マウスカー ソルが ブラウザ ウィ
ン ドウに映 し出 され た風 景 の中に入 り込 んで しま

う。 建 物 に隠 れ、 水 面 に映 り、 山の向 こうに消
えてい くマウスカー ソル。 その様 子 が2つ の画 面
で表 示 される。 それによ り、鑑 賞者 はマウスカー
ソルの動 きを2つ の視 点か ら同 時 に見 ることがで

き、デ ィスプレイ とい う平 面 に空 間 性 が与 え られ
る。 映 し出 された個 々の画 像 の 中の時 間 と、鑑

賞 者がカー ソル を操 作す る時 間 を同 じ くする試 み
である。



Iwas　 motivated　 to　create　 this　 work　 by　ques-

tions　 that　 occurred　 to　me　 staring　 at　my　 PC

monitor:Why　 is　the　 mouse　 cursor　 in　the

shape　 of　an　 arrow?When　 the　 mouse　 cursor

doesn't　 move,　 why　 do　 I　feel　 as　 if　my　 whole

body　 has　 stopped?

The　 work　 is　Web　 contents　 with　 the　 central

theme　 of　the　 mouse　 cursor,　 something　 that

we　 usually　 operate　 without　 giving　 a　second

thought.

Rear　 Window　 means　 the　 window　 at　 the

back,　 through　 which　 you　 can　 see　 a　world

that　 is　normally　 invisible.　 On　 this　 Website,

the　 mouse　 cursor　 moves　 inside　 the　 scen-

ery　 shown　 on　 the　 browser　 window.　 It　hides

in　buildings,　 reflects　 on　 water,　 disappears

behind　 mountains.　 This　 is　displayed　 on　 two

screens,　 enabling　 the　 viewer　 to　 see　 the

movements　 of　the　 mouse　 cursorsimultane-

ously　 from　 two　 viewpoints.　 This　 gives　 spa-

tiality　to　the　 flat　surface　 of　the　 monitor.　 The

time　 within　 each　 projected　 image　 is　made　 to

be　 the　same　 as　 the　 time　 taken　 by　the　viewer

to　move　 the　 cursor.

STUDIO2
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28 patchwork　 movie

Web、 サーチエンジ ン、ユーザの心 理の間に、有

る ような無い よ うな、つ なが りについての作 品 で

す。 客 観 的 に見 れ ば この3つ の間 は不 連 続 で す
が、操 作 しているユーザの主観 的 な立 場 から見 れ
ば、それ らを連続 的に捉 えることも可 能である し、

ブラ ウジングと ともに変 化 するデ ィスプレイ表 示
は、ユ ーザ の思 考 の変化 と対応 してい るとも言 う

ことがで きると思 います。
この作 品 で は、 デ ィスプ レイ に表 示 され たWeb

上 の デー タに対 して抱 く距 離 感 や意 味 を、 短 い
ス トー リーの中に まとめま した。 普段 の ブラウジ

ング と一緒 で、マ ウスでス トー リー を追 いか けま

す。Web、 サ ーチエンジン、ユーザの心 理 はそれ

ぞれ ブラウザ ウ ィン ドウに納 め られ、 デス ク トッ
プ上 には3つ の ブラウザ ウィン ドウが並 びますが、

それ らはつなが ってい るよ うな、いな いよ うなも
のです。

This　 work　 is　about　 a　connection　 that　 may,

or　 may　 not　 exist,　 among　 the　 Web,　 a　search

engine,　 and　 the　 psychology　 of　the　 user.　 Ob-

jectively　 viewed,　 these　 three　 aspects　 are　 un-
connected,　 but　from　 the　subjective　 viewpoint

of　the　 userwho　 is　operating　 the　 system,　 it　is

possible　 to　see　 them　 as　 linked.　 I　believe　 that
it　also　 possible　 to　say　 that　 the　 changing　 con-

tents　 displayed　 on　 the　 monitor　 as　 browsing

occurs　 correspond　 to　the　 changing　 thoughts

of　the　user.

In　my　 work,　 I　created　 a　short　 story　 to　de-

pict　 the　 meaning　 of　and　 sense　 of　distance
experienced　 with　 regard　 to　Web　 data　 dis-

played　 on　 the　 screen.　 Just　 as　 with　 normal
browsing,　 the　 user　 follows　 the　 story　 using

the　 mouse.　 The　 Web,　 search　 engine,　 and

psychology　 of　the　 userare　 each　 contained　 in
abrowser　 window.　 Three　 browser　 windows

are　 arranged　 on　 the　 desktop,　 and　 they　 ap-

pearin　 some　 ways　 linked,　 but　 in　some　 ways
separate.

STUDIO1
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29 reminiscing

『reminiscing』 は、 ブラ ウザ で鑑 賞 す る ウェ
ブアニ メー シ ョ ン作 品 で す。 アニメー シ ョ ンは

自分 の記 憶 をモチ ー フに制 作 され た もので、あ
る 日の ある人 との ある出来 事 を思 い出 し、3秒 程

度 の手 描 きのアニ メー ションで表 現 しています。

Flashで 制 作 されたペ ージか ら見 る事が でき、記
憶 のアニ メー シ ョンとともにサ ーバにア ップ して
い る各 々のア ニメー ションを説 明す るテキス トの

キ ーワー ドを追 っ て、 別のア ニメーシ ョンを見て
い く仕 組 み にな って いま す。 ユ ーザ が右側 にあ

るテ キス トの赤 くなって いる部 分 をクリックする

と、それが他 のア ニメー ショ ンと リンク している
の で、 別の記 憶 のアニ メー シ ョン を見 る事 がで き

ます。 この作 品の アニメー ションは更 新 されてい
くもの であ り、まだ まだ続 けてい く予 定 です。

reminiscing　 is　a　Web　 animation　 work　 viewed

on　 a　browser.　 I　created　 the　 animation　 based

on　 the　 concept　 of　my　 own　 memory.　 I　recall

something　 that　 happened　 on　 a　certain　 day

with　 a　certain　 person　 and　 portray　 each　 event

in　a　three-second　 hand-drawn　 animation.

The　 animations　 can　 be　 viewed　 on　 a　Web-

page　 designed　 using　 Flash,　 which　 is　set　 up
so　 that　 the　 viewer　 can　 trace　 keywords　 from

the　 explanatory　 text　 accompanying　 these
"
memory"'animations　 that　 I　have　 uploaded

to　the　 server,　 and　 view　 a　different　 animation.

The　 red　 part　 of　the　 text　 on　 the　 right-hand

side　 is　linked　 to　another　 animation,　 so　 by

clicking　 on　 this,　the　 user　 can　 view　 the　 next

memory　 animation.　 The　 animations　 con-

tained　 in　this　 work　 are　 regularly　 updated,

and　 I　planto　 continuewith　 this.

STUDIO2
山 田 拓 生YAMADA　 Takuo

1979年 、 愛 知 県 生 ま れ　 Born　 in　1979,　 Aichi　 Prefecture

http://www.yamadatakuo.com/
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30 becoming

Webサ イ ト上 で不 特 定 多 数 の参 加 者 が 映 像 の
断 片 をつ ない でい くこ とに よ り、ひ とつづ きの

ショー トムービーを作 る企 画 です。
企 画 の全 ては、 私 が管 理 運 営 す るWebサ イ トを

通 じて行われます。
参 加 者 は、このWebサ イ ト上 で ス トリー ミング

された映像 を観 て、それにつ ながる ように次の 映
像 をWeb上 の フ ォー ム か らア ッ プロー ドす る。

それが順につ なげ られ てス トリー ミングに かけ ら
れる。 参加 者 はそれを見 て次のムー ビー ファイル

を提 供す る。 これ を繰 り返 します。
この企 画 で は、特 権 的な作 者 や具 体 的 な完 成 形

態 を設 定 しませ ん。 参 加 者 が ゲー ムの よ うに映

像 をや り取 りす るこ とで、 参 加 者 の 自発 的 な行
為 連 鎖 を誘発 する 「場 」を形 成 し、 映像 制 作 の新
たな可 能性 を提 示 することを目指 しています。
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My　 project　 involved　 anonymous　 members　 of

the　 public　 connecting　 fragments　 of　images

together　 on　 a　Website　 so　 as　 to　create　 one

continuous　 short　 movie.

The　 project　 was　 completely　 carried　 out　 on

thewebsite　 that　 I　manage.

Participantsviewthe　 streaming　 video　 on　 this

site　 and　 upload　 the　 next　 image　 to　connect

to　this　 video　 from　 a　Web　 form.　 Each　 such

image　 is　joined　 in　sequence　 and　 streaming

is　applied.　 The　 participants　 view　 this　 and

provide　 the　 next　 movie　 file.　This　 process　 is
continually　 repeated.

This　 project　 does　 not　 specify　 a　creatorwho

has　 special　 privileges　 and　 neither　 does　 it

state　 the　 particularform　 that　 the　 movie

must　 take.　 By　 enabling　 participants　 to　ex-

change　 images　 like　 a　game,　 I　wanted　 to

create　 a"stage"to　 stimulate　 a　spontane-

ous　 chain　 of　action　 among　 participants,　 and

present　 new　 possibilities　 in　movie　 creation.

STUDIO2
土 居 哲 真DOI　 Tetsuma

1975年 、広 島 県生 まれ　 Born　 in　1975,　 Hiroshima　 Prefecture

http://www.devenir.info/
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13 コス モグ ラフ ィア ・ジオ ドラマテ ィカ
cosmographic　 geodramatica

夜 の街 を 自転 車 で走 ってい る と、 暗 い闇の 中 に

窓の光 だけが ぽっか りと浮かび、あたか も映 像の
よ うに見 えてき ます。 その光の中 にはおそ らく人
が いて、それぞれ にそれ ぞれの生 活 を送 ってい ま

す。 笑 ってい る人 もいれば、怒 っている人 もいる
で しょう。 晩 ご飯の用 意 を しているか も しれ ない

し、特 に これ と言 って何 も していない かも しれ ま
せん。 その様子 を映像 と建物 を組 み合わせた風 景

と して再 構 築 して観 た時に、物 語の よ うな もの か

浮かび上 が ります。
同 じ時代 の同 じ場 所 に暮 らしてい ることの不 思 講

さ、偶 然で成 り立 って いる 「今 」に想 像 力を働 か
せて欲 しい と思い ます。 そ して暗 闇の 中で窓が浮
かんでい たら、この作 品の こ とを思 い出 して頂 け

れば幸 いです。

When　 you　 ride　 a　bicycle　 through　 the　 town　 at

night,　 all　you　 can　 see　 is　the　 faint　lights　 from

windows　 dotted　 around　 in　the　 empty　 dark-

Hess　 and　 it　seems　 just　 like　 a　movie.　 In　the

rooms　 from　 where　 the　 lights　 shine　 there　 are

most　 probably　 people　 going　 about　 theirdaily

lives.　Some　 would　 be　 laughing,　 some　 would

be　 angry.　 Maybe　 they　 are　 preparing　 dinner

or　maybe　 they　 are　 not　 doing　 anything　 in　par-

titular.　 When　 you　 reconstruct　 and　 consider

this　 state　 of　affairs　 as　 scenery　 combining

video　 images　 and　 buildings,　 something　 like

astory　 emerges.

Iwant　 the　 audience　 to　use　 their　 imagina-

tion　 to　consider　 the　 strangeness　 of　living　 in

the　 same　 place,　 in　the　 same　 time,　 and　 the

coincidence　 of　the"presenゼ.　 l　will　 be　happy

if　people　 remember　 my　 work　 the　 next　 time

theyseewindows　 shining　 inthe　 dark.

DSP
course 林 洋 介HAYASHIYosuke

1982年 、 滋 賀 県 生 まれ　 Born　 in　1982,　 Shiga　 Prefe⊂ture

http://www.iamas.ac.jp/-ugyaa-03/ysk/
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この作 品で は、 役者 の台詞 の ピッチ とア タックを

セ ンシング し、 イエモ ンの 反応 と してライ トを点

消 させてい ます。 それ ぞれのライ トはイエモ ンの
反 応 と して、それぞれ意 味 を持 っています。
登 場 人 物 は、お岩 とイエモ ンの2人 だ けです。 お

岩 役の役 者 と、 イエモ ン役の コンピュータが、相
互 に働 きかけるこ とで物語 は展 開 していきます。
四 谷 怪 談 を選 んだ理 由 は、 作 品 の根 底 にある も
の が、 恨 み、つ らみ、とい っ た目に は見 え ない、

根 本 的な人 間の感情 だか らです。

通 常 の演 劇 では、役 者 同 士 がそ れぞれの シー ン
につい て稽 古の 中でイ メー ジを擦 り合わせ、共 有

し、 物 語 を展 開 させて い くの に対 して、 一 人 芝
居 では、舞 台に立 つ1人 の役者 の イメージによ っ
て創 られてい きます。

私 は、 役 者に対 して、 インタラ クテ ィブに働 くシ
ステム を使 うこ とに より、 役 者が システムに対 し
て正 確に認 識 され るように演 じようと努 める こと

で生 じる、 一 人芝 居 とも、 人 間 の共 演 者 がい る
もの とも違 う状 態の 中で得 られる役 者 の演 技 か

ら、お岩の葛藤やすれ違 う要素(誤 解 や思 い込 み)
を描 き、役 者 とコンピュータ、観 客 によって創 ら

れる、 通 常 の演劇 とも、 一 人芝 居 とも違 う新 し
い世界 観(体 験)を もたらしたい と考 えてい ます。

32 自説四谷怪 談 「拝啓、イエモン様」
"H
aikei,　 IEMON-sama"Apersonal　 interpretation　 of　Yotsuya　 Kaidan
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In　mywork,　 the　system　 senses　 the　 pitch　 and

attack　 of　the　 actoピs　 lines,　 and[EMON〔cha卜

acterJ　 reacts　 by　shining　 and　 dimming　 a　light.

Each　 light　has　 a　different　 meaning　 in　terms

of　lEMON's　 reactions.

There　 are　 only　 two　 characters:OIWA　 and

IEMON.　 The　 story　 develops　 out　 of　the　 inter-

action　 between　 the　 person　 who　 plays　 OIWA

and　 the　 computer,　 who　 is　IEMON.

The　 reason　 I　chose　 Yotsuya　 Kaidan　 was　 be-

cause　 the　 emotions　 at　the　 core　 of　this　work,

resentment,　 bitterness　 and　 so　 on,　 are　 the

basic,　 invisible　 human　 emotions.

In　an　 ordinary　 drama,　 the　 actors　 rehearse

and　 discuss　 with　 each　 other　 their　 interpre-

tation　 of　each　 scene,　 developing　 the　 story　 in

thisway.　 On　 the　 other　 hand,　 inthe　 case　 of　a

one-man　 performance,　 the　 story　 is　created

according　 to　the　 image　 of　the　 single　 actor　 on

the　stage.

By　 using　 a　system　 that　 interacts　 with　 the　 ac-

tor,　I　wanted　 to　portray　 OIWA's　 struggle　 and

the　 elements　 of　misunderstanding　 and　 as-

sumption　 that　 exist　 in　the　 story,　 through　 the

performance　 of　the　 actor,　 which　 is　brought
about　 by　trying　 to　act　so　 as　 to　be　 accurately

recognized　 by　the　 system,　 and　 is　different

from　 the　 circumstance　 of　either　 a　one-man

show　 or　 performance　 with　 another　 human

actor.　 I　wanted　 to　 provide　 a　new　 worldview

(experience)created　 by　 the　 actor,　 computer

and　 audience,　 that　 is　different　 both　 from　 an

ordinary　 performance　 and　 a　one-manshow.

DSP
course 1 三 宅 泰 子MIYAKE　 Yasuko

1979年 、 岐 阜 県 生 まれ 　 Bom　 in　1979,　 Gifu　 Prefecture
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33 IAMAS　 2005　 PR

情 報科 学 芸 術 大 学 院大 学 第3期 生 と、 国際 情報
科 学 芸 術 アカデ ミー第8期 生 の合 同 卒 業 制 作展
の総合 デザイ ンを担 当。
ポス ター、 フラ イヤー、DMの 宣 材 と、会 場 で配

布 するパ ンフレ ッ ト、会 場 バナー などのイラス ト
か らデザ インまで をお こなった。

新 しい試 み と して、 卒 展 出 品者 の似 顔 絵 ス タン
プ に よ る スタンプラ リー を計 画 し、 スタ ンプラ
リーの できるパン フレッ トをデザイン。 似 顔 絵ス

タンプの似 顔 絵 も制 作 した。

まず始 めにポス ターによ って卒 展 の メインイメー

ジを制 作 した が、 転 換 期 に あ る と言 わ れて いる
IAMASの 、 これか ら先 の見 え ない混 沌 とした状

況 の中 で、 今 年 の卒 業 生 達 が どの ような作 品 を
卒 展 で見 せて くれるのだ ろうかと、ポ スター を見
た人 達に感 じて もらえるよ うなものに したい と考

え、その イメージ を、 フライヤ ーか らDM、 会 場
デザイ ンへ と移 行 させ ていった。

ポスタ ー:B2/フ ライヤ ー;A4/DM:100mm×
148mm/パ ンフレット:7つ 折り752.5mm×215mm

Iwas　 responsible　 for　the　 overall　 design　 of

the　 IAMAS　 Graduate　 Exhibition　 2005.

Iwas　 involved　 in　everything　 from　 the　 illus-

tration　 to　the　 design　 of　posters,　 fliers,　 DM

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1-　　　一　　　　　　　　　　聰一　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

at　 the　 exhibition,　 exhibition　 banners

and　 so　 on.

isements.　 pamphlets　 distributed

As　 a　new　 idea　 this　 year,　 I　planned

astamp　 collection　 activity　 for　visitors

using　 stamps　 of　the　 facial　 caricatures　 of

each　 exhibitor,　 and　 designed　 the　 pamphlet

for　this.　 I　also　 created　 the　 facial　 caricature

stamps.

lfirst　 developed　 the　 main　 image　 of　 the　 exhト

bition　 poster.　 I　wanted　 people　 who　 saw　 the

poster　 to　 wonder　 what　 kind　 of　 works　 this

year's　 graduates　 would　 produce,　 given　 that

we　 are　 at　 a　turning　 point　 at　 IAMAS　 where　 the

future　 is　unknown.　 I　then　 used　 this　 image　 as

abase　 for　 the　 flier,　 the　 DM,　 and　 exhibition

hall　 design.

Poster:B2,　 Flier:A4,　 DM:100mmX148mm,

Pamphlet:7-folds,752.5mmx215mm

DIT
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34 その先
Just　 ahead

「時 間 」は 「時 間 」と呼 ばれる遥 か先 か ら存 在 し
「時 間 」と呼 ぶ ものが この世 か ら消 滅 して も 「そ
れ」は遥 かまで あり続 けるのだろ う。
だと した ら「それ」を「時 間 」と名づ けた瞬 間 も「そ

れ」の中に含 まれて しま うのだ。

私 はその偉 大な存 在 に敬 意 を払い 「時間 」と呼 ぶ
こ とをやめ たい。

そ して言 葉 で しか伝 える ことができない愚 かな私
の精 一杯 と して 「流 れ」と呼び たい。

そ して、 私 が 「時 間 」を 「流 れ 」と呼ぶ こ とに決
めた とき と同 時 に、 この 「流 れ 」の遥 か なる先 は

ど うな ってい るのだろ うと考 えた。 私 はこの 「流
れ」が行 く先 を自分の もてる力 を使 い映像 で表 現
してみるこ とに した。

3DCGを 用 い たこの作 品 は映 像 と して だけで は
な くほんの りインタ ラクテ ィブと して展 示。
ほんの り過ぎて気づ かれなかったのが玉 にキズ。

"Ti
me"existed　 long　 before　 it　was　 given　 the

name"time",　 and　 even　 if　the　 word"time"

disappears　 from　 thisworld,"iゼwiUcontinue

to　 exist.

Therefore,　 the　 instant　 that"it"was　 given　 the

name"time"is　 also　 included　 inside"it"'.

Out　 of　 respect　 for　 this　 grand　 existence,　 I

want　 to　 stop　 calling　 it"time".

But　 my　 powers　 are　 limited　 and　 I　can　 only　 ex-

press　 such　 notions　 using　 words,　 so　 as　 a　best

attempt,　 I　wish　 to　 use　 the　 expression"flow".

When　 I　decided　 to　 refer　 to"time"as"flow",

Ibegan　 to　 wonder　 where　 this"flow"leads.　 I

tried　 to　 use　 images　 to　 express　 the　 destina-

tion　 of　 this"flow"to　 the　 best　 of　 my　 ability.

Iexhibited　 this　 work,　 which　 uses　 3DCG,　 not

just　 as　 a　 video　 work　 but　 also　 made　 it　ever　 so

slightly　 interactive.

Unfortunately　 the　 interactivity　 part　 was　 too

subtle　 to　 be　 noticed　 by　 visitors.

CGI
course

石 垣 裕 子ISHIGAKI　 Yuko
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35 体から塊へ
from　 body　 to　 mass

この作 品は映像 イ ンスタレーシ ョンである。

そ こで表 現 したい もの は、 毎 日 見慣 れてい る自
分 自身の体 を別の視 点 か ら捉 えるこ と。
一 度体 をば らば らに して部 分 部 分 をクローズア ッ

プ させ た時に見 えて くる、今 ま で自分 に見 えてこ
な かった動 きや形 の変化。

或 いはそ うした体の形 や動 きが体ではな く抽 象的

な形 態 として見 えて くる感 覚。

人 間の持つ、 生々 しさ、存 在 感、匂 い、空 気 感、
いや らしさ、うちに潜 む闇、etc。

それ らを取 り巻 く空 間すべ てが人 間 とい う塊 とし

て見 えて くること。

協力:伊 波晋

This　 work　 is　a　video　 installation.

Iwanted　 to　portray　 my　 own　 body,　 which　 I

see　 in　the　 mirror　 every　 day,　 from　 a　different

perspective.
When　 I　took　 my　 body　 apart　 and　 took　 a　close-

up　 look　 at　each　 part,　 movements　 and　 chang-

ing　forms　 became　 visible　 that　 I　had　 not　 been

aware　 of　up　 to　now.

It　seemed　 like　these　 shapes　 and　 movements

of　 my　 body　 were　 not　 actually　 my　 body　 but

rather　 abstract　 forms.　 Human　 sensations　 of

raw　 vividness,　 existence,　 smell,　 the　 sensa-

tion　 of　 air,　 sexuality,　 vulgarity,　 the　 darkness

inside　 of　 us,　 etc....　 These　 things　 exist　 in　 a

space　 which　 appears　 as　 the　 entity　 we　 call

humanity.

thanksto:IHAShin

DIT
course
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36 『「接触感」の記 録の映像』
touch　 sensation

わた しは、 人 でない ことへの状 態へあ こが れを抱

くと同 時 に地 に足 を付 けて生活 したい とい う思 い
が あ ります。 この ため わた しが女 性 崇 拝 者 であ

る ことを実 感 する ことで、 人で ない状 態 へのあこ
がれ を押 さえるこ とがで きるの ではない かと考 え

てい ます。

協力:田 村ちさ、矢野ちか子、山川K.尚 子、山田富美、
吉村誠貴

Sometimes　 I　wish　 that　 I　were　 not　 human,

but　 at　 the　 same　 time　 I　want　 to　 live　 my　 life

soundly,　 rooted　 in　 reality.　 Therefore,　 I　think

that　 by　 feeling　 that　 I　worship　 women　 I　may

be　 able　 to　 suppress　 my　 desire　 to　 be　 non-

human.

thanks　 to:TAMURA　 Chisa,YANGChikako,　 YAMAKAWA　 K.

Hisako,　 YAMADA　 Fumi,　 YOSHIMURA　 Masaki

STUDIO1

西 脇 直 穀NISHIWAKI　 Naoki
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37ドロ ツプ國DROP

映 像 始め て2年 間や ってみた集 大 成。
この10年 間 見 てきた もの をそれ ぞれ 自分の 中で
の位 置 をた しかめ壊 し、 融 合 して吐 き出 した イ

メー ジムービー。

音 楽:松 本祐 一

My　 work　 is　a　culmination　 of　these　 two　 years

since　 I　began　 studying　 imageworks.

Ireflected　 on　 the　 things　 that　 had　 happened

to　me　 in　the　 past　 ten　 years,　 and　 then　 decon-

strutted　 these　 events,　 merging　 and　 expel-

ling　 images　 to　produce　 an　 image-movie.

music:MATSUMOTO　 Yuichi

CGI
course 津 田 志 保TSUDA　 Shiho

1980年 、岐 阜 県 生 ま れ　 BQm　 in　1980,　 Gifu　Prefecture

http://www.iamas.ac.jp/-OxO3/st

WORKS 081





38 種
kusa

一 枚 の完 成 され た絵 　一 枚 一 枚 に は　日々 日常

で何 気 な く自 分 が思 って い るこ とが描 か れて い
る。 その描 いている ときに思 っているこ とを一つ

の世 界 と して　何 枚 も絵 を描 く。
その別 の世 界 同 士 を くっつ け合 わせ 　実 際 は繋
がってい ないのだ が全 ての世 界 が繋 がって見 える

ような不 思議 世 界 が展 開 してい く。
しか し全 ての世 界 は日々自分 が思 っているこ とな

の だ。
つまりは全 ては自分 の日常 なのだ。

そ う全 ては自分 を作 った種 なのだ。

In　each　 picture　 I　draw,　 the　 casual　 thoughts

Ithink　 everyday　 are　 somehow　 portrayed.

Regarding　 each　 of　the　 thoughts　 I　had　 when

drawing　 these　 pictures　 as　 one　 world,　 I　drew

many　 pictures.　 When　 you　 put　 these　 sepa-

rate　 worlds　 together,　 somehow　 a　strange

and　 unique　 world　 comes　 to　light,　 wherein　 it

apears　 that　 all　worlds　 are　 connected,　 even

thoughtheyare　 actuallyseparate.

However,　 all　worlds　 are　 in　fact　 what　 I　think

about　 each　 day.

Inotherwords,　 theyare　 all　my　 daily　 life.

They　 are　 allthe　 seeds　 that　 I　myself　 created.

CGI
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39 軌跡 映画1:サ イクロプス
Tracks1:Cyclops

『軌 跡 映 画1:サ イクロプス 』におい て撮 影 者 は、
時 間、 場 所 、方 向 を数 値 に よっ て決 定 す るルー
ル に従 って撮 影 を行 う。 撮 影 者 は、 自分の 家 を

出発 し、GPS受 信 機 に表 示 され る緯 度、 経 度な
どの数値 をたよ りに移 動 し続 ける と半 径3kmの

円 を描 い て出 発 地 点 に戻 る ことに なる。 この円
周 を36分 割 した地 点 で20秒 間 、40分 ごとに(24

時 間の36分 割)進 行 方 向に向 かって撮 影 を行 う
とい うのが今 回のルール。 また、90度 ご との撮 影
ポ イン トで撮 影 者 は、その場 所 の壁や地 面 にね じ

を打 ち付 ける ことに した。 かつ てね じを打 った場
所 を再 び訪 れ ることで、 異 なる日付 ごとの映像 に
つ なが りを持 たせ、GPSの 数 値 空 間 と実 際の 環

境 を重 ね合 わせるための 目印 となる。

In　Tracks　 1:Cyclops,　 photographers　 film　 ac-

cording　 to　numerical　 rules　 that　 determine

time,　 place　 and　 direction.　 The　 photogra-

phers　 leave　 their　 homes　 and　 guided　 by　 a
GPS　 receiver　 that　 displays　 longitude　 and

latitude　 values,　 make　 a　loop　 having　 a　3km

radius　 and　 return　 to　the　 starting　 point.　 The

rules　 are　 that　 this　 loop　 is　divided　 into　 36

points　 and　 they　 stand　 at　one　 of　these　 points

every　 40　 minutes(1/360f　 24　 hours)and　 film

facing　 forward　 for　 20　 seconds.　 Further,　 at

each　 filming　 point　 that　 is　90　 degrees　 from

the　 previous　 one,　 the　 photographers　 ham-

mer　 nails　 into　 walls　 or　 the　 ground　 at　the

scene　 to　serve　 as　 landmarks　 that　 overlap

GPS　 numerical　 space　 with　 the　 real　 environ-

ment,　 and　 to　 mark　 continuity　 in　 images

taken　 on　 different　 dates　 when　 these　 scenes

are　visited　 again.

STUDIO2

木 村 悟 之KIMURA　 Noriyuki
1977年 、群馬県生まれ　Born　in　1977,　Gunma　 Prefecture
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40 60H

1時 間 毎 に1カ ッ ト60秒 の撮 影 を60時 間 続 ける
とい う規 則 に従 い制 作 した映像 作 品。2005年2

月18日6時 か ら2月20日18時 までの60時 間。
その60時 間 の中 での撮 影 者 自 身の心 境、 変 化、

衝 動 と偶 然の記 録 を試 みるもの。

Avideo　 work　 made　 by　filming　 one　 60-second

take　 every　 hour　 for　60　 hours.　 The　 60　 hours

were　 from　 6.00am　 on　 February　 18to　 6.00pm

on　 February　 20,2005.

The　 work　 attempts　 to　 record　 the　 moods,

changes,　 impulses　 and　 coincidences　 con-

cerning　 the　 cameraman　 himself　 over　 the　 60

hours.

CGI
course

research
student

本 間 無 量HOMMA　 Muryo
1981年 、千葉県生まれ　Bom　 in　1981,Chiba　 Prefecture
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14 阿畔二字 〈アウンニジ>
AUNNIJI

阿は最初 の字 音、噂 は最 後 の字 音。
この二 字 で最初 と最後 を表 す。

密 教 では これ を一 切 の 原初 と窮極 を象 徴 す るも
のと して阿 を万 有が発 生す る理 念の本 体、噂 をそ

れが帰着 する知徳 を意 味す るもの とす る。
4種 類 の抽象的 なア ニメーシ ョンを円状に配置 し、

それ を最 小単 位 とする。

その最 小 単位 とした円 状のアニ メーションを任 意
にコンポジットすることにより、本作 品は完 成する。

円状 に配置 された、 発 生 と消 失 を描 くア ブス トラ
ク トアニ メーシ ョンは、「は じま り」と 「お わ り」
の輪廻 をあ らわ し、その集 積 によ って、本 作 品 の

時 間軸 は紡 がれるのであ る。

音楽:松 本祐一

"A"　i
s　the　 first　sound　 in　Japanese　 orthogra-

phy,　 and"UN"isthe　 last.
These　 two　 characters　 represent　 both　 the　 be-

ginning　 and　 the　end.
In　esoteric　 Buddhism,　 they　 symbolize　 the

absolute　 origin　 and　 the　 ultimate,　 where"A"

is　the　 concept　 of　the　 origin　 of　all　things,　 and
"UN"i

s　enlightenment,　 where　 everything

concludes.

Four　 kinds　 of　abstract　 animations　 are　 ar一

ranged　 in　 a　 circle,　 and　 this　 is　 the　 smallest

unit.

The　 work　 is　completed　 by　 freely　 composing

these　 circularanimations.

This　 abstract　 animation,　 arranged　 in　 a　 cir-

cle,　 portrays　 creation　 and　 disappearance,

expressing　 the　 cycle　 from　 the"beginning"

to　 the"end"and　 through　 this　 accumulation,

thetime-line　 of　 the　 work　 unfolds.

music:MATSUMOTO　 Yuichi

CGI
course

research
student

早 川 貴 泰HAYAKAWA　 Takahiro

1979年 、 山 形 県 生 ま れ　 Born　 in　19791　 Yamagata　 Prefecture

http://www.iamas.ac.jp/-haya-02/
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090

"KODAMA"

"KDDAMA ‐mischievous　 echoes"

IAMAS　 2005　 GRADUATE　 EXHIBITION　 CATALOGUE

実 はね、森 の中 に は 「こだ ま」達 が住 ん でい て、
あなたの話 し声 をこっそ り聞いて るの。

そ して人の気 配 がな くなる と、あ なた達が残 した
話 し声 を使 って遊んで るの よ。
この森に は人 の目に は見 えない 「木 霊(こ だ ま)」

が住 んでいます。

「こだま」達 は人 の声 を空 気 ご と捕 ま えて集 めて
います。

そ して、人 の気 配 が しな くなる と、それまで に集
めておいた声のかたまりを取り出 して遊び始 めます。

「こだま」達 は人の気 配 を感 じると驚 い て声 と一
緒に隠れ て しまいますが、彼 らは人 がいる ことを

知 る と、新 しい声 を集め よ うと待 ち構 えてい るの
です。

プログラム:竹 谷康 彦

撮 影:萩 原健 一

協 力:三 原総 一郎 、鈴木 悦 久



Did　you　 knowthat　 there　 are"KODAMA"(echo

spirits)that　 live　 in　the　 forest　 and　 secretly

listen　 to　yourvoice?

And　 when　 all　signs　 of　people　 are　 gone,　 they

playwith　 the　voices　 you've　 left　behind.
Inthis　 forest　 there　 are"KODAMA",which　 are

invisible　 to　humans.

The"KODAMA"catch　 and　 collect　 the　 voices

of　humans　 inthe　 air.

Then,　 when　 all　signs　 of　the　 humans　 have

disappeared,　 they　 take　 out　 the　 voices　 that

they　 have　 carefully　 collected　 and　 begin　 playing.

When　 they　 sense　 a　person　 coming,　 the"KO-

DAMA"are　 surprised　 and　 hide　 with　 the　voic-

es.　But　 then,　 when　 they　 know　 that　 a　person

is　around,　 they　 poise　 at　the　 ready,　 hoping　 to

collect　 new　 voices.

programming:TAKEYAYasuhiko

photo:HAGIHARA　 Kenichi

thanks　 to:MIHARA　 Soichiro,　 SUZUKI　 Yoshihisa

STUD101

山 川K.尚 子YAMAKAWA　 K.　Hisako
1977年 、岐阜県生まれ　Born　in　1977,　Gifu　Prefecture
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※これら2つ の作品は、本人の意志により卒業制作展には展示されていません。

ANDコ ー ススケ ジューラ
AND　 course　 scheduler

今 回 制 作 した もの はグル ープスケジュール共 有 ソ
フ トウェア です。
この クライアン ト/サ ーバ ソフ トウェア を使 用す

れ ば、 グループスケ ジュール を共 有 するこ とが可
能 にな ります。 各 自でスケジュールを記 憶 しなけ
れ ばな らない とい う労 力 を削 減 した り、 メンバー

間 での グループスケ ジュールの整 合性 を高める と
い った効 果 が期 待 で き ます。 通 常、 グル ープス

ケジュールに追 加/変 更があ った際 には メンバー
は各 自のスケジュール帳に 内容 を追 加/変 更する
ことにな ります。
メンバ ー各 自で対 応 す る ために、 記 入 ミス等 が

あった場 合 にはメンバー間 での情 報の整 合性 は落

ちて しまいます。 また、 スケジュール を忘 れて し

まった り、スケジュール帳 を紛 失 した際 には メン
バ ーの 内の誰かに スケ ジュール を確 認 しなおす必

要 が生 じます。
これはグループスケ ジュール をメンバ ー各 自で保

持 しているために起 きて しまう問題 です。
これ らの問題 を解 消す る方 法 の一つ と して、 「グ

ルー プの スケジュール帳 をメンバ ー全 員 で共有 す
る」というものが あります。

情 報 源 を一つ にす るこ とによ り、 情 報 追 加/変
更の 際に生 じる負 担 軽 減 や情 報の整 合性 をあげ
るこ とが目的 です。

Icreated　 software　 for　sharing　 group　 sched-

ides.

Group　 schedules　 can　 be　 shared　 among

members　 using　 this　client-server　 software.

The　 benefits　 of　this　 software　 are　 that　 each

person　 no　 longer　 needs　 to　make　 an　 effort
to　remember　 the　 schedule,　 and　 the　 consist-

ency　 of　the　 group　 schedule　 is　maintained

among　 members.

Normally,　 when　 additions　 or　 changes　 are

made　 to　 a　group　 schedule,　 each　 member

must　 record　 the　 additions/changes　 in　their

diaries.

Since　 each　 member　 has　 to　act　 individually ,
if　mistakes　 etc.　 are　 made,　 the　 information

held　 by　 members　 becomes　 in　consistent.

Further,　 if　a　member　 forgets　 or　 has　 lost

their　 diary,　 they　 must　 reconfirm　 the　 sched-

ule　byasking　 another　 member.

These　 are　 problems　 that　 arise　 due　 to　the

fact　 that　 each　 member　 individually　 records

the　 group　 schedule.

One　 method　 of　eliminating　 these　 problems

is　to　share　 a　group　 schedule　 planner　 among

all　members.

By　 having　 a　common　 information　 source,

my　 aim　 is　to　 reduce　 the　 burden　 of　adding/

changing　 information　 and　 increase　 the　 con-

sistency　 of　information.

AND
course

芦 田 智 史ASHIDA　 Satoshi
・il年

、 京 都 府 生 まれ　 Born　 in　1980,　 Kyoto　 Prefecture
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長崎小6女 児殺害事件を踏まえ、児童を対象とするサイト管理者がすべきことは何か。
How　 should　 administrators　 of　children's　 websites　 respond　 in　light　 of　 the"Nagasaki　 6th-grader

homicide"incident?

年 次 制 作 で発 表 した 『こ どもけい じばん 』と 『こ

どもちゃ っと』を通 して、2004年 の6月 に長 崎で
起 こ った事 件 の 波 を直接 感 じたこ とを きっか け
に、サ イ ト管 理 者 が、 子供 達のために しなくて は

い けないこ とを改めて考 えるよ うになった。

現 存 する子供 が閲 覧す る可 能性 の高い100サ イ ト
を調 査 し、 考察 した。

Through　 my　 annual　 IAMAS　 works,　 Kids'Dis-

c{ノ55'oη　Bo∂rd　 and　 κ1d5'0ん ∂t,　l　direct[y　 feしt

the　 impact　 of　the　 June　 2004　 incident　 in　Na-

gasaki(where　 an　 elementary　 school　 student
stabbed　 her　 classmate　 to　death),and　 started

thinking　 about　 what　 Web-site　 administrators

should　 do　 to　protect　 children.

Iconducted　 a　study　 of　 100　 Websites　 that

have　 highchildren　 viewing　 ratings.

AND
course

棚 瀬 知 佳TANASE　 Chika
1984年 、岐阜県生まれ　Bom　 ln　1984,　Gifu　Prefecture

情 報 科 学 芸 術 大 学 院 大 学 第3期 生 修 士 論 文

MASTER'S　 THESES
石 塚 展 久
ISHIZUKA　 Nobuhisa

小 野 寺 啓
ONODERA　 Kei

木 村 悟 之
KIMURA　 Noriyuki

土 居 哲 真
DOI　Tetsuma

桝 尾 あ き
MASUOAki

山 田 拓 生
YAMADA　 Takuo

平 井 大 樹
HIRAI　 Taiki

榊 原 裕 介
SAKAK旧ARA　 Yusuke

櫻 井 俊 輔
SAKURAI　 Shunsuke

柴 田 知 司
S旧ATA　 Satoshi

前 崎 悦 子
MAESAKI　 Etsuko

真 下 武 久
MASHIMOTakehisa

撮 影 装 置 と 表 示 装 置 の 時 間 的 ・空 間 的 関 係 性
Aresearch　 on　temporaland　 spacialrelevance　 between　 camera　 and　 display

芸 術 表 現 と して の 演 算
Calculation　 system　 as　artistic　production

軌 跡 映 画 一 撮 影 行 為 の 軌 跡 に 基 づ く 実 写 映 像 表 現 の 可 能 性 一
Track　 Cinema‐The　 possibility　 offilm　 based　 on　a　track　 ofan　 acttaking　 movie‐

生 成 す る 映 像 一 行 為 連 鎖 に よ り生 成 さ れ る 映 像 の 可 能 性 一
"The　 Becoming　 Cinema"' ‐The　 possibility　 of　becoming　 images　 by　succession　 of　actions‐

マ ウ ス カ ー ソ ル と 手 一 カ ー ソ ル 操 作 に お け る メ タ ・イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 研 究 一
Hand　 and　 Cursor‐AStudy　 of　Meta-interaction　 in　using　 cursor‐

記 憶 を モ チ ー フ に し た ウ ェ ブ ア ニ メ ー シ ョ ン
Web　 Animation　 which　 used　 memory　 as　the　motif

携 帯 電 話 を用 い た 買 い 物 支 援 シ ス テ ム の 構 築
Construction　 of　the　shopping　 support　 system　 using　 the　cellular　 phone

MACア ド レ ス をIDと した ネ ッ トワ ー ク 管 理 技 術
Network　 management　 technologywhich　 set　the　MAC　 Address　 to　ID

検 索 を 用 い た ブ ラ ウ ジ ン グ か ら得 られ る 感 覚 の ア ナ ロ ジ カ ル な 表 現
Creating　 an　interactive　 artwork　 based　 on　search-engine　 supported　 web　 browsing

階 層 的 な 要 素 を含 む メ デ ィ ア デ ザ イ ン の 研 究 と イ メ ー ジ の 再 構 成 に よ る 表 現
Research　 of　the　layered　 information　 media　 design　 and　 expression　 from　 reconstruction　 of　image

昆 虫 を イ ン タ ー フ ェ イ ス と して 利 用 し た表 現 の 研 究
Research　 on　insect-based　 interfaces

展 示 空 間 で テ キ ス トメ ー ル を 利 用 し た メ デ ィ ア コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン作 品
Awork　 on　the　subject　 of　media　 communication　 using　 text-mailinexhibition　 space
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評判 の渦
【AMAS2005で は、 トー クセ ッションを3日 間 に渡 り開催 しま した。

初 回 は芥川 賞作 家のモブ・ノリオ氏 と本学教 授の吉岡 洋が 「ネイテ ィブ・ジ ャパニ ー
ズ・ス ピリッ ト」と題 し、高 度情 報 化社 会 によって浮 き彫 りに なった現 代 社 会の弱

者 をめ ぐる様々 な問題 を、 モブ氏の経 験 と著 作 『介 護 入門 』を通 し先 輩 と して語 っ
て頂 きま した。

第2回 目は、全 国 的に も珍 しいメデ ィアアー トを主に扱 う公共 文 化 施 設 の山 口情

報芸 術 センター(YCAM)と 、せんだいメディアテーク(smt)の 各 施 設の専 門 員、
学 芸 員 で、本 学 卒 業 生 で もある会 田大 也 氏(YCAM)と 清 水 建 人 氏(smt)の
お二 人 を迎 え、各施 設 での地 域住 民 との関わ りについ て、また、そこか ら見 えて来

た各施 設、地 域での問 題 点 等か ら、 自身の卒 業 校 であ る【AMASが ど う地 域 に貢

献すべ きか語 って頂 きま した。

第3回 目は、 昨 年度 までIAMASで 教 鞭 をと られ、現 在、 アニ メー ション作 家 と
して活 躍 中の布 山 タル ト氏、本学3期 生 で、海 外 での講 師 経 験 を持 ち、現 在、名

古 屋 造 形 芸 術 大 学 で教 鞭 を とってお られる グラフ ィックアー テ ィス トの大 石 暁

規 氏 のお二 人 をゲ ス トに迎 え、内 と外 か ら見 た メデ ィアアー ト教 育 機 関 と しての
IAMAS、 また、　IAMASの 今 後の在 り方 等につ いて在 校 生 も交 えて語 って頂 きま

した。

本 稿 は、布 山 タル ト氏 と大 石暁 規 氏の トークセ ッションか ら一 部 を抜 粋 し編 集 を
加 えたものです。

ゲ ス ト紹 介

布 山 タ ル ト/FUYAMAτaruto

アニメーション作家。 慶鷹義塾大学大学院政策・メディア研究科修了。2003年 より、
ジム・ウー ドリングのコミック 「FRANK」 や故杉浦茂の漫画 「SFの助」をアニメーショ
ン化するなど、紙 メデ ィア表現と映像メディア表現 をつなぐ作品 を制 作。「FRANK」
は、第7回 文化庁メディア芸術祭アニメーション部門優 秀賞受賞の他、SIGGRAPH、
lMAGINAな ど世界各地で上映多数。 最近ではCMや インスタレーション映像 など、
実写映像コンテンツのディレクションも行 う他、子どもむけアニメーション・ワーク
ショップの企画、展覧会キュレーションなども手掛ける。

大石暁規 /　 OISHIAkinori

グラフィック・アーティス ト。 京都市立 芸術 大学卒業後、IAMAS(国 際情報科学芸
術アカデミーアー トアンドメディア・ラボ科)修 了。Macromedia　 Directorで 制作
したIAMAS卒 業制作の作品"Micro　 Plantation"が フランス国際マルチメディア見
本市Milia2001の ニュータレン ト・コンペテ ィション部門 を受賞。 それを切っ掛けに
渡欧 し、仏クリエイティブ・スタジオTEAMcHmAnに て国際 的に活躍する。 現在、
2003年 よりECAL(ス イス州立ローザンヌ美術 大学)非 常勤講師を勤め、2004年 に
名古屋造形芸術大学 ・特任講師に就任する。
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評判の渦
布 山 タ ル ト(F)× 大 石 暁 規(0)司 会:早 川 貴 秦

「Whaゼs　 IAMAS!?」
一 メデ ィアア ー ト教 育 機 関 イア マ スか ら、そ して外 か ら見 える事 一
[]2005年2月27日(日)ソ ピアホール

今 回の卒 展の印 象、雰 囲気 はど うで しょうか?

F　 最 初 にポ ス トカー ドが届 い たん です よ。 そ
れ見 た時 は何 か面 白そ うだ なと思 い ま した。 彼

(永 島 靖 之)の イラス トがフ ィーチ ャーされてい
て、結 構 今 までにない感 じだな、ちょっと弾 けて

る感 じかな ってい うん で、かな りそ れ見 て期待 し
て来た ところはあるんで すけどね。 で も、実際 に

来 てみ た ら……。まあ、 あのイラス トみたい にグ
ワー っと人 がいて ワー っ と色ん な作 品 があってワ

イワイ、ガヤ ガヤ してる感 じを想定 して来 た訳 で
は勿 論 ないんだけれ ども、何 か違 う試み があるの

かな、み たいな ところは かなり期待 して たんです
けども。 で も結 局、割 と去 年 の雰 囲 気 と似 てま

すよね。
今 回招 待 されるこ とに なって、これまでの卒 展 を

振 り返 ってみた りしたん ですけど、毎 回何 か しら
展 示の方 法 とか見 せ方 とか、新 しい試み があった
なってい うのがあ るん です よね。 大 石君 の時 って

どんな感 じだ った っけ?

0　 僕 は、自分 の卒 展 以 降、来てな くて、記憶 は
ちょっ と古 いんです け ど、僕の時 は閉 じて て、 ド
ア か ら暗 闇の 中に入 って行 くって感 じで、そ こか

らオープ ンスペ ースに開いて、全 体が最 初に見 え
て、緩 やかに ブースに区 切 って分 けていて、何 か

ご ちゃごちゃに展 示 を していて、どれが どうか っ
て見てい く順 番 がよ く分 か らず……。

今 回の展 示 は、この冊 子 と一 緒 に順 番 で見れ て、

結 構、 一個 一 個 見 易 い な、 スペ ースデザ イン凄
いな って感 じて。 でも、真 ん中に一 番 シンボル と

なるよ うな強い作 品がないん で、ち ょっ と、こう、

小 粒がいっぱいある とい うか。 その ほ うが個 人の
スペースで作 り易 いか らかな?な んてこ とも感 じ

ま した。

こ うい ったスタ ンプラ リー とかも結 構 面 白いアイ
デアで、僕 もオ リジナルの スタンプが あ ります ん

で、捺 したい人は声 かけて下 さい(笑)。

F　 ス タンプラ リーに つい ては、 『お おが き ビエ
ンナー レ※1』の時 に、 スタ ンプラ リー目 当て でま
わる人 とか沢 山 いて、それは凄 く上 手 くい って、

上手 くいったこ とを次に継 承 してい くってい うの
は良い ことだ と思 います け ど、それに更 に、 また

新たなアイデ ィア を追加 して い くってい う部 分が
欲 しかったですけどね。

僕 ちょ っと急に思 い 出 したん だ けど、 大 石 君 と
僕、 彼 が入 学 す る前 に会 って るん です。 小 田 先

生 が凄 い面 白い子 が 入 ろ うと して るか ら、 アニ
メー シ ョンや りたい っ て言 って る し、話 聞 いて
み た いな ことで、僕 の作 品 とか見 せ た り とか し

て、あっ、そ うい えば、僕 の作 品 見 せたん だけ ど
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全然 見て ないな、こいつ って思 ったの覚 えて ます

(笑)。 そん時、彼 が手 帳 かな。 見せ てくれたんで
すよ。 その手 帳って い うのに、び っ しり、キ ャラ
クターが ワーっ と、描 いてあ るってい うの が何 冊

も何 冊 もあるんで すよね。 何 か凄 い と思 わせ るよ

うな力、 エネルギ ーみ たいな もの を感 じて、もう
やめて よって思 うよ うな感 じって い うの は、確 か
にそ ういう驚 きは大 石 君が いた代 か ら徐々 に薄 れ

ちゃって る感 じは、あるか も知 れない。

今回の卒 展の中で印象に残った作 品はなんですか?

0　 僕 はち ょっ と前 に着 いて、ば らば らば らと し

か見 てな くて、こ ん な性 格 で、布 山 さん がお っ

し ゃっ た よ う に、 人 の 話 は 聞 か な いの で(笑)、

の 中に入 って、その中 に またち っちゃい箱 があ っ

てってい う。 あの作 品 なんか は、ある意味 での分
かり易 さを持 った作 品 として、僕 は結 構 面 白い と

思い ま した。 そ うい う作 品 が逆 に 目立 つ な って

思ったんです。
ある意 味で は、そ うい う 「わか りやす い」方 向 で

は もはや行 き詰 まって るっ てい うよ うなIAMAS
の問題 意 識が あり、その反映 として、学 生 たちが

それぞ れの問 題 意 識 を深 め よ うと してい るの は、

凄 く感 じられるんで すけ ど、それが なんだ か単 に
「閉 じて る」感 じが凄 くして、僕 は非 常 に嫌 だな
と感 じたんです。

実 際 に話 聞 けば分 か るんだ け ど、作 品 自 体 が閉

じてい て、来 る人 に対 して何 か を伝 えよ うとい う

感 じが しない ってい うの が、 僕の 中で は何 か、嫌

『LoveLetter』 前 崎 悦 子
LoveLetter　 MAESAKI　 Etsuko

『箱 』野 路 千 晶
the　cube　 NOJI　 Chiaki

『"KODAMA"』 山 川K.尚 子
"KDDAMA ‐mischievous　 echoes"

YAMAKAWA　 K.　Hisako

説 明 して下 さっても何 か、有 難 うございます って
言 いつ つ、ちん ぷん かんぷん なこ とが多 かったん

ですけ ど、入 った瞬 間に ゴキブ リが展 示 してあ っ
て、気 持 ち悪 っ、 とか思 って。
やっ ぱりそ う思 わせ た くて、それ でゴキブ リの生

態 を作 品 に して る。 で、実 際 ず っ と見 た くな る
なってい う感 じで。 映像 の作 品だ とか、こうい っ

た展 覧 会 の会場 で は、やっぱ りずっと見て られ な
いこ とが多 くて、作 り込 んでいるの に見 た くさせ

ない とかって勿 体 ない って思 うん ですが、や っぱ
りインパク トはあ りま したね、ゴキブ リは。

F　 過 去 のIAMAS的 なメデ ィアアー トの イメー
ジを継 承 してい る作 品 ですけど、 入 り口右 手の方

に ある四 角い箱の作 品が ありますよね。 大 きな箱

で。 逆に、あの箱の作 品 なんか は、今 後の展 開 み

たい なものの可 能 性 を色 々想 像 出 来 る し、 中 に

入ってす ぐ、説 明 を聞かず にも分 かるってい う分
か り易 さが ある し、そうい う観 客 に対 するあ る種
の 開か れ方 ってい うもの が、 僕 は好 感 が持 てて、

その意 味で面 白い なって思 いま した。
あとは 「過 剰 なもの」 っていえば、 阿 部 さんの パ
フォーマ ンス も面 白か った し、も う一 つ、 離 れた

ところにある、『"KODAMA"』 って作 品。 声 が森
の イメージの中 に吸 い込 まれてい くってい う作 品。

彼 女(山 川K.尚 子)は 元 々モ ノを作 ってた人な
んです けど、彼 女 があの作 品の プロ トタイプと し

て、こだ まのイメー ジ を実 際 にオ ブジェ と して制

作 していた の を知 ってい るんで すが、その プロ ト
タイプよ りも凄 く良 くな ってるな って思 っ たんで
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す よね。

で、 一方 で、今 日これ を見 た時、思 い出 した作 品
があ って、そ れは卒 業 生の外 山君 と大 塚 君 ※2の

作 品。 それ も基 本 的 に は全 く同 じ仕 組 みなん で
すが、で も、だか らとい ってあれの真 似 じゃんっ

て感 じには全 然 思 わな くって。 彼 らの作 品 は、あ
る意 味 では仕 組 み 自体、仕 掛 け自体 が とて も面

白か っ た印 象 が強 いん だ けど も、山 川 さんの場

合、それに ス トー リー性 を、物 語 性 を与えよ うと
してる って いう点 がね。 話 を聞 くとち ょっ と無 理
があるなって説 明 も結 構あ ったけど、そこにイメー

ジが加え られ、その森の中に住 んでる言 葉の精 霊み

たいな、ス トー リー性が与え られて、それで作 品 と
しては確 かに豊 かにな ってる感 じは したんです け

ども。

そ うい う、 メデ ィアア ー トの あ る種 お もち ゃ的
な っ てい うか な、 仕 掛 け楽 しいみ たい な ところ

に、何 か しらの物 語 性 を与 えてい って、作 品 とし
ての深 み を増 してい くみ たいなアプ ローチってい

うの は、今 の時 期、も しか した らも っと掘 り下 げ
るべ きところ かも知 れない ってい う風 には思 った

んです よね。 そ うい う意 味での可 能性 は、あの作

品 にはちょっと感 じま した。

大 石 さん、どうですか?

0　 同感 です(笑)。

F　 ただ、だか らとい って、例 え ばさっ き話 に出

た箱の作 品に、単純 に物 語 性 を与 えれば良 いかっ
てい えば全 然 そんなこ とはな くって。 あれはあれ
で何 かもっ と違 う形、あの面 白 さって一 体 なんな
んだ ろうって、それ だけで も色 々話 出 来 そうな感

じもするん です けど、ある種の ジオラマみた いな

もの かな……。その辺 の話 は昨 日の セ ッションで
も出 たようなこ とを聞 きま したけ ど。 そういうお
も ちゃ的 な作 品 とい えば、や っぱ り、IAMASの

卒 業生 でクワクボ君 ※3ってい う3期 か4期 の卒 業
生 で、非 常に活 躍 してる作 家 さんがいるんですけ

ども。 彼 なんかのや ってるこ とを、割 と色 んなと
ころで、ある種 の 目利 きの人た ちは目 をつ けてい

て、 ガジ ェッ トとかデバ イスアー トとかい って 日
本発 の新 しいタイプのアー トみたいな形で取 り上
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げた り とか してい て、実 際 面 白い もの も非 常 に

多いですね。 で、割 とそ うい うア プローチが今の
IAMASの 中で も広が っているの かなって勝 手に
想 像 してて、ある意 味期 待 してたんです けど。 で

も、そ うい う方 向性 ってい うのが今 回、ほとん ど

見 られな かっ たなあ っ て思 った んで す。 そ んな
中、 それに一 番 近 か ったの は、あの箱 の作 品 か

なって思い ます。

0　 そうですよね。 だ か らイ ンタラ クテ ィブな も
のが少 ないというか、遊 びの、体 験 出来 る、入 っ

てい ける要素 が少 ないってい う。

F　 さっき、閉 じて るってい う、深 めてい くって

話 を したんです けど、 深め て突 き抜 けるとシンプ
ルな もの があがって くると思 うんだ けども、 今 回

の卒 展につい ては、何 か深み にあって、深 みのま
んまで、見 てもやっぱ り分 かんない ってい う状 態

で出てる作 品 が多 いって印 象です か。

突 き抜 けた もの って シンプル で 強 い と思 うん で
す。 まあ、そ うい うの を卒 業 制 作 レベル で、期

待す るのは難 しいかも知れ ないん だけ ど、や っぱ
りそ うい うカの ある作 品 が もっと出て来て欲 しい

なって思 います。

IAMASが 今後 どうなって欲 しいですか?

0　 僕 は、はっき り言 って、大 それた ことは言 え

ない んで、 ま、頑 張 って下 さい って感 じで(笑)。
これ からも、IAMASの 名 を世 界 に轟か すよ うに
頑張 って欲 しいってい う。 先 ほど布 山 さんがお っ
しゃ ったよ うに、そ うい ったイ ンタラ クテ ィ ブの

流れ を、 メディアアー トの流 れを、 もうち ょっと

継承 して欲 しいって感 じですかね。

F　 僕、一 年ぶ りに大 垣 に来 ま して、改めて街 中

を歩 いていて、余 白が多い街 だな って思 ったんで
す。 町並 みの中に色 んな余 白がいっぱいある感 じ
が したんですよ。 そこが下 手 する と、が らん とし

た感 じに なって しまって、 マイナスの、 ネガテ ィ
ブな方 向 で捉 える こ とも出 来 ち ゃ うん だ けれ ど

も。 僕 も前 回、 『お おが きビエンナー レ』をや っ
た時に、や りか けた ことだ と思 うん です け ども、



その余 白を埋 めてい くってい うことなの か しら。
そこ をある種 の キ ャンバ スみた いに捉 えて、いか

に面 白い ことを描 いて い くかってい う点 では、相

当な余地 があるよ うな気が したんですよね。 東京
なんかだ と、何 もかもが過 密 で、なかな かそ うい

う隙 間が ないの だけれ ど。
そうい う意味 で言 うと、今 のこの卒展 の会場 なん
かの閉 じて る雰 囲 気 ってい うの もや っぱりそろそ

ろ限 界 だ と僕 は思 う し、街 中に入 って くってい う

ことを、もっ とや ってい って欲 しいと思 います。

今、IAMASが 国 際 的 に物 凄 く注 目集 めてるって
いうことは、凄 く良い状況 だと思 うんですが、それ

と同時 に、いかに これか ら地 元大 垣 でニュース性
の ある面 白 いこ とを仕 掛 けてい けるか、みたい な

ところで、い っぱい可 能性 がある感 じが しますね。
だか らそ うい う意 味 で い うと、 僕 が今 回 感 じた

「閉 じた」状 況 を打 開 して、 外に向 けて発散 して
い くための場 と して、まず は大 垣の街 中で色々 と

仕掛 けてい って欲 しいな と。 で、何 かいつ も大 垣
に行 くと変 なものが ある、み たいな感 じ、 分か ん

ない けども、そんな感 じに なると良 いと思います。
その余 地 はい っぱ いあ ると思 う し、是 非 その辺、

頑 張 って下 さいってい うのが僕の希望 です。

評 判②渦

Xl
1995年 よ り隔 年 で 行 わ れ て きた 「世 界 メデ ィ ア文 化
フォー ラム 」の新 たな展 開 として、2004年2月21日 から
3月7日 まで大垣 市 街 を中心 にIAMASが 企画 ・運 営 を担
当 したアー トイベン ト。
http://www.iamas.ac.jp/biennaleO4

X2
『Waft』 外 山貴 彦(国 際情 報科 学 芸術ア カデ ミー2期 生)
と大 塚直 隆(同4期 生)に よるメディアインスタ レーショ
ン作 品。 取 り込 ん だ音 か ら風 船 のよ うなビジュアル を生
成。 その風 船が画 面 内の空 間 を浮遊 し、 消 えて ゆくとき
に取 り込 んだ元の音 が加 工 されて再生 される。

X3
クワクボ リョウタ/デ バイスアーテ ィス ト
国 際 情 報科 学 芸 術 アカデミー4期 生。 エ レク トロニクス
を中 心 にデジ タル とアナログの境 界 線上 で作 品 制作 をす
るア ーテ ィス ト。 一方 で は他の アーテ ィス トの サポー ト・
エンジニア リングや製 品、玩 具 開発 なども手掛 けている。
代 表 作に 『ビッ トマ ン』、 「ヘ ブンシー ド』な ど。
http://www.vector-scan.com/
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REVIEW　 l
voices　 of　 faculty

STUDIO　 1 関 口 敦 仁/SEKIGUCHIAtsuhito

山 川K.尚 子 「'KODAMA"』:昔 、 鈴 木 講 師 と
作 った 『森 の境界 線 』とい う作 品 とすご く似て い

る。 でも本 人 は知 らないの です。 この作 品 はわ か
りやすい けど、 レンダ リングのテクニ ックが見 え

す ぎるのでこの点 をもっ と突 き詰 めて表 現 しない

とちょっと古 く見 えて しま うか もしれ ません。 音
は簡 単 な感 じかな。5-b年 前 であれば最 先 端の

作 品に見 えたけ ど、今の作 品 と してみるには もっ
ともっと完 成 させてほ しい。 コンセ プ トー 貫 して
い るの で期 待 しています。 だ か ら言 うこ とも厳 し
いです。 ハイQ

櫻 井俊輔 『patchwork　 movie』:こ の作品 はなん
かお も しろい。 も とも と、ネ ッ トワー クと小 学校

の教 室 とい う関 係 がミスマ ッチなの だが、これが
なぜ か関 係 して しまってい るというこ とが余計 に

不 思議 なつなが り感 を与 えている。 もちろんこの

感 覚は桜井 君 独 特の感覚 だが、おそ らくいろんな
人にも深 いところに少 しだけある感 覚なんだろ うな
あ。 今 は情 景 と して量 が少ないが もっとデータや

検 索す るテーマが増 えて、完 結する と面 白いな。
西 脇 直 毅 『「接 触 感 」の記憶 の映 像 』:こ れ はも

うワ ッキー ワール ドだ けれ ど、緊 張 感が もっとほ

しかった。 それとも狙 ったので しょ うか。 単 独 の

作 品 と してみると物 足 りないけれ ど、他の と連 動
させ ると気 持 ち悪 さ(良 さ)倍 増 か も しれません。

触 っている けど触 られ ているとい う感 触 は自分 で

皮 膚に線 を書 いているときに顕著 なんで しょうね。

柴 田 知 司 『sequence』:秩 序だ った まじめなア
プローチで展 開 してい る。 物 理 的 な現 象 を視 覚

的 に表 現 して いるの で制 御 が難 しい と思 うけれ
ど、まだ まだ色 々な遊 びが 入れ られ るで しょう。
そのよ うな意 味では もっと良 くなるはずです。 作

品のベ ース として はきちん と しているの でもっ と
コンテンツ積 み上 げ て レベル を2つ ぐらい上 げた

仕 上が りが見たいです。
真 下 武 久 『AGENTDOCUMEN丁 』:電 話 をか け
る行為 はは じめ は億 劫 だけ ど、いつの 閻にか入 り

込んでいって しまいます。 作 品が電話 の邪 魔 を し
た りす るこ とって可 能 なの か しら。 カール ・シム
ズの作 品みたいに6-8台 ぐらい同 時に少 しずつ違

う画 面で並 んだ状 態が見てみたいな。 作 品 同士 が
たまに話 した り して、この作 品の前 では観 客 も鑑

賞 されていた り、作 品 が作 品 を鑑 賞 してた り、 コ
ミュニケー ションのあ り方 をもっと自由に設定 でき
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るといいのかも。 色々と可能 性 を感じる作品だった。

前 崎悦 子 『Love　Letter』:作 品 を見 ている とゴ
キブ リはや っぱり夜 行 性 とか思 い ます けど、地 球

の裏 側 は夜 だな と考 える とち ょっとゴキブ リが う
ごめい てい るのが想 像 でき ます。 ゴキブ リ・プロ

セッシング・マンシ ョンはちょっとくつ ろぎす ぎな

'"K
odama‐mischievous　 echoes"'by　 YAMAKAWA

K.Hisako:This　 work　 closely　 resembles　 a　work

Icreated　 with　 Lecturer　 SUZUKI　 a　long　 time

ago　 caししed　Touch　 of亡わe　1:bハe5亡∂5∂Bound∂ γ51σFe.

YAMAKAWA　 was　 not　aware　 of　this　however.　 The

work　 is　easy　 to　understand　 but　 the　 rendering

techniques　 are　 too　obvious,　 so　 it　may　 appear　 a

bit　out-of-date　 unless　 this　aspect　 is　given　 more

attention.　 The　 sound　 is　a　little　simple.　 If　it　had

been　 created　 5-6　 years　 ago　 it　would　 have　 had

acutting-edge　 quality,　 but　for　a　work　 produced

today　 I　wanted　 it　to　be　taken　 further.　 Her　 concept

is　clearthroughout,　 so　 I　have　 high　 expectations

forher.　 That's　 why　 l'm　being　 critical.

patchwork　 movie　 by　 SAKURAI　 Shunsuke

This　 work　 is　interesting.　 One　 would　 think　 that

there　 is　no　 real　 link　 between　 the　 network

and　 an　 elementary　 school　 classroom,　 but　 in

this　 work　 they　 are　 for　some　 reason　 related,

and　 this　 mismatch　 gives　 us　 a　strange　 sense

of　connection.　 Of　 course　 this　 is　SAKURAI's

unique　 sense,　 but　 I　think　 it　is　a　sensation　 that

is　probably　 felt　to　a　small　 extent　 by　a　range　 of

people,　 somewhere　 deep　 inside.　 In　its　current

state,　the　work　 has　only　a　small　 number　 of　visual

scenes,　 but　 it　would　 be　 interesting　 if　it　were

developed,　 increasing　 the　data　 and　search　 topics.

touch　 Sens∂tion　 by　NISHIWAKI　 Naoki:This　 was

essentially　 the　 creator「s``wacky"〔NlS卜llWAKl〕

world,　 but　 I　would　 have　 liked　to　have　 seen　 more

tension.　 Or　 maybe　 this　was　 what　 he　 intended.

There　 seems　 to　be　something　 missing　 ifyou　look　at

the　work　 by　itself,　but　if　linked　 to　other　 works,　 the

disgusting　 feeling(or　 good　 feeling?1　 may　 increase.

The　 sensation　 of　being　touched　 even　thoughyou　 are

touching　 something　 is　probably　 most　 evident　 when

you　drawaline　 on　yourskin.

感 じも したけ ど、バ リバ リ働 い ている姿 も見 たい

もので す。 有 象 無 象 な環 境 も ゴキブ リに はあ う
かも。 住 んでいる中 か ら何 かデー タを取 れる よう

なこと を考 えてもいいか も しれ ませ ん。 こん なモ
チーフ を愛 しなが ら作 品 を作 る人 は前 崎 さん しか

いませ ん。(談)

Sequence　 by　 SHIBATA　 Satoshi:This　 work

was　 developed　 using　 a　methodical,　 serious

　approach.　 Since　 it　is　visibly　 expressing　 a

physical　 phenomenon,　 the　 control　 is　difficult,
but　 I　think　 it　would　 be　 possible　 to　incorporate

more　 playfulness　 and　 this　 would　 make　 it

better.　The　 fundamentals　 of　the　work　 were　 well

developed,　 so　 I'd　like　to　see　 him　 build　 up　 the

　contents　 and　 raise　the　overall　 level.

AGENTOOO{ノME/Vτby　 MASHIMO　 Takehisa:

　At　first,　having　 to　use　 your　 phone　 is　a　bit　of　a

　nuisance,　 but　 you　 soon　 get　 caught　 up　 in　the
activity.　 Is　it　possible　 for　the　 work　 to　disturb

phone　 communication?Iwould　 like　 to　see
something　 like　 Karl　 Sims'work　 with　 b-8

monitors　 lined　 up　 each　 displaying　 a　slightly

different　 screen.　 I　think　 it　would　 be　good　 if　the

means　 of　communication　 was　 set　more　 freely

so　 that,　 for　example,　 the　 works　 themselves

talk　to　each　 other,　 the　audience　 itself　is　viewed

in　front　 of　the　works,　 or　the　 works　 view　 each

other.　This　 is　a　work　 with　 a　lot　of　potential.

Love　 Letter　 by　MAESAKI　 Etsuko:Looking　 at　this

work,　 it's　evident　 that　 cockroaches　 are　basically

nocturnal,　 but　 when　 you　 think　 that　 it　is　night

on　the　 other　 side　 of　the　world,　 you　 can　 sort　 of

imagine　 them　 wriggling　 around.　 But　 I　felt　that

　the　 cockroaches　 in　their"cockroach　 processing
apartment"were　 too　 inactive　 and　 I　really　would

have　 liked　to　see　the　insects　 hard　 at　work.　 Maybe

cockroaches　 suit　 a　more　 messed　 up,　chaotic

environment.　 It　may　 also　 have　 been　 interesting

to　consider　 recording　 some　 kind　 of　data　 fromthe

　daily　lives　of　the　cockroaches.　 Certainly　 Maesaki
must　 be　the　 only　 person　 who　 could　 make　 this

work　 showing　 affection　 for　its　subjects.(from

interview)
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STUDIO2 三 輪 眞 弘/MIWA　 Masahiro

今 年 のスタジオ2は まず音 楽や音 響 による表 現 を

中心 と した作 品 が皆 無 だったことがひ とつの特 徴
だろう。 そのため全 体 の傾 向は例 年 とはかなり異
なったもの となった。

中 で も異 彩 を放 ってい たの は小 野 寺 啓の 『三 角

演 算子 によるポ リゴン ピュー タ』だ。「コンピュー
タそれ自体 を創 り、そこで行 われる演 算その もの
が表 現 なのだ 」と主 張 す るこの動 くオブジェは、

閉 じた立 体 を構 成 す る平 面 三 角 形 そ れぞれが ひ

とつの演 算 子 と してメモ リーを持 ち、隣の三角 形
と接 す る三 辺 が入 出 力部 分 と して互 いに信 号 を

送 り続 けてい くとい うもので、そのアイデアが物
として存 在 してい たことは画 期 的 なことだ った。
一 方 『家 庭 用 民 族 楽 器 』と題 され た飛 谷 謙 介の

作 品 は複 数 の家 庭 電 気 製 品 を、 ノイズ を 「奏 で
る」アンサンブル と見立 てた シニカルな作品。

また、 石 塚 展 久 の 『Heaven's　 Eye-you　 are
noexception-』 は床 面 を巨 大 なス クリー ン

に見 立 て、その上 に置か れた移 動 可 能 な箱 からそ
の箱の大 きさに対 応 する映像 の一 部 分 だけが覗 き

込 めるイ ンス タレーション作 品であ る。 カメラに
よって覗 き見 る行 為 や、現 実の空 間 と映 像 空 間

との不 思議 な関係 を意 識 化 させ るもの だった。

映 像 に お け る 空 間 の 問 題 を ま た 違 っ た 形 で

扱 っ た も うひ とつ の 作 品、 枡 尾 あ きの 『Rear
Window』 は 通 常 あ ま り意 識 され ない マ ウス
カー ソル が映 像 の 中の水 面 に映 っ た り、指 の形

を したカー ソル の裏側 が見 えた りなど、はっ とさ
せ られ るアイデア を集 め た小 品 集 で、 デ ィスプ

レイという物 理 的 な2次 元 空 間 と、そこに映 し出

されるイメージ と しての3次 元 空 間 の認 知や、ぼ

くらが暗 黙裏 に受け入れてい る常 識の根 幹に触 れ
た斬 新な ものだ った。

さ らに映 像 作 品 で は 「軌 跡 映 画 」を提 唱 した木

村 悟 之 の 『軌 跡 映 画1:サ イクロプス 』が鮮 烈 な

印 象 を残 した。 作 者 が設 定 した 「撮 影 プログラ
ム 」に従 ってGPSを 手がか りに決め られた場 所 を

撮 影 して い くとい うもの だが、 「斬 新 なアイデア
が面 白い作 品 になるかはわ か らない 」とい う、作

家 な ら誰 もが直 面 す る大 問題 をこの作 品 は見 事
に乗 り越 えていた。 機 械 的 に選 ばれた撮 影 場 所
の 「記録 」がなぜ、ひ とつの作 品 と してこれほ ど

十 全 なものに成 り得 たの だろ う?
同 じく映像 作 品 とは言 っても山 田拓 生の 『rem-
iniscing』 は、ネ ッ トワーク上 の映像配信 サーバ ー

をひ とつの記 憶 倉 庫 とみな し、 作 者の個 人 的 な

思 い出 を、手描 きアニ メーシ ョンに よるムー ビー
ファイル と して蓄 積 してい くとい うものだ った。
パ ッケージ表 現 とライ ブ表 現の中 間に、手 描 きア
ニ メー ションの今 までに ない領 域 を予 感 させた。
一 方、 土居 哲 真 の 『becoming』 は映 像 作 品に
お ける作 者、そ して作 品 が生 まれる過 程 その もの

を問 題 に した もの で、複 数の 人 間 が ウ ェブ上 で
カッ トを繋 ぎなが ら映 像 表 現が生 まれてい く場に

立 ち会 い、映像 の新 しい あり方 を考 えていこ うと
い う試みである。 その時 点で は十 分な結 果 をみる

ことができなかったが、今後 の展 開 を期待 させた。
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One　 characteristic　 of　this　year's　 Studio　 2　class

was　 that　 there　 were　 no　 pieces　 that　 centered

on　 expressing　 music　 or　sound.　 Thus　 it　had　 a

very　 different　 overall　 orientation.

One　 prominent　 piece　 was　 ONODERA　 Kei'

sPo(yGomputer.　 The　 three-dimensional

moving　 artwork　 produced　 with　 the　 ambition

of"creating　 a　computer　 and　 having　 its

calculations　 be　 the　 expression"is　 a　closed

object　 consisting　 of　triangular　 planes,　 each

of　which　 holds　 memory　 as　 an　 operator.　 The

three　 sides　 of　each　 triangle　 continually　 send

and　 receive　 transmissions　 to　and　 from　 the

adjacent　 triangles　 as　 the　 input/output　 parts.

The　 realization　 of　this　 idea　 into　 a　physical

shape　 is　a　breakthrough.

On　 the　 other　 hand,　 TOBITANI　 Kensuke's

work　 entitled　 A　folk　Instrument　 for　the　Home

was　 a　cynical　 work　 that　 portrayed　 household

appliances　 as　 an　 ensemble　 thaピ 醒played"

noise.

In　ISHIZUKA　 Nobuhisa's　 Heaven's　 Eye‐youare

no　exception‐,　 the　 floor　was　 made　 to　appear

as　a　giant　 screen,　 and　 the　work　 is　a　device　 in

the　 form　 of　a　moveable　 box,　 into　 which　 one

can　 peer,　 seeing　 the　 part　 of　the　 floor　 image

that　 corresponds　 with　 the　size　 of　the　 box.　This

triggers　 a　strange　 sensation　 of　being　 aware　 of

the　 act　 of　looking　 through　 a　camera　 and　 the

reしationship　 between　 reaispace　 and　 the　image

space.

Another　 work　 that　 in　another　 capacity　 deals

with　 the　 question　 of　space　 that　 occurs　 in

images　 is　MASUO　 Aki's　 Rear　 Window.　 Startling

ideas　 are　 gathered　 in　this　 collection　 of

small　 works,　 where　 a　mouse　 cursor,　 which

normally　 escapes　 attention,　 is　reflected　 in

the　 water　 surface　 within　 the　 image,　 and　 the

hidden　 surface　 of　a　cursor　 shaped　 like　 a

finger　 becomes　 visible.　 This　 original　 work

touches　 on　 the　 physically　 two-dimensional

monitor　 screen,　 the　 recognition　 of　the　 three-

dimensional　 space　 of　 images　 appearing

therein,　 and　 the　 fundamental　 elements　 of

practices　 that　we　 implicitly　 accept.

In　addition,　 KIMURA　 Noriyuki's　 visual　 work

Tracks　 1:Cyclops,　 which　 propounds　 the　 idea

of　 a"track　 movie,"leaves　 a　pronounced

impression.　 Following　 the"filming　 program"

set　 by　 the　 creator,　 participants　 film　 pre-

determined　 places　 using　 GPS.　 It　is　a　work　 that

spectacularly　 overcomes　 the　 large　 problem

that　 every　 artist　 confronts:"it　 is　simple　 to

think　 up,　 but　 who　 knows　 whether　 it　will　 be

interesting."How　 is　it　that　 the"record"of

mechanically　 selected　 filming　 locations　 could

become　 so　complete　 in　onework?

Another　 visual　 work,　 YAMADA　 Takuo's

reminiscing　 considers　 an　 image-distribution

server　 on　the　network　 as　a　memory　 storehouse

that　 stores　 movie　 files　of　the　artist's　memories

in　hand-drawn　 animation　 format.　 Midway

between　 package　 and　 live　expression,afield　 of

hand-drawn　 animation　 that　 has　 never　 before

existed　 has　 been　 born　 there.

Meanwhile,　 DOI　 Tetsuma's　 becoming　 deals

with　 the　 question　 of　the　 artist　 in　the　 image

work,　 and　 the　 processes　 of　creation.　 It　is　an

attempt　 to　think　 of　new　 forms　 of　video　 by

enabling　 several　 people　 to　link　together　 clips

on　 a　website　 and　 witness　 the　 emergence　 of

new　 image　 expression.　 We　 were　 unable　 to　see

the　 actual　 operation　 and　 output　 of　the　 project

intime　 forthe　 exhibition,　 but　I　expect　 thatfrom

continuing　 this　 work,　 new　 discoveries　 will　be

made.
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STUDIO　 3 石 田 亨/ISHIDAAkira

まず、今 回 のIAMAS卒 業 制 作 展 全 体の印 象 は、

過 去 の制 作 展 では い くつ か出 展 されて いた体 験

型の イ ンタラ クテ ィブイ ンス タレーシ ョンの よ う
な大型 の展 示が な く、こ じん まり した印象 を強 く

感 じま した。 大 きければいい というものではない

ですが、そ うい うもの があれば、展 示空 間 自体 の
メ リハ リも出て くるの ではない かと思 いま した。

大 学 院 スタジオ3は 、「インター フ ェイス研 究領
域 」なの ですが、 実際 には、空 間 構 成、情報 デザ

インに関す る研 究 ・制 作、それと主 と して技術 的
な側 面 か ら実 社 会 に対す る新 しい応 用 領 域の提

案な どを行 うことを しています。 今 回はスタジオ
3に 所 属 してい た2人 の 院生 が修 了 しま した。 ど

ち らの院 生 も技 術 系 の大 学 を卒 業 してか ら進 学

して きた者 で、修 士 論 文 も技術 開発 と実 社 会 で
の応 用 を強 く意 識 した研 究 をま とめ た もので し
た。2人 とも研 究 を進 める中 で開発 を行 った シス

テム を出展 してい ま したが、展 示 と してはあ まり

目立 つ もので はなか った と思 い ます。 研 究 内 容
は どち らも先 進 姓 の高 い もの なの でそれ をうまく

来 場 者に伝 える工 夫 が足 りなかったのではないか
と、ちょっと残 念に思 っています。

平 井 大 樹 の 『レシ ピスキ ャ ンデ ィ スプレイ』は、

携 帯 電 話 と生 鮮 食 品 につい てい るバ ー コー ドを

利 用 して、 買い物 の途 中で 目の前 にあ る生 鮮 食
品 を手 に取 りなが ら、これ を使 った レジピや組 み

合 わせ る別 の食 材 をその場で提 案 できる システム

と、その ためのDB開 発 を行 っています。 試 作だ

けでな く、実 際に町の スーパーマ ーケッ トを実 証
の場 として一般 の方 々に利 用 してもらって非 常に

好評 を得 ていま した。
榊原裕介 の 『net-mon@lamas』 は、学 内のネ ッ

トワークのセキュ リテ ィ上の問 題解 決 を支 援 する

新 しい発 想 に基 づ く技 術 の開 発 と実 証 を行 いま
した。 ネ ッ トワー クセキ ュリテ ィ関 連の技 術 は急

速に高 度 化 する一 方、既 成 の技 術 の改 良 で は対
応が困 難な新 たな問題 も表 面 化 して きています。
これ らに対処 して い くために は、や は り従 来の発

想の延 長 では な く、飛 躍 的 な発 想 の転 換 が必 要

となっ てきます。 彼の研 究 は、修 士 課 程 の学 生
では異 例 の ことです が、 国 際 学 会 で論 文 審 査 に

合格 し、国 際会 議 での論 文発 表 も行ってい ます。

科 学 的 ・技 術 的 な研 究 は論 文に よる発 表 が一 般
的 ですが、展 示 を見 に来 られ る一 般の方 に もわか
りやす く理 解 して頂 けるよ うな工 夫 にも力 を入れ

てい かなければいけない なと感 じてい ます。 お台

場 にある 「日本 科 学未 来 館 」のよ うなイメー ジで
しょうか。 今 回 は、研 究 内容 が すば ら しか った

分、それを展 示 で充 分 伝 えられなか ったと言 う意

味 で、少々残念 に思 ってい ます。 これは今後 の大
学 院 スタジオ3と しての大 きな課 題の1つ である

と受 け止めています。
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My　 overall　 impression　 of　this　 year's　 IAMAS

Graduate　 Exhibition　 was　 that　 there　 were

no　 large　 exhibits　 similar　 to　the　 interactive

installations　 that　 have　 been　 presented　 at

past　 exhibitions,　 but　 rather　 it　had　 a　small　 and
cozy　 feeling.　 Of　 course,　 a　big　 exhibit　 is　not

necessarily　 a　good　 one,　 but　 I　think　 that　 if　such

works　 had　 been　 included　 it　would　 have　 given

somevariety　 to　the　exhibition　 space　 itself.

Studio　 30f　 the　 Institute　 is　involved　 in　the
"'i
nterface　 research　 field".　 Our　 activities

actually　 include　 spatial　 composition,　 research

and　 creation　 concerning　 information　 design,

and　 proposing　 new　 areas　 of　application　 in

the　 real　 world　 from　 a　mainly　 technological

perspective.　 This　 year,　 two　 Institute　 students
from　 Studio　 3　graduated.　 Both　 had　 entered

IAMAS　 after　 graduating　 from　 a　engineering-

oriented　 university,　 and　 their　 Masters

theses　 described　 research　 that　 was　 strongly

conscious　 of　 real-world　 applications　 of

technological　 development.　 At　the　 Graduate

Exhibition,　 both　 students　 presented　 systems

that　 they　 developed　 as　 part　 of　their　 research,

but　 they　 did　 not　 really　 stand　 out　 as　 exhibits.

Both　 students'research　 was　 extremely

cutting-edge,　 so　it　was　 somewhat　 unfortunate

that　 they　 did　 not　 do　 quite　 enough　 to　present

theirwork　 appropriatelyto　 the　audience.

HIRAI　 Taiki's　 Recipe　 scan　 display　 developed　 a

system　 and　 database　 that　 uses　 cell　 phones

and　 barcodes　 attached　 to　fresh　 food　 products,

so　 that　 a　person　 who　 is　shopping　 can　 obtain

suggested　 recipes　 and　 ideas　 forcombination

with　 other　 foods　 while　 they　 are　 looking　 at　the

product.　 It　was　 not　just　a　prototype;he　 actually
used　 a　localsupermarket　 for　 testing　 the

system　 and　 had　 members　 of　the　 public　 use　 it.

Feedbackwas　 very　 positive.

SAKAKIBARA　 Yusuke's　 net-mon@lamas

engaged　 in　technological　 development　 and

experimentation　 based　 on　 a　new　 concept　 for

supporting　 the　 resolution　 of　network　 security

problems　 on　 the　 IAMAS　 campus　 network.
While　 network　 security　 technology　 has　 been

advancing　 rapidly,　 new　 problems　 continue

to　 emerge　 that　 defy　 resolution　 simply　 by

improving　 existing　 technology.　 In　order　 to

dealwith　 these,　 rather　 than　 working　 on

extensions　 of　existing　 concepts,　 a　dramatic

conceptual　 shift　is　necessary.　 Unusual　 for　a

Masters　 student,　 Sakakibara's　 research　 has

passed　 thesis　 assessments　 for　international

conference,　 and　 he　 has　 presented　 his　work　 on

this　conference.

Although　 it　is　generally　 the　case　 that　 scientific

and　 technological　 research　 is　presented

in　essay　 form,　 I　feel　 that　 students　 should

put　 effort　 into　 making　 their　 research　 easily
accessible　 to　members　 of　the　 public　 who　 visit

the　exhibition,　 like　in　the　 National　 Museum　 of

Emerging　 Science　 and　 Innovation　 in　Odaiba,

Tokyo　 for　example.　 This　 time,　 the　 contents　 of

the　 research　 were　 exceptional,　 and　 therefore

it　was　 somewhat　 of　a　pity　that　 this　was　 not　put

across　 as　 effectively　 as　 it　could　 have　 been　 at

the　 exhibition.　 I　think　 that　 this　 will　 be　 one　 of

the　biggest　 issues　 forStudio　 3　inthe　 future.
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STUDIO　 4 吉 岡 洋/YOSHIOKA　 Hiroshi

今 年 度 は運 悪 く2月25日 か ら海 外 に出 るこ とに
な り、卒 業 制 作 展 は24日 しか行 けな かったんで
す。 しかもその24日 も午 後 には入 試関 係の会議、

そ れが終 わ った らゲ ス トのモ ブ ・ノ リオ氏 を迎 え
た対 談な どが あって、本 当に展 示 を見てまわる時

間 は わず かだっ た。 その かわ り準 備 期 間 には何

度 か見 に行ったけ ど。
毎 年 思 うけれ ど、完 成 した展 示 よ りも準 備 中の

会 場 がず っ と面 白い。 特 にオー プン前 日の夜 の

切 迫 感は とて もいい です ね。 お祭 り感 があってワ
クワ クす る。 それに比べ ると完 成 した展 示 は退屈
だ。 ただ並 んで いるだ け とい う感 じ。 展 覧 会 と

はそ うい うもんだ とも言 え るけど、も うちょっと

何 とかならんの かといつも思 う。
とりわ けメデ ィアイ ンス タレーシ ョンは、せ っか

く観 に来 て くれる人に対 してとても不親 切 だと思
う。 作 品のポイ ン トが わか らない し、どう触 った

らいいの かも分 か りに くい。 言 葉 でゴチャゴチャ

説 明 しな い方 が カ ッコイイ とで も思 って るのか。
それな ら言 葉 な しで も分 かる工 夫(そ の方 が難 し
いけ ど)を しなきゃいけ ないの に、それもない し。

映像 作 品の上 映に はこ うい う問 題 は起 こ りませ

んね。 それは 「椅 子に腰 掛けて見 る」とい う身体

の配置 が、すでに誰で も経 験 している映画 や演劇

と共通 だか らです。 それに対 して メデ ィアインス
タレー ションの場 合は、そ うい う身 体 配置 も自 分

で発 明 しないといけない。 その配置 に無理 がある

と、コンテンツがい くら面 白 くても観 客 は敬 遠 す
るで しょう。

で もね、この身体 配 置の デザインが、本 当 はいち
ばん面 白い。 これ は普 通 の意 味 で の 「イ ンタ ー

フ ェイス 」と は違 い ます。　い わ ゆ る 「インタ ー
フ ェイス 」とは、既 存 の システム を前 提 とした上

でそれ らが コミュニケーシ ョンをする界 面 を考 え
るものだが、生 きた世界 では むしろ、活 性 化 され

た界 面 が先 に生 成 して、その背 後 にジステムが後

付 けで構 造 化 され る。 順序 が逆なんです。
メデ ィア系(こ の 「系 」とい うの をせんだいメデ ィ

アテークの 「景 観 」展 で関 口 さんが問題 に して た
けど)か ど うか はぼ くには どうで もよ くて、 どん

なもんであれ芸 術 は、最初 に この活性 化 された界

面、 まあ言 ってみれ ばお祭 り前 の ワクワク感 がな
いとダメだと思 うんです。
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Unfortunately　 this　year　 I　had　 to　go　 overseas

from　 February　 25,　and　 so　 I　could　 only　 visit　the

Graduate　 Exhibition　 on　 the　 24th.　 Moreover,

on　 the　 24th,　 the　 meeting　 about　 the　 entrance

exams　 was　 in　the　 afternoon,　 and　 after　 that　 I

had　 talk　 session　 with　 Mr.　 MOBU　 Norio,　 so　 I

reallyonly　 had　 a　veryshort　 time　 to　lookaround

the　 exhibition.　 To　 compensate　 for　this,　I　went

anumber　 of　times　 during　 the　 preparation

period.
Ifeel　 this　 way　 every　 year,　 but　 the　 exhibition

hall　 during　 preparation　 time　 is　much　 more

interesting　 than　 the　 actual　 exhibition.　 In

particular,　 the　 night　 before　 opening　 has　 a
wonderful　 sense　 of　urgency.　 There　 is　a　festive

kind　 of　excitement　 compared　 to　which　 the

actual　 exhibition　 feels　 like　 a　bore.　 It　is　as

though　 the　 exhibits　 are　 simply　 laid　 out　 for

display.　 Perhaps　 that　 isjust　 the　way　 exhibitions

are,　but　 I　always　 wish　 that　something　 could　 be

done　 about　 this.

In　particular,　 I　thinkthat　 the　media　 installations

were　 not　 properly　 explained　 to　the　 visitors.

People　 found　 it　difficultto　 understand　 the　point

of　the　 installation　 or　how　 to　interact　 with　 it.

Maybe　 students　 did　not　 want　 to　muddle　 their

work　 with　 verbal　 explanations.　 In　that　 case,

they　 needed　 to　provide　 some　 way　 of　explaining

without　 words〔although　 that's　 more　 difficu困

but　no　such　 attempts　 were　 made.

Of　 course,　 this　 problem　 doesn't　 arise　 with

the　screening　 of　video　 works.　 This　 is　because

the　vieweピs　 physical　 location,　 that　 is,　sitting

on　 a　chair　 and　 watching,　 is　common　 to　films

and　 plays,　 which　 everyone　 is　already　 familiar

with.　 On　 the　 other　 hand,　 in　the　 case　 of　media

installations,　 this　 physical　 arrangement　 is

something　 that　the　audience　 must　 discoverfor

themselves.　 If　this　does　 not　go　 smoothly,　 then

the　 audience　 will　 avoid　 the　 work,　 no　 matter

how　 interesting　 the　contents.

But　 in　fact,　 it　is　the　 design　 of　this　 physical

arrangement　 that　 is　most　 interesting.　 I　am

referring　 to　something　 that　 is　different　 from

the　ordinary　 meaning　 of　an"interface".　 Usually

when　 we　 talk　 about　 an"interface"we　 do　 so

with　 the　 notion　 that　 the　system　 already　 exists

and　 the　 interface　 is　used　 for　communicating

with　 the　 system.　 However,　 in　the　 real　 world,

the　 interface　 is　generated　 first　and　 the　 system

is　formulated　 afterwards　 to　back　 it　up.　Inother

wordsthe　 order　 is　reversed.

Whether　 or　not　the　 work　 is　media-type　 art　is

of　no　 concern　 to　me(Prof.　 SEKIGUCHI　 com-

mented　 at　the　 LA/VDSCAPE　 Exhibition　 at　the

Sendai　 mediateque　 about　 the　appropriateness

of　the　use　 of　this　expression"-typeつ,　 because

whatever　 the　 genre,　 I　think　 that　 to　begin　 with,

art　has　 to　have　 this　 lively　 form　 of　interface,

like　the　feeling　 of　excitement　 before　 a　festival.
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ANDcourse 吉 田 茂 樹/YOSHIDAShigeki

2004年 度 のANDコ ー ス2年 生の卒業 制作作品 は、
ANDコ ースら しく全 員が何 らかの形でネ ッ トワー

クに絡 んだもの となった。 ただ、その内容 はそれ

ぞれの学生の興味 の方 向や社会の動 向、ANDコ ー
スの活動 な どが反 映 されたもの となってお り多 岐

に渡 っている。
2004年 度 に インターネ ッ トの新 たなサ ービス と

して注 目 を浴 び た もの と して、 ソー シ ャル ネ ッ
トワー クサー ビス(SNS)が あ る。　ANDコ ～ス

で も新 たな形 態の ネ ッ トワーク利用 方 法 と して、
コー ス内 でい ろい ろな方 法 で利 用 してみ た。 そ

の応 用 と して松 原 孝 明 『コンテンツ ・マネジメン

ト・システム 』がSNSの 一つ の方 向 を示す形 で独

自の コンテンツマネー ジメン トシステム を提 案 し
た。 それ を見 る と、SNSを 始 め とす るコ ミュニ

ケーシ ョン ツール は今 後 もいろいろな方 向に発展
する可 能 性が感 じられる。

SNSは 各個 人の興 味の方 向を基に して他 人 との

関係 を形作 るツール であるが、個 人の もの を含 め
て、 各Webサ イ トも リンク を張 る とい うこ とを

通 じて他のWebサ イ トとの関係 を形 作 ってい る。
それが これまで以 上に複 雑 になってい るため、そ
の関係 性 を把 握 す るのは難 しい。 谷 口 貴志 『イ

ンターネ ッ ト道 しるべ 』のWebマ ップシステムは

リンク関係 を円状 に見せ ることで把 握 しやす くし
よ うとす る一つの試 みで あり、思 わぬサ イ ト間 の

関係 が発 見で きて面 白い。
さて、ANDコ ー ス で は対 外 的 な もの も含 め て

多 様 な活 動 を行 ってい る。 そ れ らの活 動 を支 え
る ものの一 つ と して開発 され たのが、芦 田智 史
の 『ANDコ ー ススケジ ュー ラ』で あ り、中 内 純

の 『ネ ッ トワ ーク技 術 者 養 成 の た めのeラ ーニ
ングシステム 』であ る。 『ANDコ ーススケ ジュー

ラ 』に よっ て、 各個 人 のネ ッ トワー クの利 用 形

態 に 合 わせ、ANDコ ー スの 活 動 に即 した 形 で

教 員 や学 生 のスケ ジュール を確 認 ・調 整 で きる。
e-learningシ ステム は、 ネ ッ トワー クを利 用 し

て 自己学 習 を行 うための システムで、画 像 を含 め
た学 習コンテンツ を提 示 し、小 テス トをはさんで

単 元 ご とに進 捗 を管 理 で きる。 この システム は
2004年 度後半 に外 部の人 を対 象 と してANDコ ー

スが開催 したネ ッ トワークIT技 術 者 養 成 講 座 で

実 際 に使 用 した。 これ らの ツール は両 者 か ら貸

与 しても らい、今 後 もANDコ ース におい て継 続
して利 用 してい く予 定であ る。
インターネ ッ トは今 や我 々の生 活に溶 け込み、そ

れが利 用 で きるの は ご く当 り前 に な った。 しか

し、まだ歴 史は浅 く新 しい ツールで あるが ゆえに
利用 する側 は もちろん、 サー ビス を提 供す る側 も

考 慮 しないといけない事は多い。 その中 で、子 供
向 けのWebサ イ トを提 供 す る際に運 営 者 が気 を

付 けるべ き事 柄 につい て調 査 し考 察 したの が棚

瀬 知佳 「長 崎 小6女 児 殺 害 事 件 を踏 ま え、児 童
を対 象 とするサイ ト管 理 者 がすべき ことは何 か。』
の論 文 である。 それによると、子 供 向 けでありな

が ら運 営 者の配 慮が足 りない部 分が多 いことに気

付か される。

今 後 ます ます多様 なWebサ イ トが登 場す る と思
うが、これまで以 上 に利 用 者の立 場 に立 って シス
テムやサー ビス、サイ トなど を提 供 しない とい け

ないであろう。
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As　 is　appropriate　 for　 the　 AND　 Course,　 all

of　this　 year's　 graduate　 works　 were　 in　some

way　 related　 to　the　 network.　 However,　 their

contents　 were　 diverse,　 reflecting　 the　students'

interests,　 social　 trends,　 AND　 Course　 activities

and　 so　on.

In　2004,　 Social　 Network　 Service(SNS)began

to　attract　 attention　 as　a　new　 Internet　 service.

We　 introduced　 this　 new　 way　 of　using　 the

network　 into　 the　 AND　 Course　 and　 employed

it　for　various　 purposes.　 As　 one　 application,

MATSUBARA　 Takaaki　 Contents　 Management

System　 developed　 a　 unique　 contents

management　 system,　 indicating　 one　 future

direction　 of　SNS　 sites.　 Looking　 at　this,　 one

has　 the　 sense　 that　 communication　 tools　 such

as　 SNS　 have　 the　 potential　 to　develop　 along　 a

variety　 of　paths　 inthe　 future.

SNS　 is　a　tool　 that　 builds　 people-to-people

relationships　 based　 on　 each　 individual's

interests.　 Similarly,　 individual　 Websites

(including　 personal　 sites)formulate　 rela-

tionships　 with　 other　 sites　 by　 posting　 links.

These　 relationships　 have　 become　 more　 and

more　 complex,　 so　 they　 are　 difficult　 to　grasp.

TANIGUCHI　 Takashi　 Internet　 mapping　 tool's

Web　 map　 system　 attempts　 to　make　 it　easier

to　 understand　 relations　 between　 links　 by

displaying　 them　 in　a　circle.　This　 is　interesting

and　 enables　 the　viewer　 to　discover　 unexpected

relationships　 between　 sites.

Adiverse　 range　 of　activities　 are　 conducted

in　 the　 AND　 Course,　 including　 activities

involving　 participants　 from　 outside　 IAMAS.

ASHIDA　 Satoshi's　 AND　 Course　 Scheduler　 and

NAKAUCHI　 Kiyoshi's　 e-learning　 system　 for

creating　 network　 engineer　 were　 developed

to　support　 these　 activities.　 Using　 the　 AND

Course　 Scheduler,　 users　 can　 check　 and

adjust　 the　 schedule　 of　teaching　 staff　 and

students　 with　 regard　 to　AND　 Course　 activities,

according　 to　the　 form　 of　network　 use　 of　each

individual.　 The　 e-learning　 system　 is　a　system

for　self-study　 using　 the　 network,　 providing

learning　 materials　 that　 include　 images　 and

enable　 progress　 to　be　 measured　 for　each　 unit

through　 short　 tests.　 This　 system　 was　 actually

used　 for　 the　 Network　 IT　Engineer　 Training

Course,　 which　 was　 run.by　 the　 AND　 Course　 in

the　 second　 half　 of　2004　 for　members　 of　the

public.　 These　 two　 tools　 were　 used　 on　 loan
from　 both,and　 we　 planto　 continue　 using　 them

inthe　 ANDCourse　 inthe　 future.

Today,　 the　 Internet　 has　 become　 an　 ordinary

part　 of　our　 lives,　 and　 being　 able　 to　use　 the

Internet　 is　taken　 for　granted.　 However,　 it　only

has　 a　short　 history　 and　 is　still　a　new　 tool,

meaning　 that　 there　 are　 many　 considerations

not　 only　 for　users　 but　 also　 the　 providers　 of

Internet　 services　 to　take　 into　 account.　 One

of　these　 is　dealt　 with　 in　TANASE　 Chika　 How

should　 administrators　 of　children"s　 websites

respond　 1η'19ん 亡of亡 わe　"ハ1∂9∂5∂ki　6亡ん一gr∂der

homicide"'incident?'s　 thesis,　 which　 investigates

the　 matters　 that　 should　 be　 given　 attention

by　 administrators　 who　 provide　 Websites　 for

children.　 It　shows　 that　 even　 in　Websites　 that

are　designed　 forchildren,　 administrators　 often

failto　 pay　attention　 to　certain　 issues.

From　 here　 on,1'm　 sure　 more　 and　 more　 diverse

Websites　 will　emerge,　 and　 it　will　be　even　 more

important　 to　provide　 systems,　 services　 and

sites　emphasizing　 the　perspective　 of　the　user.
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CGI　 course 小 田 英 之/ODA　 Hideyuki

今 年のCGIコ ース は5名 の(女 性 の)卒 業 生 を送
り出 した。 彼女 た ちはそれぞれ独 自の世界 を持 っ
て おり多 様 な表 現 をこころみている。

稲 田愛 子 『'sいて離 れない女 』の作 品 はマ ンガで
ある。 も ともと、マ ンガ とアニメの関係 は非 常 に

深 い。 彼 女 も自分 の物 語 を絵 画、 マ ンガ、ア ニ
メと手法 を変 えつつ独 自の世 界 を展 開 している。

彼 女 に とってはイラス トもマ ンガ もアニメも等 距

離 に あるの だろ う。 少 女 的 感 性 を保 ち続 ける彼
女 は どこかメランコ リックで不 安 な世 界 を描い て
いる。 マンガ もアニ メも産 業 と しては分 業が進 ん

でいるが、その一 方で一 人 でも制 作 できる現 在 で

は、アニメは個人の表現手段 として大 きな力を持つ。

石 垣 裕 子 『その先』は、内 面に多 分に少女 を引 き
ず ってい る。 マンガやアニ メはもちろんゲーム も

彼女 の世 界の一 部 で あり、CGを 選 んだこ とは必
然 なの かも知れ ない。 作 品 は時 閤がテ ーマだが、

普 遍 的な価 値 観 と彼 女の価 値 観 が折 り合わず に
進 行 しているよ うだ。

美 術 少 女の佐 藤 千 聡(蛙)『 種 』は、 自分の世 界

を絵 画 に閉 じこめ、そ してそれ を映像 作 品 と して
再び語 り始め る。 彼 女 は言 葉 で語 ろうとはせず、
かわ りに絵 を描 く。 それ は彼 女が世 界 を確 認 する

ための方 法 なのかも知 れない。

谷 阪 福 美 『まま ごと四 畳 半 』は関 連 する小 さな
アニ メーシ ョンが、 インタラクテ ィブに展 開 す る

Flashア ニメ作 品 を作 っ た。 彼 女 た ちの世代 に

新 鮮 に映 るの であろ う昭 和 のイメージ を、少 女 っ
ぽ さを色 濃 く残 した、それでい てどこ かひなび た

世 界 感で物語 ることを得 意 と している。

津 田 志保 『ドロ ップ 』は好 きな ドラァグクイー ン
とサ ブカル なイメージを再 構 成 し、彼 女が憧 憬す
る世 界 をビビ ッ ドに映 像 コラー ジュ した。 彼 女

は他の女 子学 生 より少 しだけお姉 さんだ。 その こ

とが少 女 性 を奥 に しまい込 ませて いるのであ ろう
か、作 品か らはなぜか少 年的 な感 覚 を感 じる。

彼女 たちに共通 してい るものがあ るとすれ ば、そ
れは 「不安 」感か も知 れない。

それは、彼 女た ちが 自分た ちの中 に構 築 した少 女

的な世 界 と現 実世 界 との間 に軋 礫 と して浮 かび
上がる ものかも知 れない。 しか し、 自分の世 界 に

閉 じこ もり逃 避 す るので は な く、 現 実 世 界 とも
しっか り向 き合 うこともできる現 実性 も持 ち合 わ
せているQ

今 後、彼 女 た ちの中 の少 女 的 な世 界 ・感 性 が、
表現 に どのよ うな影 響 を与 えてい くのか、あ るい
は変 容 してい くのか見守 ってい きたい。
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The　 CGI　 course　 produced　 five(female)

graduates　 this　 year.　 Each　 student　 had　 their

own　 unique　 world　 that　 they　 portrayed　 using

diverse　 forms　 of　expression.

INADA　 Aiko's　 Ghost　 Girl　 is　a　manga.　 Manga

and　 animation　 are　 of　course　 very　 closely

related　 and　 she　 developed　 her　 story,

switching　 between　 the　 styles　 of　drawing,

manga　 and　 animation.　 She　 no　 doubt　 sees

illustrations,　 manga　 and　 animation　 as　 being

interchangeable　 means　 of　expression.　 INADA

retains　 her　 girlish　 sensitivities　 and　 portrays

aworld　 that　 is　somehow　 melancholy　 and

uncertain.　 Although　 in　both　 the　 manga　 and

animation　 industries,　 there　 is　increasingly

adivision　 of　labor　 in　the　 creation　 of　works,

at　the　 same　 time　 it　is　possible　 today　 for　one

person　 to　create　 a　work　 alone,　 and　 therefore

animation　 is　a　powerful　 means　 of　individual

expression.

There　 is　still　a　しot　of　 the　 '`young　 glrじ'in

ISHIGAKI　 Yuko's　 Just　 ahead.　 Not　 only　 manga

and　 animation,　 but　 games　 also　 form　 a　part

of　her　 world.　 It　was　 perhaps　 inevitable　 that

she　 chose　 computer　 graphics　 for　her　 work.

Her　 work　 has　 the　theme　 of"time"and　 seems

to　proceed　 in　an　 atmosphere　 of　discordance

between　 universal　 values　 and　 her　 own　 value

system.

SATO　 Chisato's　 kusa,　 who　 is　from　 a　fine-arts

background,　 captures　 her　 world　 in　drawings

and　 then　 begins　 retelling　 it　as　a　video　 work.

She　 does　 not　 narrate　 her　 story　 using　 words

but　 employs　 only　 illustrations.　 This　 may　 be　 a

wayfor　 herto　 confirm　 theworld　 around　 her.

TANISAKA　 Fukumi's　 The　 playhouse　 in　a　4

7/2mats-room　 produced　 a　Flash　 animation

in　which　 small,　 related　 animations　 develop

interactively.　 She　 effectively　 portrays　 an　 image

of　the　 Showa　 Era　 that　 must　 seem　 refreshing

to　people　 of　her　 generation,　 with　 a　worldview

that　 strongly　 retains　 girlish　 sensibilities　 at　the

sametime　 as　being　 somehow　 rustic.

TSUDA　 Shiho's　 DROP　 reformulates　 an　 image

of　drag　 queens　 and　 subculture　 to　create　 a　vivid

image　 collage　 oftheworld　 she　 admires.　 She　 is

slightly　 older　 than　 the　 other　 female　 students,

and　 perhaps　 this　has　 made　 her　 close　 out　the

girl　inside　 her,　 because　 her　work　 gives　 a　kind
of　boyish　 impression.

Perhaps,　 if　there　 is　one　 thing　 in　common

among　 these　 students,　 it　is"uncertainty".

This　 seems　 to　emerge　 as　 a　conflict　 between

the　girlish　 world　 that　 they　 have　 created　 within

them　 and　 the　 realworld.　 However,　 they　 do　not

try　to　withdraw　 to　theirworld　 and　 escape,　 but

maintain　 a　realism　 that　 allows　 them　 to　firmly

confront　 the　realworld.

It　will　be　interesting　 to　see　 howthese　 students'

girlish　 worldviews　 and　 sensibilities　 influence
their　 creative　 activities　 and　 transform　 through

time.
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DIT　 course 古 堅 真 彦/FURUKATA　 Masahiko

今 年のDITコ ースの作 品 は多 様 であ る。　IAMAS

でのデザ インコース と して位 置 づけ られるDITの

卒 業 制 作 は毎 年 カテ ゴリーに しば られな い作 品
群 にな る。 しか しその中 でも今 年 は内 容 と表 現

手 法の両面 において特に多 様な作品 群 になった。
佐 藤 ちひろの 『人の部屋 の もので本 をつ くる。』と

吉村 誠 貴 の 『いつみ本 』はともに、本 をその表現
メデ ィア と して活 用 して いるが、 『人の部 屋の も
ので本 をつ くる。』は個 人 の持 ち物 をペ ージ数 に

反 映 させる とい う、人 間の所有 欲 をビジュアライ
ズさせる実 験 とも呼 べる新 しい試 みであ り、他 方

『いつみ本 』は 体 裁 としては一般 的 な 「書 籍 ∫で
あるが、 「いつみ 」とい う他 者の作 品に対 して、デ

ザ インとい うことを深 く思 慮 し、巷 によ くあ る単
なる紹 介 本 に な らな いよ うに、 「いつ み」の思 想

や見 た目の雰 囲気 などを生 か しそこに自 らの思 惑

をど う埋 め込 むか を実 践 した作 品 であり、内 容 と
してはこの2作 品 は全 く違 うベ ク トルをさしている。

ネ ッ トワーク技 術 を活 用 した渡 邊 淳の 『sound
fragments』 は、 コン ピュータ が持 つ 「ネ ッ ト

ワー ク」や 「共 有 」な どの技 術 的な特徴 を人 間 ど
うしの それ らに うま く変 換 したお も しろい試 み と

言 える。 ユーザー インターフェイス も素 人で も直

感 的に分 かるように工 夫 を施 している。
6人 の中で唯 一の映像 作 品であ る加 藤修 大の 『体
か ら塊 へ 』は 「身 体 」を強 く 意 識 した作 品 であ

り、その リアル さや汚 さを表 現 した もの であ る。

本 人は最後 まで単な る映像 にす るかインスタ レー
ション と して見せ る か を悩 ん で いた よ うで ある
が、 実際の卒 制 展にお ける展 示 での インパ ク トは

かな り大 きかったよ うに思 う。

技術 的 にも内 容 的にも新 しい試み と思 えるのは伊

藤 菜 々江の 『DIGITALLIBRARY』 であ る。 最
近 登 場 した新 しい メデ ィア とい える電 子 書 籍 の
コンテンツを考 えたものであ り、電子 書 籍 自体 が

まだ認 知 度が低 い ため、企 業 などの利 益 追 求 形

態か らでは考 えられない学 生 な らではの作 品 をめ
ざ した。

永 島靖 之 『IAMAS　 2005PR』 は卒 業 制 作 展の
ポ スターやDMな どのグラ フィ ックデ ィ レクショ
ンを卒 業 制 作 とした。IAMASに 入 学 してか ら確

立 した彼の作風 がい ろいろな ところに埋 め込 まれ
てい る。 また、出 品 者 全 員の顔 をス タンプに し

てお こなったスタンプラ リー は出 品 者 にとって も

訪 問 者に とってもモチベ ーシ ョンが あがるお もし
ろい試みであ った。

今 年 の コース全 体 の特 徴 は 「基 礎 技 術 を踏 ま え
た新 しい試 み」と言 える。 メデ ィア と しては電 子

書 籍 以 外 は本 や ウェ ブ、映 像 な ど既 存 の十 分 に

使 いこな された ものを土 台 と し、そこに今 までに
ない表 現 手 法 を試 み てい る。 この特 徴 はデザイ

,ンコースと してはとてもいい傾 向だ と考 える。
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The　 works　 created　 by　 students　 in　the　 DIT

course　 this　 year　 were　 very　 diverse.　 DIT,

which　 is　the　 design　 course　 at　IAMAS,　 always

produces　 a　range　 of　graduate　 works,　 not
bound　 by　particular　 categories.　 But　 this　year

the　 scope　 was　 particularly　 large　 in　terms　 of

both　 the　contents　 and　 forms　 of　expression.

SATO　 Chihiro's　 items　 and　 YOSHIMURA

Masaki's　 Itsme　 book　 both　 use　 the　 medium　 of

abook,　 but　 items　 uses　 the　 number　 of　pages

in　the　 book　 to　reflect　 an　 individual's　 personal

belongings,　 as　 a　new,　 experimental　 attempt

to　visualize　 the　human　 desire　 for　possessions.

On　 the　 other　 hand,　 although　 Itsme　 book　 is　in

the　 form　 of　an　 ordinary　 book,　 it　pays　 great

attention　 to　design,　 and　 takes　 advantage　 of

Itsme's　 philosophy　 and　 appearance,　 exploring

how　 to　incorporate　 the　artist's　own　 sentiments

so　 that　 it　is　not　 simply　 a　book　 introducing　 a

work.　 Therefore,　 the　 contents　 of　these　 two

graduate　 works　 are　 completely　 different.

WATANABE　 Jun's　 sound　 fragments　 uses

network　 technology　 and　 is　an　 interesting

attempt　 to　convert　 a　computer's　 technologi-

cal　 characteristics　 such　 a"network"and
"
sharing"to　 corresponding　 features　 of　human

interaction.　 The　 user　 interface　 is　designed　 to

be　 instinctively　 understandable,　 even　 by　non-

experts.

KATO　 Shuta　 was　 the　 only　 one　 of　the　 six

graduates　 to　 produce　 a　video　 work.　 from
Body　 to　Mass　 is　themed　 on　 the　 human　 body

and　 expresses　 the　 realism　 and　 vulgarity

of　the　 body.　 He　 debated　 up　 until　 the　 end

whether　 to　 present　 his　work　 just　 as　 a　video

or　as　 an　 installation,　 but　 I　think　 his　work　 as

displayed　 at　the　exhibition　 had　 a　lot　of　impact.

iTO　 Nanae's　 O1θ 〃AL∠.ノ8RハRYwas　 a　new

attempt,　 both　 technically　 and　 content-wise.

It　considers　 contents　 for　an　 electronic　 book

system,　 which　 is　a　 new　 media　 that　 has

emerged　 recently.　 There　 is　not　 much　 general

awareness　 about　 electronic　 books　 yet,　 and

she　 intended　 to　present　 her　 work　 from　 the

point　 of　view　 of　a　student,　 offering　 a　different

perspective　 from　 private　 enterprise　 concerned
with　 the　pursuit　 of　profit.

NAGASHIMA　 Yasuyuki's　 IAMAS　 2005　 PR　 was

his　graduate　 work　 which　 consist　 of　posters,

DM,　 and　 other　 graphic　 direction　 he　 did　 for

the　 Graduate　 Exhibition.　 His　 style,　 developed

since　 coming　 to　IAMAS,　 is　apparent　 in　many

aspects　 of　the　 publicity　 material.　 The　 idea　 of

creating　 stamps　 of　the　 faces　 of　each　 exhibitor

and　 using　 them　 for　a　stamp　 collecting　 activity

was　 interesting　 and　 boosted　 the　 motivation　 of

exhibitors　 and　 visitors.

The　 common　 feature　 of　works　 produced

this　 year　 in　the　 DIT　 course　 can　 be　 said　 to

be'"new　 attempts　 building　 on　 fundamental

technologゾApart　 from　 electronic　 books,

existing,　 commonly-used　 media　 such　 as

books,　 Web　 pages　 and　 videos　 were　 employed,

and　 upon　 this　foundation,　 students　 attempted

new　 and　 unique　 methods　 of　expression.

This　 characteristic　 can　 be　 considered　 a　very

positive　 trend　 inadesign　 course.
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DSP　 course 赤 松 正 行/AKAMATSU　 Masayuki

ア カデ ミーの中 で、も っとも怪 しい存 在 として知

られ るDSPコ ース だが、誰 もがそ れぞれ異 な る

領 域 で異な る趣 向 を示 してい るこ とを、まず は祝
福 した い。 そのよ うな自 由度 を可能 な限 り保 ち、
バ ックア ップす ることが、これ また勝 手 気儘 なス

タッフの役 割 だ からだ。 と言 うわけで、まるで ま

とま らないDSPコ ースの ライ ンナ ップ を紹 介 し
よう。

まず、 松 岡 和 彦 はア コーステ ック演 奏 をライブ

でデ ジタル信 号 処理 す るという、あま りに も王 道

路 線 なが ら、 展 覧 会 では気 負 いの ない演 奏 を行
い、軽 妙 な作 品 集 に仕 上が った。 林洋 介 は集 合

住 宅の窓 を通 して同時 進 行す る生 活 映像 を提 示。
フォーマ ッ トと しての魅 力 は十 分 なの で、来 年度

も研 究生 と してコダワ リを追 求 を発 揮 して欲 しい
ところ。

入学 当 初よ り、テ クノロジーを使 って一 人で演劇
をする とい う一 念 を追求 し続 けた三 宅泰 子 は、そ
の目的 通 りの成 果 を披 露。 彼 女 も研 究 生なので、

石の上 にも 三 年 となるか、来 年が正 念場。 小 粒

(で ピ リリと辛い?)感 が蔓 延 しつつ あるIAMAS
で、最 年 少の野路 千 晶が作 ったの は小 さな箱 から

大 きな箱への無 限跳 躍。 で きあがった大 きさに本

人が当惑 してい るように も見 えるが、確 信 犯だ っ
たの かも。

以 上 の西者 はDSPコ ー スな ら定 番 と も言 える某
1974年 製 自転 車 の開発 環 境 を使 用 してい るが、

それ に飽 きた らず、独 自のデバイ スを作 成 したの
が原 田克 彦 と堀 井 哲 史 で、情 報 照 明器 具 と眼 球

的 映像 装 置 を制作 。 最 終 的 な表 現 手 段 と してコ
ンピュータ を使 うの はそ ろそろ限 界 で はない か、

と折 に触 れ言 ってい たこ とに対 して、その予 兆 と

な る作 品 が現 れた とも言 え る。 彼 らの果 敢 さに

拍 手。

そ して、柴 田 悠 基 は正 面 切 って、た だただ彫 刻。
いろ いろ と触 手 を伸 ばす一 方 で、原 点 回帰 だか

自己裁 判だ か、作 らざるを得 ないもの を作 ったと

言 う勝 手 に しや がれ路 線。 また、研 究 生 の伊 奈
由希 子は前年 に引き続 き子 供 向 けの ワー クショッ
プを展 開。 本 人の持 ち味 なの か、IAMASっ ぽ い

カ ッテ ィング・エ ッジ さは どこ吹 く風 の ほのぼの
テクノ。

この よ うに列 挙 す れば、この よ うな面 々 が同 じ

コースだったの が摩 詞 不思 議。 それで も、なにが

しかのDSPテ イス トは確 実 に漂 ってい る し、2年

間に渡 った多面 的 活 動 の集 大 成 と して結 実 して
いる。 一方、苦 言 を呈 するな らば、もっ とも っと

無 茶 をす るべ きだ と思 う。 あきれるような妄 想 力
を発揮 して欲 しい。 と自分 自身 を諌めつつ。
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The　 DSP　 course　 has　 the　 reputation　 of　being

the　 weirdest　 course　 in　the　 Academy.　 But　 I"

mglad　 that　 DSP　 students　 all　show　 different

orientations　 in　different　 fields.　 That's　 because

it　is　the　 role　of　the　 staff　to　maintain,　 as　far　as

possible,　 this　 degree　 of　freedom　 and　 support
the　 students'endeavors.　 The　 following

presents　 the　 graduate　 lineup　 from　 this
seemingly　 unfocused　 DSP　 course.

MATSUOKA　 Kazuhiro　 performed　 live　digital

signal　 processing　 of　an　 acoustic　 performance.

Although　 this　 was　 a　very　 common　 route　 to

follow,　 his　 performance　 at　 the　 exhibition

was　 unpretentious　 and　 he　 produced　 a　series

of　light　 and　 cheery　 compositions.　 HAYASHI

Yosuke　 filmed　 scenes　 through　 apartment

windows,　 presenting　 images　 of　daily　activities

taking　 place　 at　the　 time.　 His　style　is　appealing

and　 I　hope　 he　further　 refines　 it　as　a　research

student　 next　 year.

From　 when　 she　 first　came　 to　IAMAS,　 MIYAKE

Yasuko　 has　 been　 single-heartedly　 devoted

to　the　 pursuit　 of　one-person　 drama　 using

technology.　 Her　 graduate　 presentation

was　 indeed　 what　 she　 had　 aimed　 for.　She　 is

also　 a　research　 student,　 and　 as　 they　 say,
"P
erseverance　 will　 win　 in　the　 end",　 so　 next

year　 will　 be　 the　 crucial　 period.　 The　 feeling
that　 IAMAS　 is　small(but　 packs　 a　punch?)has

begun　 to　proliferate　 throughout　 the　 school.

The　 youngest　 graduate,　 NOJIChiaki,　 presented

anever-ending　 leap　 from　 a　small　 box　 to　a

large　 box.　 NOJI　 herself　 seemed　 somewhat

bewildered　 by　the　 size　 of　the　 completed　 box,

but　maybe　 this　was　 something　 she　 had　 already

anticipated.

The　 above　 fourstudents　 used　 the　development

environment　 of　a　certain　 bicycle　 made　 in　1974,

which　 has　 become　 pretty　 much　 standard

in　the　 DSP　 course,　 but　 HORII　 Satoshi　 and

HARADA　 Katsuhiko　 refused　 to　be　 satisfied

with　 this　and　 they　 created　 their　 own　 devices,

namely　 an　 information　 lamp　 and　 an　 eyeball-

like　image　 device.　 These　 works　 can　 be　 said

to　be　 predicators　 of　what　 is　to　follow,　 created

in　response　 to　comments　 made　 from　 time　 to

time　 that　 computers　 have　 reached　 their　 limit

as　a　finaltoolforexpression.Theirboldness　 is

to　be　applauded.

SHIBATA　 Yuki　 kept　 carving　 and　 carving,

producing　 a　sculpture.　 He　 reaches　 out　in　many

directions,　 and　 whether　 in　order　 to　go　 back　 to

basics　 or　out　of　self-judgment,　 he　chose　 a"so

be　 it'"approach,　 creating　 something　 that　 had

to　be　 created.　 Research　 student　 INA　 Uki　 held

achildren's　 workshop　 that　 she　 had　 begun

the　 previous　 year.　 Perhaps　 it　reflected　 her

unique　 character　 featuring　 a　special　 kind　 of

heartwarming　 technology,　 although　 it　lacks　 a

typical　 IAMAS　 cutting-edge　 attitude.

Listing　 the　 graduate　 works　 in　 this　 way,　 it

certainly　 seems　 strange　 that　 these　 diverse

projects　 were　 by　 students　 in　the　 same　 course.

Nevertheless,　 the　 works　 have　 a　 kind　 of　 DSP

flavor　 to　 them,　 and　 they　 came　 together　 as　 a

culmination　 of　a　variety　 of　 activities　 undertaken

over　 the　 two　 years.　 Speaking　 candidly,　 I　think

students　 should　 be　 even　 more　 reckless.　 I　want

them　 to　 exercise　 their　 imagination　 to　 an　 even

greater　 extreme.　 I　must　 also　 reflect　 on　 these

issues　 myself.
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そ して卒 業 生の皆 さんへ。 今 後 ます ますアー トと

社 会 は、 多'様かつ密 接 に接 続 しつつ あ る。 その
中でアー トや デザインが、社会 と切 り結ぶ可 能性
はこれ までに な く広 が ってい る。IAMASで 得 た

か けがえの ない体 験 を各 人が 自分 の もの と して、
これ まで に な か った作 品 や プロジ ェ ク ト、 そ し

て仕 事 を自 分 か ら創 造 ・発 信 して いっ てほ しい。

The　 courage　 to　use　 media　 without　 being　 tied

down　 by　one's　 specialty　 or　genre,　 the　viewpoint

of　combining　 various　 types　 of　media　 both

analog　 and　 digital,　 and　 the　 glimpse　 of　each

person's　 character　 and　 playful　 spirit　evident　 in
these　 choices.　 Not　 pre-established　 harmony

or　 efficiency,　 but　 rather　 the　 orientation　 to

welcome　 the　 meaning　 and　 surprise　 that　 is

borne　 by　 deviating　 from　 that....　I　have　 seen　 a

number　 of　IAMAS　 exhibitions,　 and　 these　 are　my

impressions　 ofthis　 one.

For　 example,　 the　 display　 of　 a　perpetually

continuing　 calculation　 from　 a　physical　 closed

circuit　 in　PotyGomputer　 was　 interesting　 as

providing　 the　 sense　 of　existence　 as　 a"thing",
as　well　 as　making　 an　 algorithm　 appear　 visible

(unfortunately　 it　was　 not　working　 at　the　 time).

In　Love　 Letter,　 cockroaches,　 insects　 that　 tend

to　get　 a　bad　 wrap,　 write　 letters　 through　 a

computer.　 This　 kind　 of　combination　 of　exhibits

took　 me　 by　surprise　 and　 gave　 the　 impression

of　a　sort　 of　hodge-podge.0〃 〃〈IKO八401マノーSAル1A

paradoxically　 transforms　 the　 isolated　 condition
of　social　 withdrawal　 into　 an　 exposition　 of　a

person　 painting　 from　 underneath　 a　glass
floor,　 which　 releases　 an　 intense　 and　 bizarre

presence.""KODAMA‐mischievous　 echoes'"was
exemplary　 of　an　 orthodox　 interactive　 artwork,

but　 presented　 a　unique　 worldview　 with　 an

immersive　 space　 and　 attained　 a　high　 level　of

completion.

The　 atmosphere　 at　the　 venue　 conveyed　 the

increased　 sense　 of　solidarity　 and　 vitality　that

IAMAS　 had　 gained　 following　 last　 year's　 Ars

Electron'c∂ ℃ ∂mpus"'exhibi亡10η.[t　 was　 without

adoubt　 a　valuable　 opportunity　 for　the　students

to　have　 their　 activities,　 borne　 from　 the　 small-

scale,　 close-knit　 community　 at　IAMAS　 in　Ogaki

City,　 put　 before　 a　global　 stage　 where　 they

could　 be　objectively　 evaluated　 and　 given　 direct

feedback.　 While　 IAMAS　 was　 highly　 regarded

for　its　interface　 adventures,　 interactive　 play,

and　 technical　 sophistication,　 was　 it　not　 also　 a

remark　 on　 the　tendency　 for　self-convergence

and　 the　 primacy　 of　technology　 in　the　 world　 of

expression?

These　 are　 my　 personal　 hopes　 for　IAMAS　 in　the

future.　 In　light　of　current　 trends　 concerning

the　public　 nature　 of　projects(including　 projects

in　public　 spaces　 and　 social　 software)such　 as
"C
ommons",　 which　 is　currently　 being　 studied

and　 practiced　 globally,　 I　hope　 that　 IAMAS

makes　 use　 of　its　exceptionally　 welレendowed

environment　 to　transmit　 new　 messages(to

accomplish　 such　 would　 probably　 require　 taking

in　more　 diverse　 artists　and　 personnel).

And　 to　the　students:Hereafter,　 art　and　 society

will　 continue　 to　become　 more　 intimately　 and

diversely　 connected.　 In　this　 environment,　 the

possibilities　 for　art　and　 design　 to　challenge
society　 have　 never　 been　 so　 broad.　 Taking

advantage　 of　your　 invaluable　 experiences

gained　 at　 IAMAS,　 I　would　 like　you　 to　create
and　 transmit　 your　 own　 unique　 artworks　 and

projects,　 and　 ultimately　 yourown　 careers.

(し かた ゆ きこ)ICC学 芸 員。 東 京 造 形 大 学 特 任 教 授、 多 摩 美 術 大 学 ・京 都 造 形 芸 術 大 学 客 員 教 授。1991-2001年 キヤ ノ ン ・

ア ー トラボ ・キ ュ レー ター、2002-04年 森 美 術 館 ア ソ シエイ ト・キュ レー ター。 その他 「KingdomofPiracy」(2001-,オ ン ラ

イ ン)、 「ア モー ダル ・サ スペ ン シ ョン 」(ラ フ ァエ ル ・ロサ ノeヘ メル 、YCAM,2003)な ど をキ ュ レー ト。

(SHIKATA　 Yukikol　 ICC　 curator.　 Specially-assigned　 professor　 at　Tokyo　 Zokei　 University,　 guest　 professor　 at　Tama　 Art

University　 and　 Kyoto　 University　 of　Art　and　 Design.　 Curatorof　 Canon　 ARTLAB(1991-2001)andAssociate　 Curatorof　 Mori

Art　 Museum(2002-2004).　 Other　 curatorialworks　 include　 Kingdom　 of　Piracy(2001‐,　 online)and　 Amodal　 Suspension

(Rafael　 Lozano-Hemmer,　 YCAM,2003).
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REVIEW　 2
voices　 of　 guests

VOICE　 1 四 方 幸 子/SHIKATAYukiko

専 攻 やジ ャンル にと らわれずに使 用 メデ ィア を選
ぼう とす る姿 勢、 アナログ/デ ジタル に とらわれ

ず複 数の メデ ィア を連 結 する視 点 や そこに垣 間
見 える各 人の遊 び心 やキ ャラ クタ ー。 予 定 調 和
やムダの なさよ りも、そこか ら逸 脱 するこ とで生

まれる意 味や驚 きをむ しろ歓 迎 する志 向性 ……Q
これ まで何 回 かIAMAS展 を見 てきたが、今 回の

展 示 で感 じ られ た傾 向 をい くつ か挙 げる とす れ
ば、上 記の ようなもの になるだろ う。
たと えば 『三 角 演 算 子に よるポ リゴン ピュータ』
の物理 的 な閉鎖 回路 により終 わ りな く続 く演 算の

表 示 は、 モノ としての存 在 感 とともにアル ゴリズ
ムの可 視 化 として興 味 深 く(あ い に く動 いてい な
か った が!)、 『Love　Letter』 は、 世 間 か らは

うと まれがちな ゴキブリがコン ピュー タ を通 して

手紙 を書 く、とい う意 表 をつ く組 み合 わせ ととり
とめの ない展 開 が印 象 的で あった。 『おひ きこも
りさま』は、ひきこも りという隔 絶 状 態 を床 下か

ら絵 を描 く見せ物 と して展 開す ることで、逆 説 的
に強 烈かつ異様 な存 在 感 を放 ち、 『"KODAMA"』
は一 いわゆ る正 統 的 な 「インタラクテ ィヴ作 品 」

だ が一独 自の世 界 観 とともに没 入 的 な空 間 およ

び高 い完 成度 を実現 させ ていた。

会 場 の空 気 か らは、昨 年 のアル ス・エ レク トロニ
カキ ャンパス展 示 への 出展 によ っ てい っそ う高

まったIAMAS全 体 の連 帯 感 と活 気が伝 わって き

た。 大 垣 とい う都 市 に あるIAMASと い う小 規

模 で緊 密 な コミュ ニテ ィの 日常 か ら生 まれ た活
動 が、 グローバルな舞 台で人 々か ら直接 フ ィー ド
バ ックを得 たこ とは、 自 らの活 動 を客観 的 に検

討 する貴 重 なきっかけ とな ったに違 いない。 イ ン
ター フェイスの 冒 険や インタラクシ ョ ンの遊 び、

技 術 的 な洗練 度 な どがIAMASら しさと して高 く
評 価 され たと同時 に、表 現 する世 界 の 自己 収 束

性 や技 術 先 行 的な傾 向 につ いて批 評 され たので
はないだろ うか。
lAMASに 個 人 的 に今 後 期 待 す るこ と。 現 在 グ
ローバルに検 討 ・実践 されつ つあ る 「コモンズ 」

をはじめ とする公共 性 をめ ぐる動 き(公 共空 問の
プロ ジェク トや ソー シャル ・ソフ トウェア も含 む)

を踏 まえ、世界 的にも稀な その恵 まれた環 境 を生
か しつ つ、新 たな発 信 を してほ しい(そ の ために

は、よ り多様 なアーテ ィス トや人材 の出 入 りが必
要 となるだ ろう)。
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VOICE　 2 久 保 田 晃 弘/KUBOTAAkihiro

インスタレーション、パフォーマンス、映像 、ネッ

トワーク、 ソフ トウェア、論 文、 オブジ ェ(彫 刻)
な ど、本 当に さまざまな フォーマ ッ トが混 在 した

展 覧 会 で あ っ た。DMや パ ンフレ ッ トな どの ビ
ジュアル ・ア イデ ンテ ィティーやスタンプラ リーな

どの小 物 もよく整 え られてい た。 どの作 品 にも作

者 固 有の視 点や こだわ りが あ り、こ ちら側 か ら作

品 に働 きかける ことで、ひ とつ ひ とつの作 品の 内
面 を、楽 しみ ながら探 索 した り想像 す ることがで

きた。 ネ ッ トワークやプ ログラミングに正 面 か ら
取 り組 んだ作 品 が多 か ったの も、IAMASな らで

はの ものだ と感 じられ た。

lAMASが 切 り開い てきた今 日的なデザ インやア ー
トの表 現 を、作 品の形 式や機 能 で くくるこ とは難

しい。 とはい え、そこには色や形、仕 様 や性 能に

代わ る何 らかの、新 たな表 現の志 向 が生 れつつ あ
る。 この卒 業/修 了 制作 展 はIAMASと いう環 境

で、 同 じ時間 と空 間 を共有 した人 々による グル ー
プ展 であった。 展 覧会 を終 えて、'作品 とい うひと

つひ とつ の点 を、い かに して線 につな ぎ、面 に拡

げてい けるのか を、皆 でも ういちど考 えてみ ると

良 いと思 う。

There　 was　 a　real　mixture　 of　formats　 used　 in　this

Exhibition,　 from　 installations　 to　performances,

videos,　 networks,　 software,　 theses,　 sculptures,

and　 so　 on.　 The　 exhibition's　 visual　 identity,

as　 expressed　 in　post　 card　 and　 pamphlets,

etc.,　 and　 the　 knick-knacks　 like　 the　 stamp

collecting　 activity　 were　 all　well　 put　 together.

Each　 of　the　 works　 showed　 their　 creator's

original　 perspective　 and　 focus,　 and　 as　 a　visitor

Iwas　 able　 to　enjoy　 each　 work　 one　 by　 one

exploring　 and　 imagining　 their　 inner　 emotions

by　 interacting　 with　 the　 artworks.　 There　 were

also　 many　 projects　 that　 approached　 issues　 of

networks　 and　 programming　 head-on,　 which

felt　like　something　 unique　 to　IAMAS.

The　 present-day　 art　and　 design　 expressions

that　 IAMAS　 has　 forged　 are　 difficult　 to　catego-

rized　 by　the　 forms　 and　 functions　 of　artworks.

Nevertheless,　 there　 is　some　 kind　 of　new　 ex-

pressive　 consciousness　 being　 born　 here　 in

place　 of　colors　 and　 shapes,　 specifications　 and

functions.　 This　 Graduate　 Exhibition　 was　 a　group

exhibition　 by　people　 who　 shared　 the　same　 time

and　 space　 at　IAMAS.　 After　 the　exhibition,　 I　think

it　might　 be　a　good　 idea　 for　everyone　 to　think

again　 about　 how　 each　 of　theirworks　 could

be　 connected　 like　dots　 in　a　line,　to　give　 the

exhibition　 as　a　whole　 more　 overall　 coherence.

(く ぼ たあ き ひろ)多 摩美 術大 学 情報 デ ザイ ン学 科教 授 。衛 星芸 術(artsat。jp)、 バ イオ アー ト(bioart.jp)、 デ ジタ ル ・ファ ブ リケー
シ ョン(fablabjapan.org)、 ソー シャ ル ・マテ リアル(monofactory.nakadai.co.」p)、 自作楽 器 によ るサ ウン ド ・パ フ ォー マ ンス

(hemokosa.com)な ど、 さま ざま な領 域 を横 断 ・結 合す るハ イ ブ リッ ドな創 作 の世 界 を 開拓 中。

[KUBOTA　 Akihiro]Professor　 of　information　 design　 at　 Tama　 Art　 University.　 He　 has　 been　 exploring　 the　 world
of　hybrid　 creation　 which　 crosses　 and　 combines　 various　 domains.　 Most　 recently　 he　 has　 been　 investigating

projects　 such　 as　 satellite　 art(artsat.jp),　 biomedia　 art(bioart.jp),　 digital　 fabrication(fablabjapan.org),　 so-
cialmaterial(monofactory.nakadai.co.jp)and　 sound　 performance　 using　 DIY　 instruments(hemokosa.com).
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REVIEW　 3
voices　 of　 graduating　 students

楽 し く な か っ た ら や れ な か っ た

Icouldn't　 have　 done　 it　if　it　hadn't　 been　 fun

山 田 拓 生/YAMADATakuo

委 員 長の仕 事 は、 自分 にはあま りに も大 きな仕 事 で した。 精 一杯 ベス トを尽 くし

ま したが、うま くいかな かった部 分 もあった と思い ます。 うまくできた部 分、でき

なか った部 分いろいろあ りましたが、反 省する部 分 は反 省 して、後 輩 に伝 えていけ

た らと思います。

とはい え、『IAMAS　 2005』 はやは り楽 しかった と思い ます。 逃 げ出 した くなる事

もあ った けど、楽 しかった。 みんな本 当によ くがんばって くれた し、心か ら楽 しん

で くれた と思っています。 みん ない い顔 してた。

打 ち上 げで、副 委 員長 の林君 が、何 年 か後 に同 窓 会展 みたいな事 ができた らい い

ね と、言 ってい ま した。 本 当に そんな事 が実 現 できる 日が来 るの を楽 しみに しつ

つ、個 性 的 なみ んながそれぞれの道 で活 躍す る事 を祈 っています。 あ りがと う。

My　 job　 as　 the　 head　 of　the　 Graduate　 Exhibition　 Committee　 was　 a　huge

responsibility　 for　me.　 I　did　the　 best　 I　could,　 but　 I　think　 that　 there　 were　 a

number　 of　aspects　 that　 didn't　 go　 so　well.　 There　 were　 parts　 that　 I　was　 able　 to

do　 successfully　 as　well　 as　various　 parts　 which　 could　 have　 been　 done　 better,

but　I　want　 to　reflect　 on　the　weakpoints　 forthe　 benefit　 of　future　 students.

In　any　 case,　 IAMAS　 2005　 was　 very　 enjoyable.　 There　 were　 times　 when　 I　wanted
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to　throw　 in　the　 towel,　 but　 it　was　 fun.　 Everyone　 gave　 it　their　 all　and　 truly

enjoyed　 to　themselves.　 Theirsatisfaction　 could　 be　seen　 on　 theirfaces.

At　 the　 after-event　 party,　 HAYASHI,　 the　 deputy　 head,　 said　 it　would　 be　 great

if　we　 could　 all　get　 together　 in　a　few　 years　 and　 hold　 a　reunion　 exhibition.　 I

really　 hope　 that　 this　happens　 and　 I　wish　 all　the　 graduates,　 who　 are　 each　 very

unique,　 the　best　 of　luck　 intheirfuture　 activities.　 Thankyou!

卒 業 制 作 展 『IAMAS2005』 を終 えて
Looking　 back　 on　IAMAS2005
柴 田知 司/SHIBATASatoshi

卒 業 制作 展 は学 生 の活 動 成 果 を発 表す る場 で ある と共 に、その年 々のIAMASの

特 色 を表 してもいます。 今 年 度の卒 展 は会 場設 営 を始 め、全 体 的 にま とまってお

り、個 々の作 品も整っている印象 を受 けま した。

しか し、作 品 自体 が均 一 的 になってお り、外 か らの視 線 を過 度 に意 識 した 「うま

く観 られ たい」といった部 分 に捕 われているよ うにも感 じま した。

「九 割 まで創 り上 げるの は容 易 であるが、残 りの一 割 を詰 め るのに は、それ以 上 の

努 力 が必 要 であ る」これは私が大 学 時 代の恩 師 に言 わ れて心 に残 ってい る言 葉 で

す。 この一割 には様 々な意 味 が含 まれて います。 それは作 品 を客 観 視 し、 自 分 ら

しさとは何 かと自問 自答す ることか も しれ ない し、時 間 いっぱい迄 これで良い とい

うことはな く、作 品 と向 き合 う姿 勢 なの かも しれませ ん。

そ うい ったこだわ りを各 人 がもっ と明 確に 自覚 し、 強 固 な自 己性 をもって作 品 と

対 峙 していれば、よ り魅 力的 な展 覧会 を実現 できたのではない かと感 じています。

The　 Graduate　 Exhibition　 serves　 as　a　place　 to　display　 the　 results　 of　students

work　 as　well　 as　an　 expression　 of　IAMAS'character　 overeach　 of　those　 years.

Starting　 with　 the　 venue　 setup,　 I　had　 the　 impression　 that　 overall　 this　 year's

exhibition　 was　 well　 put　together,　 and　 that　 the　 individualworks　 were　 also　 in

line.

トlowever,　 the　works　 themselves　 were　 homogeneous　 and　 there　 was　 a　feeting

that　 they　 were　 partly　 caught　 in　the　 over-conscious　 feeling　 of　wanting　 to　be

well　 regarded.
"lt　i

s　easy　 to　create　 the　first　90%,　 but　 to　tie　up　the　 remaining　 10%requires

agreater　 effort."These　 are　 the　 words　 of　my　 former　 college　 professor,

which　 remain　 in　my　 heart.　 There　 are　 various　 meanings　 to　this　 10%.　 It　may

be　 taking　 an　 objective　 look　 at　the　work,　 and　 figuring　 out　 for　yourself　 what　 it

is　that　 makes　 you,　 you.　 It　may　 be　your　 attitude　 toward　 the　 work,　 which　 until

aconsiderable　 time　 has　 been　 spent　 does　 not　 consider　 the　 work　 to　be　 good

enough.

Ifelt　that　 if　each　 person　 had　 had　 a　clearer　 sensation　 of　this　insistence,　 and

had　 faced　 theirworks　 with　 firmer　 individuality,　 thenthey　 could　 have　 realized

an　 even　 more　 attractive　 exhibition.
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lAMASに 寄 せ て

About　 IAMAS

山 川K.尚 子/YAMAKAWA　 K.　Hisako

lAMASと は不 思議 な ところです。

IAMASっ ぽい というのがありそ うでいて、その実、どんなところなのか を説明 しよ

うとす るの は とて も難 しい。 しか も、聞 いた人それぞれによ って全 然違 うIAMAS

像 が返 ってくるで しょ う。

故に、IAMASの 卒 業作 品 展 にもそれぞれに見 た目も性 質 も違 うものが隣 同士 に並

んでいた りします。 でもそれでいて全 体 と してIAMASら しい。

それ は、私 たちがIAMASか らそれぞれに受 け取 ったもの を個 々に 自分たちの中 で

消化 したこ との結 果なのか もしれない と思います。

私 た ちはそれ ぞれにIAMASか ら何 かを得 て 自分 なりのIAMASを そこに見てい る
の かも しれません。 それは、不 確 かなようでいて、確 実に私た ちの中で何 らかの土

台にな っているので はないかと感 じています。

IAMAS　 is　an　 unusualplace.

There　 seems　 to　be　 something"typically　 IAMAS"but　 it　is　difficult　to　explain

what　 this　actually　 is.

Moreover,　 each　 person　 you　ask　 has　 a　completely　 different　 image　 of　IAMAS .

Therefore,　 the　 works　 displayed　 next　 to　each　 other　 at　the　 IAMAS　 Graduate

Exhibition　 were　 each　 different　 in　 both　 appearance　 and　 character .

Nevertheless,　 as　 a　whole,　 there　 was　 something"typically　 IAMAS"about　 the

exhibition.

Ithinkthat　 this　may　 be　the　result　 of　each　 of　us　digesting　 thevarious　 things　 we

learnt　 at　IAMAS.

This　 sense　 of　what　 IAMAS　 means　 may　 appear　 uncertain ,　but　I　feel　that　 it　has
definitely　 formed　 some　 kind　 of　base　 inside　 each　 of　us .

反 省 す る こ と は 無 い け れ ど 、 で も 反 省 が し た い で す

There's　 nothing　 to　criticize　 but　 I　wish　 there　 were!

小 野 寺 啓/ONODERA　 Kei

本 当 は毎 年 のこ となのか も しれない けれ ど、 今 年の卒 展はすべ てが ぎりぎ りで進

行 していた ように感 じる。

去 年だ った らとっ くに終 わ らせてあるよ うな ことを、直 前になるまで誰 も気 がつか

なかったなんて こともあ った。 だか らかど うかはわからないけど、雰 囲気 だけは良

かった。 とにか くみんな 「喧嘩 なんか している時間 はない よ」という意 識は共有 し

ていたか ら仲 良 く、協 力 しあって作 業す ることができた。

その おかげで、特 に反 省 すべ き点 とい うのが印 象に残 っていない。 みんなとにか く

が んば りま したとい う満 足 感 だけが残 って いる。 でも 「反 省すべ き問題 点 が全 然

ない 」とい う意識 でなんとな く終 了 して しまった。 その こと自体 はすご く問題 があ

る ように も、思う。
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Maybe　 this　is　what　 happens　 every　 year,　 but　it　seemed　 like　everything　 was　 left

untilthe　 Last　minute　 forthis　 yeaピs　 Graduate　 Exhibition.

Even　 things　 which　 last　yearwould　 have　 been　 done　 ages　 ago　 were　 left　without

being　 noticed　 untiljust　 beforehand.　 Perhaps　 for　this　 reason　 the　 mood　 was

great.　 Everyone　 knewthat　 there　 was　 no　time　 forarguing,　 and　 so　we　 were　 able
to　go　about　 ourwork　 helping　 each　 otherout.

Thanks　 to　this,　I　wasn't　 left　with　 a　strong　 impression　 of　weaknesses　 that

need　 to　be　reflected　 on.　I　just　have　 a　sense　 of　satisfaction　 that　 everyone　 tried

their　 hardest.　 So　 the　exhibition　 ended　 with　 this　sense　 that　 there　 weren"t　 any

shortcomings,　 but　I　thinkthat　 this　itselfwas　 a　major　 problem.

卒 業 制 作 展 そ の 後

The　 Graduate　 Exhibition　 and　 beyond

林 洋 介/HAYASHIYosuke

入 学 してす ぐの課 題 を一 緒 に取 り組ん だ友達 と、作 家 と して話 をする。 それぞ れ

の得 意 分 野 で共 同 作 業 を行 う。 卒展 準 備 期 間 中 は、 本 当 に皆 が頼 も しく感 じら

れ ました。 僕 が夢 見、憧 れていた日々が、あ りま した。

「IAMAS?そ こで何 をやってるの?」 と聞かれ て説 明に苦 しんだ シーンは数え きれ
ませ ん。 情 報、科 学、芸 術 が入 り交 じった環 境 は混 沌 を極 め、いつの間 にか入 学

前 に漠 然 と考 えていた 「人 に反 応 して動 く作 品 をつ くる」とい う非 常に シンプル な

答 えを忘 れていま した。

2年 間 もが き、卒業 制 作展 の会 場 や、打 ち上 げ等 の席 で色々 と話 した末に、今や っ

ともう一 度 この シンプル なところからスター トしてみよ うと思 えま した。 あの時 期

に話 した事 は、正 しい とか間 違い とかを超 えた、今の 自分 を動 か している 「核 」の

部 分 だと思 って います。 今 回 お世 話 にな った人たち がピンチの時 は、僕 は絶 対 協

力 します。

As　 soon　 as　I　enrolled,　 my　 newfound　 friends　 and　 I　began　 speaking　 as　 artists.

We　 collaborated　 utilizing　 each　 of　ourspecialfields.　 During　 the　 Graduation

Exhibition　 preparation　 period,　 everyone　 really　felt　encouraged.　 Days　 that　 I　had

dreamed　 ofand　 longed　 for　had　 actually　 come.
"IAMAS?Wh

at　doyou　 do　there?"There　 have　 been　 innumerable　 scenes　 where

Istruggled　 over　 explaining　 this　 question.　 Caught　 up　 in　the　 chaotic　 mix　 of

information,　 science　 and　 art,　before　 I　realized　 it　I　had　 forgotten　 the　extremely

simple　 answer　 that　 I　vaguely　 had　 had　 in　mind　 before　 enroUing二'`Make　 works

that　 move　 in　reaction　 to　people."'

Finally,　 after　 discussing　 various　 topics　 while　 floundering　 about　 for　two　 years,

at　the　 seat　 of　the　 Graduate　 Exhibition,　 and　 at　the　 seat　 of　the　 celebration

party,1've　 been　 able　 to　think　 about　 trying　 to　start　again　 from　 this　simple　 idea.
Regardless　 of　whether　 what　 I　talked　 about　 during　 that　 time　 was　 right　 or

wrong,　 I　think　 it　has　 become　 a　part　 of　my　 core　 that　 sets　 me　 in　motion.　 If　the

people　 who　 helped　 me　 everget　 into　a　pinch,　 I　will　definitely　 lend　 a　hand.
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lAMASで の 成 果

Achievements　 at　 IAMAS

谷 口 貴 志/TANIGUCHITakashi

僕 の卒 業 制 作 は ソフ トウェアで ある。IAMASと い う最 高 の環 境 で それ を設 計 し、

実装 し、テス トす る作 業は本 当に幸せだ った。

卒 業 制 作 展で は多 くの人に見て もらい、直 接 様々 な意 見 をいただいた。す ぐに直せ

る もの は卒 業 制 作 展 の最 中に修 正 したが、意 見の多 くは根 本 的 なところか らの修

正 が必 要だ った。もち ろん人 の意 見が全 て正 しく、全 てが実現 可 能 とい うわけでは

ないが、自分で も面 白そ うだ と思 うものが多 く、ぜひ取 り入 れたいと思 った。そ して

その作 業 はまだ続 いてい くのだ ろうと思 う。

僕 は根が怠 け者 なのに もかかわ らず、IAMASで は多 くの ことを学 べた。この2年 間

はあ っとい う間だ ったが、非 常 に楽 しく、刺 激 的だ った。思 う存 分遊 んだ し、その分

勉 学 もはかどった。よ く徹 夜 も した し、床 で寝 たりも した。ゼミではこれまでにない

くらい考 えた りも した。今 改 めて思 いか え してみる と、とても快 適 な ところ だった

んだな とつ くづ く思 う。みなさん、2年 間 ありが とう。

My　graduate　 work　 was　 software.　 I　was　 very　 happy　 to　be　able　 to　design,　 install

and　 test　my　 software　 at　IAMAS,　 which　 is　such　 a　wonderfulenvironment.

At　the　 Graduate　 Exhibition,　 many　 people　 looked　 at　my　 work　 and　 I　was　 able

to　obtain　 a　range　 of　opinions　 directly.　 During　 the　 exhibition,　 I　corrected　 the

areas　 that　 I　could,　 but　 most　 of　the　 feedback　 was　 that　 it　needed　 revision　 at

the　 basic　 level.　Of　course　 not　all　people's　 opinions　 are　 correct　 or　possible　 to

implement,　 but　there　 were　 many　 which　 I　found　 to　be　 interesting　 and　 wanted

to　incorporate.　 I　thinkthiswill　 be　a　continuous　 process　 for　me.

Even　 though　 I　am　 not　a　very　 active　 person,　 I　was　 able　 to　learn　 a　lot　at　IAMAS.

These　 past　 2　years　 went　 by　so　 fast　 but　 they　 were　 extremely　 enjoyable　 and

stimulating.　 I　had　 a　lot　of　fun,　 but　 my　 studies　 also　 progressed　 well.　 I　often

stayed　 upall　 night　 or　ended　 up　sleeping　 on　the　floor.　At　seminars　 I　was　 made

to　think　 a　great　 deal.　 Looking　 back,　 I　thinkthat　 IAMAS　 was　 a　very　 comfortable

place　 to　be.　Thanks　 forafantastic　 two　 years!

寒 か っ た 作 業 場

The　 cold　 workroom

野 路 千 晶/NOJI　 Chiaki

数 ヶ月前 に終 えた卒 業 制 作 展、当 時の 出来 事 を頭 に うかべてみ ると、それに たぐ

り寄せ られるよ うに さま ざまな ことが思 い出 され ます。 とにか く寒 かった作 業場 、

何 度 も通 ったホームセン ター、汚 れたツナ ギ、た くさんのプレッシ ャー。 その どれ

もが きっと、当 時の私 にとっては とて もうんざりさせるよ うなものだったよ うに思

えますが、 今の私の中に はとて も大切 な思い出 として存 在 してい ます。

そ して数 ヶ月 間、寝 ても覚 めて も同 じことを考 え、た くさんの人の協 力を得 なが ら

それ を形に し、人の喜 ぶ顔 を見 ることができた事 が、 自分 が行 き詰 まったと きに大
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き く背 中 を押 して くれるよ うな頼 も しい経 験 になっています。

当時 協 力 を して くれたみん な、先生 方、家 族 にあ りが とうと言い たいです。

When　 I　think　 of　the　events　 that　 transpired　 up　 to　the　 Graduate　 Exhibition　 a　few

months　 ago,　 I　am　 reminded　 of　the　things　 associated　 with　 the　events.　 The　 cold

workroom,　 going　 to　the　 home　 centeroveragain,　 my　 dirtyjumpsuit,　 and　 feeling

atot　 of　pressure,just　 to　name　 a　few.　 You　 could　 say　 each　 of　these　 just　 probably

stood　 out　to　me　 back　 then,　 but　now　 they　 exist　as　important　 memories　 inside

me.

For　 several　 months,　 when　 I　could　 not　 tell　the　 difference　 between　 sleep　 and

waking,　 I　received　 help　 from　 many　 people,　 and　 being　 able　 to　see　 the　 happy

faces　 of　people　 around　 me　 was　 an　 encouraging　 experience　 like　a　big　 push

from　 behind　 to　get　me　 through　 my　 slumps.

Iwant　 to　say　thank　 you　 to　my　 family,　 my　 teachers,　 and　 everyone　 who　 helped

me　 at　that　time.

卒 展 を 終 え て

Looking　 back　 on　 Graduate　 Exhibition

谷 阪 福 美/TANISAKA　 Fukumi

本 格 的 な準 備が始 まってからの2週 間はま さに光 陰矢 のご としといったもので、私

などはただただ、 自分の展 示 を完成 させる ごとだ けに精 一 杯で した。

その忙 しい中で全 体の運 営 をま とめ ていって くだ さった卒 展委 員の方 た ちには本

当に感 謝 してお ります。 あ りが とうござい ま した。 準 備 が進 め ば進 む ほど、い っ

しょに作 業 を している仲 間たちが輝 いて見 えま した。 こんなすて きな人たち と2年

間 過 ごせたなんて、私 はなんて果 報 者 なの だろ うと感 動 しま した。

お そ らく脳 内 麻薬 が分泌 されていたので しょう。 実に結 構 な時 間であ りま した。

そして様々 な方 たちの協力 をあおぎ、私 の展示 も無事に完成 させることがで きま した。
お かげさまで良い評 価 もいただ くことが出来 ま した。 それ はとてもすば ら しい卒 展

で ありま した。

Time　 certainly　 flew　 during　 the　 two　 weeks　 of　preparations　 before　 the

exhibition,　 and　 I,　like　everyone　 else,　had　 my　 hands　 full　with　 trying　 to　finish　 my

own　 exhibit.

Iam　 really　 grateful　 to　the　 Graduate　 Exhibition　 Committee　 for　arranging

the　 overall　 organization　 of　the　 event　 amidst　 all　this　 hectic　 activity.　 As　 the

preparations　 progressed,　 I　saw　 my　 classmates　 begin　 to　shine.　 I　felt　very　 lucky

to　have　 studied　 togetherwith　 such　 great　 people　 for2years.

Imust　 have　 got　a　rush　 of　endorphins.　 Itwas　 indeed　 an　enjoyable　 time.

Thanks　 to　the　support　 of　many　 people,　 I　was　 able　 to　complete　 my　 exhibit　 and

received　 a　positive　 evaluation.　 It　was　 a　wonderfulGraduate　 Exhibition.
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2005年の様々な付録と共に箱に収められたカタログは、手に
取った人をワクワクさせ、何がはいっているのだろうと思わず期
待をさせられます。その年の卒展のイメージにも起用された独特
のイラストを随所に織り込み、カラーページをふんだんに使いな
がらも、カタログ自体はシンプルにまとめられています。それを
彩るようにDVD・アニュアル・ペーパークラフト・校歌楽譜・ロ
ゴシールが同封され、素敵な「IAMAS全部入り」なカタログに
仕上がっています。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

付　録　　

The 2005 catalog, which is stored in a box along with the various 
appendices, gives the person who picks it up a sense of excitement 
and makes them look forward to finding out what is in it. Unique 
illustrations used for the image of that years graduation exhibition 
can be found here and there, color pages are used in abundance, 
and yet the catalog itself is put together in a very simple manner. 
Also enclosed are the DVD, annual, papercraft, which give it even 
more color. All in all, it is a wonderful catalog of “everything 
IAMAS”.
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紙製箱入り　無線綴じ製本
149×198mm
学長挨拶　作品紹介　修士論文リスト
スナップショット
トークセッションの記録レビュー
DVD　マニュアル（年鑑）　IAMAS校歌楽譜
IAMASロゴシール　IAMASペーパークラフト

Boxed Perfect Binding
149×198mm
President’s Greetings, Work Introduction,
List of Master’s Theses,
Snapshot, Talk Session Record, Review
DVD, Annual, Score of IAMAS’s School Song,
Seal of IAMAS Logo, IAMAS Papercraft 
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